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1. プロジェクトの概要（背景・経緯・目的） 

 
1-1 プロジェクトの背景と経緯 

 
スリランカ民主社会主義共和国（以下「ス」国）では、集中豪

雨による洪水や土砂災害などが毎年発生している。2003 年 5

月に発生した集中豪雨では、大規模な洪水や土砂災害により

約 14万世帯が被災し 235名の人命が失われ、GDPの 0.3%に

相当する約 5,600万ドルの被害額が発生した旨が記録されて

いる。2006 年においては、38 件の洪水・地すべりが発生して

いる。更に、2008 年と 2011 年に 3 度の大規模な河川氾濫や

洪水が発生し、過去約20年間（1996年～2015年）で、全人口

約 2,035万人（2012年）の 66％以上の約 1,350万人が、気象

現象に起因した災害により被災したものと記録されている。そ

のため集中豪雨に伴う気象災害の軽減は、「ス」国にとって喫

緊の課題となっている。 

「ス」国の地形は、北部はほとんど平地であるのに対して、

南部は山岳地帯になっており、中央南部には「ス」国最高峰のピドゥルタラガラ山（2,524m）をはじめ、

2,000m 級の山々が連なっている。「ス」国の河川は、中央高地に源を発して海に向かって放射状に流

れ、その多くが上流域では急勾配、中下流域では極端な緩勾配となっている。上流域の中央高地では

断崖や急斜面に数多くの滝や急流が形成されているため、地

すべり・山崩れが多発する。一方、勾配が緩やかな中下流域で

は流速が減速し海に排水されにくくなるため、大量の雨水が流

れ込んだ場合には氾濫して洪水を引き起こす。 

「ス」国の降水は、地形の影響を大きく受ける。右図は「ス」国

の年間平均降水量分布である。南部に連なる山々の南西斜面

は、南西モンスーン（5～9 月）が吹き付けることから降水量が非

常に多く、年間平均降水量は 3,000mm以上で、5,000mmに達す

る所もある。一方、東部は、北東モンスーン（12～2 月）の影響で

降水量が多くなり、年間降水量は 2,000mmを超える。また「ス」国

の降雨分布はモンスーンが中央高地に吹き付ける方角によって

大きく変化し、地形の影響で局地的な豪雨が発生する場合もある。 

図 1  過去 30 年間の洪水による死傷者
（1985 年～2014 年） 

出典:国連国際防災戦略事務局

図 2  「ス」国の年間平均降水量分布 

出典:国連国際防災戦略事務局     

(mm) 
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1-2 「ス」国で発生する気象災害 

 

「ス」国では、右図に示した災害カレンダーのように 1 年を通じて様々な気象災害が発生する。これら

の災害は、地形の影響で季節ごとに発生分布が変化し局地性も高いため、災害の監視には自動気象

観測システムによる迅速かつ定量

的な観測網が重要である。 

「ス」国において、人的・経済的に

大きな被害を与える気象災害は、

モンスーンやサイクロンがもたらす

大雨による洪水や地すべりである。

2006 年以降は死者 10 人を超える

大きな被害が毎年のように発生して

おり、発生頻度は増加傾向にある。 

表 1  2003 年～2016 年（5 月）の「ス」国の気象災害（死者・行方不明者 10 人以上） 

年月 期間 災害種類 
死者・行方

不明者数 
被災者数 

被害額 

（US$百万）

2003 年 5 月 南西モンスーン 洪水 235 695,000 29 

2006 年 10 月～11 月 第 2インターモンスーン 洪水 25 333,002 3 

2007 年 1 月 北東モンスーン 洪水 18 35,000 － 

2007 年 5 月 南西モンスーン 洪水 15 121,000 0.05 

2008 年 5 月～6月 南西モンスーン 鉄砲水 25 362,582 － 

2008 年 11 月 第 2インターモンスーン サイクロン 15 360,000 － 

2010 年 5 月 南西モンスーン 洪水 20 75,000 105 

2011 年 1 月 北東モンスーン 洪水 47 1,060,324 200 

2011 年 2 月 北東モンスーン 洪水 18 225,000 300 

2011 年 11 月 第 2インターモンスーン 暴風雨 22 35,041 － 

2012 年 12 月 北東モンスーン 洪水 53 447,021 1.2 

2013 年 1 月 北東モンスーン 洪水 52 56,747 － 

2013 年 6 月 南西モンスーン 洪水 58 17,214 － 

2014 年 2 月 北東モンスーン 洪水 27 － － 

2014 年 6 月 南西モンスーン 洪水 27 104,009 － 

2014 年 10 月 第 2インターモンスーン 地すべり 38 330 － 

2014 年 10 月 第 2インターモンスーン 地すべり 196 1,067 － 

2014 年 12 月 北東モンスーン 洪水 41 1,100,020 － 

2016 年 5 月 南西モンスーン 洪水 245 500,000 2,000 

出典：WHO Collaborating Centre for Research on the Epidemiology of Disasters (CRED)

Emergency Events Database (EM-DAT)
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落雷 

            

干ばつ 

            

 図 3  「ス」国の気象災害カレンダー 
出典：Disaster Information Management System, Sri Lanka
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1-3 気象災害による社会経済に対する負の影響 

 

「ス」国の経済は、伝統的には「米」及び「紅茶・ゴム・ココナッツ」の 3 大プランテーショ

ン作物を中心とする農業セクターが市場経済の発展を牽引してきたが、「ス」国政府主導による

経済施策のもと、製造業や卸・小売業等が拡大し 1991 年には 10%を超える経済成長率を達成し

た。1992 年以降は順当に 4～6%の成長を維持してきたが、2009 年に約 4半世紀におよんだ内戦

が終結したことにより、2010 年以降は経済活動が更に活発化し、2010 年には実質 8.0%、2011

年には 8.3%という高い経済成長率を達成している。 

このように堅調な経済発展を遂げていく中で、下図に示したように自然災害による経済への

負の影響が見え隠れしている。中でも 2001 年は、9月から翌年まで続いた広範囲に及ぶ干ばつ

（例年では 10 月～12 月が雨季）により、農業・漁業が盛んなプッタラムや、紅茶の代表的な産

地の 1つであるバドゥッラなどの、「ス」国経済を支える要衝となる地域に大きな影響を及ぼし

たことから、前年の 6.0%から-1.6%と、大幅なマイナス成長率（国内総生産：GDP）を記録し、

被災者は延べ 100 万人とも言われている。また 6.0%の成長率を達成した 2008 年の翌年の 2009

年は成長率が 3.5%、8.0%の成長率を達成した 2011 年の翌年の 2012 年は 6.3%と成長率が落ち込

んだ。それらの大きな要因としては、2008 年と 2011 年ともに 3度の大規模な河川氾濫や洪水が

発生し、2008 年の被災者数は約 80 万人、2011 年の被災者数は約 130 万人を記録している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

干ばつ 

スマトラ沖地震津波 

河川氾濫・洪水頻発 

図4  「ス」国における災害発生数と被災者数・GDP成長率の推移（1990年～2015年） 
出典:IMF（International Monetary Fund）及び EM-DAT: OFDA/CRED International Disaster Database 
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このように、「ス」国においては、気象現象に起因する干ばつや洪水等の広範囲で長期間続く

災害は、経済活動に大きな影響を及ぼす傾向がある。なお 2004 年 12 月 26 日のスマトラ島沖地

震の甚大な津波災害による成長率の落ち込みは小規模なものであり、それは被災地再建に向け

た国際的な支援や投資が活発化したこと等によるものと推測される。 

 

1-4 我が国の気象分野に対する協力 

 

2004年 12月に発生したスマトラ沖地震により同国に14ヶ所あるインド洋沿岸域のうちの13

ヶ所を襲った津波による甚大な被害は記憶に新しいところであり、これを契機として我が国で

は、「ス」国の防災分野に対して協力（形成調査、開発調査、無償資金協力：気象情報・防災ネ

ットワーク改善計画）を実施してきている。 

特に我が国の無償資金協力により実施された「気象

情報・防災ネットワーク改善計画」（完了日は 2009 年

7月 13日であるが、誘導雷による機材の被害が多発し、

機材の補修・交換を行ったため、「ス」国側へ引渡され

たのは 2011 年 7 月である）により導入された観測・デ

ータ通信機材は、本技術協力プロジェクトに大きな関

わりを持っている。右の図は、同計画により整備され

た 38 ヶ所観測所＋スリランカ気象局（Department of 

Meteorology: DOM）本局（合計 39 ヶ所）の配置図であ

る。 

各機材の適切な接地抵抗値が取られていなかったこ

と（機材計画及び施工の不備：コモンアースとされて

いなかった）が原因と言われている誘導雷による被害

が複数発生したこと、超音波式風向・風速計の不具合、

更には VSAT アンテナの一部不具合が 2012 年 7 月の瑕

疵期間終了時に見つかったことから、それらの対応の

ため、実際にコントラクターが瑕疵期間終了証明をDOM

より手にしたのは、2014 年の 2月のことである。前述

の無償資金協力プロジェクトにより導入された全ての

機器は、DOM 職員により運営･維持管理されている。 

マナー 

ジャフナ 

トリンコマリー 
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アヌラーダプラ 

マハイルパッラマ 

ポロンナルワ 
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図 5  「気象情報・防災ネットワーク改善計画」

により整備された 38 ヶ所観測所 + スリランカ気

象局本局の配置図 

シノプティック気象観測所 

委託運用されている気象観測所 
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「ス」国の自然災害の 9割以上は気象に起因していることから、「ス」国で唯一気象情報を提

供している DOM の役割は極めて重要である。災害による被害の軽減という目標達成に対し、DOM

がより貢献するには、気象観測・予報の精度を上げ、災害の危険性が高まる前に気象状況を把

握し、早い段階で予警報を発出して、的確に国民へ伝達することが重要課題である。そのため

DOM の更なる技術能力の向上が必要となっている。 

前述した状況を鑑み、「ス」国政府は、我が国に対して、本技術協力プロジェクトの実施を要

請した。これを受け独立行政法人国際協力機構（Japan International Cooperation Agency：

JICA）は、「ス」国政府との協議を重ねた結果、2014 年 5 月 23 日に同協議についての協議議事

録の署名・交換を行い、同年 9月からの本プロジェクトの実施を決定した。 

 

1-5 プロジェクトの目的 

 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）案に示された各種活動を実施することで、以

下に示す期待される成果を発現し、プロジェクト目標を達成する事を目的とする。 

 

1） 上位目標・指標 

気象災害による被害の軽減への寄与を念頭に、DOM の提供する気象情報が、国民や防災関係

機関に適切に利用される。 

（指標） 

(1) DOM の改善された気象情報の一部または全部を活用して実施された防災のための土木

工事の件数  

(2) DOM の改善された気象情報の一部または全部を活用して作成された地域社会レベルの

早期警報システム、ハザードマップまたは避難計画の策定件数 

 

2） プロジェクト目標・指標 

より正確でタイムリーな気象情報が、国民や防災関連機関に提供される。 

（指標） 

(1) 観測器のトレーサビリティ（準器の有無、点検・校正頻度） 

(2) 観測の欠測値の割合 

(3) 選定された地上気象観測所 における降雨予報の精度  

(4) 選定された地上気象観測所における試行ベースの週間予報の実施数 
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3） 期待される成果・指標 

成果 1：気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。 

（指標） 

1-1 AWS の点検・修理（部品交換）のマニュアルの改訂が完了している。 

1-2 DOM の関係職員の 70％が AWS の点検・修理の研修を受講している。   

 

成果 2：様々な種類の気象データの送受信能力が強化する。 

（指標） 

2-1 DOM において、AWS のデータが完全に受信できている。 

2-2 DOM において、GTS 経由のバイナリーデータが完全に受信できている。 

 

成果 3：収集した気象データを用いた気象予報能力が向上する。 

（指標） 

3-1 4 名以上の DOM の関係職員が予報ガイダンスを使用する能力を持っている。 

3-2 4 名以上の DOM の関係職員が海上風の短期予報を行う能力を持っている。 

 

成果 4：警報基準が精緻化する。 

（指標） 

4-1 過去の災害実績を踏まえて新たに警報基準が作成された地域の数 

 

成果 5：気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

（指標） 

5-1 作成された気象業務の教育マテリアルの数 

5-2 DOM のウェブサイトの月単位のアクセス数が 30％以上増える。 
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2. プロジェクト実施の具体的方法（実績） 

2-1 活動実施スケジュールの実績 

 
(1) コンサルタントチーム要員の派遣実績を下表に示す。また以降に要員計画（実績）、フロー

チャート及び作業工程表を順に示す。 

表 2  コンサルタントチーム要員派遣実績 

分野 専門家氏名 
プロジェクト

期間 
スリランカ派遣期間 現地作業 国内作業

総括／気象予報 内田 善久 

第 1期 

2014/09/29

2015/01/15

2015/06/20

～

～

～

2014/10/16  

2015/02/02 

2015/07/12 

2.00 M/M 0.30 M/M

第 2 期 

2015/12/01

2016/04/21

2016/06/05

2016/10/31

2017/03/24

2017/04/26

2017/07/19

～

～

～

～

～

～

～

2015/12/21 

2016/05/11 

2016/07/04 

2016/11/21 

2017/04/09 

2017/05/03 

2017/07/25 

4.20 M/M 0.35 M/M

気象ガイダンス 野口 晉孝 

第 1期 

2014/09/29

2015/01/15

2015/06/20

～

～

～

2014/10/16  

2015/02/02 

2015/07/12 

2.00 M/M 0.45 M/M

第 2 期 

2015/12/01

2016/04/21

2016/06/14

2016/11/01

2017/03/10

2017/04/26

2017/07/18

～

～

～

～

～

～

～

2015/12/21 

2016/05/11 

2016/07/04 

2016/11/21 

2017/04/09 

2017/05/03 

2017/07/27 

4.43 M/M 0.60 M/M

気象観測技術 遠藤 肇秀 

第 1期 

2014/09/29

2015/01/12

2015/06/23

～

～

～

2014/10/16  

2015/02/02 

2015/07/12 

2.00 M/M 0.25 M/M

第 2 期 

2015/12/01

2016/04/21

2016/06/30

2016/10/29

2017/03/10

2017/04/26

2017/07/18

～

～

～

～

～

～

～

2015/12/21 

2016/05/11 

2016/07/17 

2016/11/21 

2017/04/09 

2017/05/03 

2017/07/28 

4.47 M/M 0.20 M/M

データ管理・情

報技術 
藤井 孝成 第 1期 

2014/10/01

2015/01/21

～

～

2014/10/18  

2015/02/10 
2.00 M/M 0.10 M/M
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2015/06/21 ～ 2015/07/11 

第 2 期 

2016/06/22

2016/10/31

2017/02/19

2017/03/24

2017/05/14

～

～

～

～

～

2016/07/12 

2016/11/19 

2017/03/03 

2017/04/05 

2017/05/27 

2.70 M/M 0.15 M/M

気象情報伝達 岩田 総司 

第 1期 

2014/09/29

2014/04/05

2015/06/21

～

～

～

2014/10/16  

2014/04/25 

2015/07/11 

2.00 M/M 0.25 M/M

第 2 期 

2015/12/01

2016/06/09

2016/10/25

2017/03/01

2017/05/16

2017/07/23

～

～

～

～

～

～

2015/12/18 

2016/07/02 

2016/11/19 

2017/03/15 

2017/06/02 

2017/07/29 

3.60 M/M 0.85 M/M

ウェブサイト制

作 

根來 都子 第 1期 
2014/04/05

2015/06/21

～

～

2014/04/25 

2015/07/11 
1.40 M/M 0.10 M/M

山内 元宏 第 2期 

2015/12/01

2016/04/21

2016/06/05

2016/10/29

～

～

～

～

2015/12/21 

2016/05/11 

2016/07/04 

2016/11/21 

3.20 M/M 0.15 M/M

業務調整／気象

予報補助 

現地 

Rashid Uz 

Zaman 

第 1 期 2015/04/05 ～ 2015/04/19 0.50 M/M - 

第 2 期 
2016/06/07

2016/10/25

～

～

2016/06/25 

2016/11/12 

1.00 M/M 

※0.27M/M 
- 

国内 

村上 久美子 
第 2期 - - - 2.60 M/M

※自社負担分 
 

(2) 長期専門家の派遣実績を下表に示す。 

表 3  長期専門家派遣実績 

分野 専門家氏名 プロジェクト期間 スリランカ派遣期間 

チーフ 

アドバイザー 
石原 正仁 

第 1期 2014/9/22～2016/09/19 

第 2 期 2016/9/20～2017/09/17 
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(3) 短期専門家の派遣実績と研修目標を下表に示す。 

表 4  短期専門家派遣実績 

研修名 専門家氏名 所属 
期間 

(研修員)
研修目標 

理論熱帯気象学 山中大学 

国立研究開発法人 

海洋研究開発機構 

大気海洋相互作用研

究分野 

2016/11/21

～12/2  

(14 名) 

熱帯地方における理論的気象学を

習得する。 

気象測器校正 1 
新垣貞則 

萩谷 聡 

気象庁観測部 

気象測器検定試験セ

ンター 

2017/1/13

～1/20 

(24 名) 

測器のトレーサビリティを確立

するため知識・技術を獲得する。

実務熱帯気象学 後藤敦史 

気象庁気候環境・海

洋部気候情報課 

異常気象情報センタ

ー 

2017/1/23

～1/27 

(33 名) 

気象庁の再解析データJRA55と解

析プログラム iTacs を使用し、熱

帯気象を実務的に解析する技術

を習得する。 

高層気象観測 阿保敏広 気象庁高層気象台 

2017/6/2 

～6/7 

(22 名) 

最新の高層気象観測技術の知識

を得るとともに、DOM における高

層気象観測の実情と改善策を検

討する。 

気象測器校正２ 
新垣貞則 

萩谷 聡 

気象庁観測部 

気象測器検定試験セ

ンター 

2017/6/12

～6/16 

(21 名) 

気象測器校正１でDOM職員が習得

した技術を評価・改善し、測器の

トレーサビリティを確立する。 

定量的降水算出 足立アホロ 

気象庁 気象研究所 

気象衛星・観測シス

テム研究部 

2017/7/24

～7/26 

(18 名) 

次期 JICA 無償資金協力で供与さ

れる固体化二重偏波レーダーの

原理と応用、そのデータを使った

定量的降水算出技術を理解する。

定量的降水予測 永田和彦 
気象庁予報部 

予報課 

2017/7/24

～7/26 

(18 名) 

大雨による洪水や土砂災害の対

策として重要な、降水量の定量的

予測手法を理解する。 

SATAID（衛星画

像解析ツール） 

福田純也 

丸山拓海 

気象庁予報部予報課

気象庁気象衛星セン

ター 

2017/8/21

～8/25 

(15 名) 

本 プ ロ ジ ェ ク ト で 供 与 す る

Himawari-cast 受信システムから

得られる衛星と数値予報データ

をもとに、気象庁が開発した

SATAID 解析プログラムを使って、

気象解析を行う技術を習得する。

 

(4) DOM 側要員 

プロジェクト開始当初(2014 年 9 月)に DOM 内においてキックオフミーティングを行い、本プロ

ジェクトの C/P を選定し、第 1 回 JCC においてプロジェクトメンバーが決まった。C/P はプロ

ジェクトディレクター（長官：Mr. Chandrapala）、プロジェクトマネージャー（部長：Mr. Premalal）、

アシスタントマネージャー（部長：Mr. Jayasinghearachchi）、各メンバーの計 27 名で構成された。 
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2-1-1 コンサルタント要員の派遣実績 

 

 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 人月

番号 担当業務 氏名 所属 格付 現地 国内 現地 国内 現地 国内

計画案 2.00 - 4.30 - 6.30 -

実績 2.00 - 4.20 - 6.20 -

計画案 2.00 - 4.50 - 6.50 -

実績 2.00 - 4.43 - 6.43 -

計画案 2.00 - 4.00 - 6.00 -

実績 2.00 - 4.07 - 6.07 -

計画案 0.00 - 0.00 - 0.00 -

実績 0.00 - 0.40 - 0.40 -

計画案 2.00 - 2.70 - 4.70 -

実績 2.00 - 2.70 - 4.70 -

計画案 2.00 - 3.60 - 5.60 -

実績 2.00 - 3.60 - 5.60 -

計画案 1.40 - 3.80 - 5.20 -

実績 1.40 - 3.20 - 4.60 -

計画案 0.50 - 1.00 - 1.50 -

実績 0.50 - 1.00 - 1.50 -

11 .90 - 23 .90 - 35 .80 -

11 .90 - 23 .60 - 35 .50 -

計画案 - 0.30 - 0.35 - 0.65

実績 - 0.30 - 0.45 - 0.75

計画案 - 0.45 - 0.60 - 1.05

実績 - 0.45 - 0.60 - 1.05

計画案 - 0.25 - 0.20 - 0.45

実績 - 0.25 - 0.20 - 0.45

計画案 - 0.10 - 0.15 - 0.25

実績 - 0.10 - 0.15 - 0.25

計画案 - 0.25 - 0.85 - 1.10

実績 - 0.25 - 0.85 - 1.10

計画案 - 0.10 - 0.15 - 0.25

実績 - 0.10 - 0.35 - 0.45

計画案 - 0.00 - 2.60 - 2.60

実績 - 0.00 - 2.60 - 2.60

- 1 .45 - 4 .90 - 6 .35

- 1 .45 - 5 .20 - 6 .65

報告書

凡例 IMC：国際気象コンサルタント ※報告書の記号 G/R1

JWA：日本気象協会　　 W/P

B/R

M/S2

F/R1

G/R2

M/S3

M/S4

M/S5

F/R2

：業務完了報告書（第1期）

：業務計画書（第2期）

：Monitoring Sheet Ver. 3

：Monitoring Sheet Ver. 4

：Monitoring Sheet Ver. 5

：プロジェクト完了報告書

：ワークプラン(W/P)／Monitoring Sheet Ver.1

：ベースライン調査報告書

：Monitoring Sheet Ver. 2

業務調整／気象予報補助

計画案　小計

JWA

：業務計画書（第1期）

月

JWA

3

第1期
第1期

3

2

3

5

第2期

気象ガイダンス

気象観測技術

総括／気象予報

藤井 孝成

内田 善久

岩田　総司

業務実施人月表

合計

人月 人月

現

地
業

務

1

4

2

IMC野口 晉孝

データ管理／情報技術 JWA

IMC

4

7

IMC

業務調整／気象予報補助

気象情報伝達

Rashid ZAMAN

6

ウェブサイト制作

JWA***

***

IMC

総括／気象予報 ***

ウェブサイト制作

国

内

作

業

4

5

6

7

1

3

2

実績　小計

IMC

JWA

計画案　小計

5

4

提出時期

2

***気象ガイダンス

***

IMC

IMC

3

気象観測技術

実績　小計

3

JWA

データ管理／情報技術

気象情報伝達

***

根來　都子

山内　元宏

3

2014年（平成26年） 2015年（平成27年） 2016年（平成28年）

3

3

5

***

2017年（平成29年）

第2期

気象観測技術 4

3 遠藤　肇秀 IMC

年次

年

G/R1
W/P

F/R2

：国内作業

：現地業務

18

21

18

21

21

15

18

18

18

21

18

18

18

18

15

18

21

21

18

21

18

18

18

21

1515 15

21

18

18

21

18

21

21

21

21

21

21

21

21

18

18

18

18

18

21

21

21

21

21

21

21

21

21

18

18

2

3

3

1

3

3

2

3

3

2

2

3

2

2

3

2

26 26 

2

3

3

3 1

2

2 2

2

2

1

1

2

2

2 1

18

18

18

18

18

19

19

22

21 

2 1 1

3 2

3 2

2

2

2

B/R M/S2 F/R1 G/R2 M/S3 M/S4 M/S5

23

23

20

21

21

21

21

21

15

2

3

3

1

5

21 21 30 22 17 8

21 21 21 21 31 8

21 21 18 24 31 7

21 20 13 13

18 24 26 15

21 21 30 24

19 11

1 2 2 2

3 3 3 1 2

2 2

2

3 3 2 2 5 2

2 5

26 5 9 12

7

10

11

14

18 7

1

1

2
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2-1-2 業務フローチャート 
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2-1-3 詳細活動計画 

 

 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ベースライン調査：キャパシティーアセスメント

気象観測機器の維持管理状況及び職員の維持管理能力の把握

AWSサイトとスリランカ気象局本局間の観測データ送受信の現状

GTSメッセージスイッチングシステムの現状の把握

気象予報に関する能力の特定

気象情報普及（啓発活動を含む）及び伝達技術に関す能力の特定

気象観測機器の維持管理及び校正能力が向上する

気象測器の保守点検・校正に関する課題を分析し、特定する

気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点検・校正チームを組織する

気象測器のトレーサビリティを確立する

気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研修を実施する

気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書（SOP）をレビューし、改定する

自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマニュアルをレビューし、改定する

自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を実施する

高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改善する

各種気象データの送受信能力が強化される

自動気象観測所と気象局本局間の観測データの送受信状況をレビューし、課題を特定する

自動気象観測所と気象局本局間の観測データ送受信方法のバックアップ手段を検討する

GTSメッセージスイッチングシステムの現状を分析し、改善すべき課題を特定する

GTSメッセージスイッチングシステムが更新される

収集した気象データを用いた気象予報能力が向上する

天気予報の現状をレビューし、課題を特定する

予報精度の検証技術を含め、短期予報(36時間先)及び週間予報のための予報ガイダンスの開発に関する研修を実施する

選定した地点における降水量の短期予報及び週間予報のための予報ガイダンスを作成する

選ばれた地点の海上風の気象予報ガイダンスの作成

SATAID操作に関する研修が実施される

季節予報手法の見直しと改善が実施される

各種気象データを利用した気象予報の向上に関する研修が実施される

精緻な警報基準に改善する

現状が把握され改善すべき課題が特定される

防災関連機関（DOM、DMC、水産省等）との協議を通して大雨・強風・雷に関する新たな基準が作成される

DOMの気象情報伝達方法・内容が改善される

スリランカ気象局本局の気象情報内容を精査し、改善すべき課題を特定する

気象情報の内容が改善される

船舶に対する気象情報発信のタイミングが見直される

現状のWebページの内容における問題点を特定する

スマートフォン向けウェブサイトの作成

マスメディアへの対応に関する研修の実施

DOMによりウェブサイトへのプロダクトのアップデート及び維持管理が実施される

プロダクトアップデートの研修

Webページ内のプロダクトのアップデート作業マニュアルの作成

気象、気候及び災害に関する広報資料（災害啓発のための教材）を作成する

ステークホルダーに対するオープンクラスが開催される

年1回のセミナーの開催

研修員受入れ

本邦研修

2015年度 2017年度2016年度

第1期 第2期

＜長期専門家の担当業務

＜長期専門家の担当業務＞

＜短期専門家の担当業務＞

＜短期専門家の担当業務＞
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2-2 プロジェクトにおいて購入した機材 

 

本プロジェクトの実施のために調達された機材は下表の通りである。 

(1) コンサルタント調達機材 

表 5  プロジェクトにおいて購入した機材（コンサルタント調達機材） 

No. 機材 メーカー名 モデル名 目的 数量 導入場所 購入日 

1 ワイヤレスルーター D-Link DWR-113 
インターネットアクセス用

（予報室） 
1 DOM 本局 2014年10月4日 

2 
ラミネート加工用機材（A3

サイズ） 
BIOSYSTEM SOUL 330C 

気象情報プロダクトの配

布用 
1 DOM 本局 2015年1月15日 

3 
プリンター（A3インクジェ

ットタイプ） 
HP Officejet 7110 

研修資料及び各種プロダ

クト等の印刷用 
2 DOM 本局 2015年1月16日 

4 
ウェブサイト制作用ノート

PC 
DELL 

Inspiron 5000 

(17inch) 

ウェブサイト制作の研修

用 
1 DOM 本局 2015年1月16日 

5 
気象予報ガイダンス研修用

ノートPC 
DELL 

Inspiron 5000 

(15inch) 

気象予報ガイダンス研修

用 
7 DOM 本局 2015年1月17日 

6 
観測データ・ダウンロード

用ノートPC 
DELL 

Inspiron 5000 

(15inch) 

気象予報ガイダンス研修

用 
1 DOM 本局 2015年1月17日 

7 予報会報用モニター SHARP 他 SHPLC60LE650 他 予報会報用 1 DOM 本局 2015年1月19日 

8 追加避雷設備 - - AWSの避雷設備強化 3 

Polonnarumwa 観測所、

Aralaganwill 観測所、

Ratnapura 観測所 

2015年1月30日 

9 プリンター／コピー複合機 CANON IR2545 
研修資料及び各種プロダ

クト等のコピー及び印刷
1 DOM 本局 2015年3月13日 
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用 

10 
ウェブサイトテンプレート

プログラム 

JB TECH 

ENGINEERING 

（Joomla 3.4 対応

版） 
ウェブサイト制作 1 DOM 本局 2015年6月21日 

 AWSスペアパーツ       

 - データロガー 明星電気 113115-001  2   

 - 風向風速計 ヴァイサラ WMT-700  4   

 - 気温計 明星電気 MES-39457  1   

11 - 雨量計 明星電気 MES-39459 既存AWSの維持管理用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

 - 気圧計 ヴァイサラ PTB-330A  1   

 - 湿度計 ヴァイサラ HMT-333  1   

 - 湿度計感部用キャップ ヴァイサラ DRW010281SP  10   

 - 日射計 英弘精機 MS402  1   

12 基準器（電気式温度計） チノー 
CAB-F201-2、

R900-F25AD 
既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

13 基準器（電気式気圧計） ヴァイサラ PTB330TS、M170 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

14 
可搬型点検機器（可搬型

AWS） 

ヴァイサラ、デレー

コ他 
PTB330A、DLM 他 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

15 レーザーポインター コクヨ ELP-G10 研修及びオープンクラス用 1 DOM 本局 2015年12月1日 

16 オープンクラス用音響装置 
ヤマハ、エレクトロ

ボイス他 
Stagepass 400i 他 オープンクラス用 1 DOM 本局 2015年12月14日 

17 
オープンクラス用プロジェ

クター（スクリーン付） 
エプソン他 EB-W04 他 オープンクラス用 1 DOM 本局 2016年5月7日 

18 クーラーボックス ライオンスター 22L 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月2日 

19 電源延長ケーブル ケーブルリール 30m オープンクラス用 1 DOM 本局 2016年7月4日 

20 氷削器 
中部コーポレーシ

ョン 

Hatsuyuki 

HA-110S 
既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月22日 
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21 温度計検査槽 トーマス科学 Celsius100L 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月22日 

22 気圧計校正治具 第一科学 V1 型 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月22日 

 AWSスペアパーツ       

 - データロガー 明星電気 113115-001  2   

 - 気温計 明星電気 MES-39457  3   

 - 雨量計 小笠原計器 RS-102N1  3   

 - 気圧計 ヴァイサラ PTB-330A  3   

23 - 湿度計 明星電気 MES-39458 既存AWSの維持管理用 3 DOM 本局 2016年7月22日 

 - 湿度計感部用キャップ ヴァイサラ DRW010281SP  10   

 - 日射計 英弘精機 MS402  3   

 - 避雷器（電源用） 森長電子 ALPK-VNJ2P  2   

 - 避雷器（LAN 用） サンコーシャ LAN-100IS  2   

 - GPS アンテナ ポジション GA-08R (3M) BNC  2   

24 
プリンター（A3インクジェ

ットタイプ） 
HP Officejet 7110 

研修資料及び各種プロダ

クト等の印刷用 
1 DOM 本局 2016年11月5日 

25 
プリンター（A3インクジェ

ットタイプ） 
HP Officejet 7110 

研修資料及び各種プロダ

クト等の印刷用 
1 DOM 本局 2016年11月11日 

26 ハードディスク（4T） 
Western Digital 

Corporation (WD)
MY PASSPORT WRFデータ保管用 1 DOM 本局 2017年4月6日 

27 プロジェクター台 
Shonzon Screen 

Works 

Portable Tripod 

Projector 

プロジェクターを適切な

置き場所に素早く設置す

るため 

1 DOM 本局 2017年5月29日 
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(2) 長期専門家調達機材 

表 6  プロジェクトにおいて購入した機材（長期専門家調達機材） 

No. 機材 メーカー名 モデル名 目的 数量 導入場所 購入日 

1 カメラ Nikon 
D3300 Camera with 

18-55mm VR II Lens
プロジェクト活動の記録 1 DOM 本局 2015年1月7日 

2 ノートパソコン HP 

Pavilion 15-P022tu 

Core i3-4030U 

Notebook 

研修資料作成 １ DOM 本局 2015年1月16日 

3 マルチ機能プリンター Canon 

iC MF 8580 CDW 

Multi Functional 

Machine 

プロジェクト活動用資料

印刷 
１ DOM 本局 2015年2月5日 

4 プロジェクター Epson 
Epson Multi- Media 

Projector 
研修資料投影 １ DOM 本局 2015年3月12日 

5 自動車 Toyota 

Hilux 4WD Double 

Cab including 

canopey 

気象観測所調査等 １ DOM 本局 2015年3月31日 

6 GPS受信器 Garmin GPS eTrex 30 気象測器緯度経度測定 １ DOM 本局 2015年10月15日 

7 冷凍庫 Candy Chest Freezer 温度計氷点検査用氷製造 1 DOM 本局 2015年6月21日 

8 エアコン Panasonic S24RKH%6938905133 DOM 研修室冷房 2 DOM 本局 
2016年8月 

3､11日 

9 エアコン Panasonic S24RKH%6938905133
DOM 気象測器検定室 

冷房用 
2 DOM 本局 2016年12月12日 
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10 デジタル気圧計 Vaisala 
PTB330TS & 

Indicator M170 
気圧計副準器 1 DOM 本局 2017年3月17日 

11 プリンター Canon 
ImageCLASS 

LBP-8100n 

GTS/MSSターミナル 

天気図印刷用 
1 DOM 本局 2017年 8月 18日 

 

 

(3) JICA 調達機材 

表７  プロジェクトにおいて購入した機材（JICA 調達機材） 

No. 機材 メーカー名 モデル名 目的 数量 導入場所 購入日 

1 
GTSメッセージスイッチシ

ステム 

ESS Weathertech 

Pty Ltd. 

GTS Message Switch 

System 
気象情報の送受信用 1 

DOM 本局、コロンボ国際空

港及びマッタララジャパ

クサ国際空港 

2015年12月18日 

2 
ヒマワリキャスト受信局シ

ステム 
Delairco Japan KK

HimawariCast 

Reception System

静止衛星ひまわり8号デ

ータの受信 
１ 

DOM 本局、コロンボ国際空

港 
2017年8月16日 
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2-3 契約書記載の成果品 

 
契約書記載の成果品の提出は、下表の通りである。 

 

表 8  契約書記載の成果品 

年次 提出書類 提出時期 

第 1期 

業務計画書（第 1期） 2014 年 9 月 

ワークプラン／Monitoring Sheet Ver.1 2014 年 10 月 

ブリーフノート 2014 年 12 月 

ベースライン調査報告書 2014 年 12 月 

Monitoring Sheet Ver.2 2015 年 4 月 

業務完了報告書（第 1期） 2015 年 8 月 

第 2 期 

業務計画書（第 2期） 2015 年 10 月 

Monitoring Sheet Ver.3 2016 年 4 月 

Monitoring Sheet Ver.4 2016 年 9 月 

Monitoring Sheet Ver.5 2017 年 3 月 

ブリーフノート（最終版） 2017 年 8 月 

プロジェクト完了報告書 2017 年 8 月 

 

2-4 プロジェクトにおいて作成した成果品 

 
(1) コンサルタントチームがプロジェクトにおいて作成した成果品は下表の通りである。 

表 9  コンサルタントチームによるプロジェクト成果品 

PDM 成果 コンサルタントチームが作成した成果品 

1. 気象観測機器の保

守点検・校正の能力

が向上する。 

 気象観測機器の校正に必要な新たな気象機器を調達するための技術

仕様書を含む必要書類 

 落雷に対する脆弱性が特に高い Ratnapura ､ Polonnaruwa 及び

Aralagatonwila の 3 ヶ所における避雷針の増設作業 

 自動気象観測装置の清掃点検報告書を含む清掃及び点検手順書 

 自動気象観測装置の定期保守管理記録簿 

 自動気象観測装置の装置故障時の基本点検手順書 

 自動気象観測装置の装置復旧のためのセンサー部品交換手順書 

 観測測器によるマニュアル観測に関する観測マニュアル 

 可搬式観測データ比較点検装置操作マニュアル 

2. 様々な種類の気象

データの送受信能

力が強化する。 

 新たな全球通信システム／メッセージスイッチングシステム

（GTS/MSS）を調達するための技術仕様書を含む必要書類 

 IP-VPN を利用したシステムネットワークへの変更前後の図表 
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 VSAT から IP-VPN への移行手順フローチャート 

3. 収集した気象デー

タを用いた気象予

報能力が向上する。

 気象予報ガイダンス研修のためのエクセルファイル 

 気象予報ガイダンスの予報士グループ名簿 

 エクセルにおける公式 

 観測データの流れ 

 スリランカの領域数値予報モデル（WRF）のエクセルデータベース 

 DOM の WRF の格子点値を用いた降水量の短期気象予報ガイダンス

（Colombo と Ratnapura の降水量：36時間先まで 12時間毎の降水量）

（年間用） 

 DOMの WRFの格子点値を用いた第1インターモンスーン期用の降水量

の短期気象予報ガイダンス（Colombo と Ratnapura の降水量：36 時

間先まで 12 時間毎の降水量） 

 DOMのWRFの格子点値を用いた南西インターモンスーン期用の降水量

の短期気象予報ガイダンス（Colombo と Ratnapura の降水量：36 時

間先まで 12 時間毎の降水量） 

 DOMのWRFの格子点値を用いた北東モンスーン期の降水量の短期気象

予報ガイダンス（Colombo と Ratnapura の降水量：36 時間先まで 12

時間毎の降水量） 

 DOMの WRFの格子点値を用いた第2インターモンスーン期用の降水量

の短期気象予報ガイダンス（Colombo と Ratnapura の降水量：36 時

間先まで 12 時間毎の降水量） 

 GFS（NOAA 全球予測システム）の格子点値（0.25 度メッシュ）を用

いた降水量の週間気象予報ガイダンス（Colombo と Ratnapura の降水

量：144-168 時間の降水量 

 GFS（NOAA 全球予測システム）の格子点値（0.5 度メッシュ）を用い

た降水量の週間気象予報ガイダンス（Colombo と Ratnapura の降水

量：144-168 時間の降水量 

 DOM の WRF の格子点値を用いた降水量の短期気象予報ガイダンス（12

時間及び 24 時間毎の Colombo の降水量）の準自動化リナックスプロ

グラム 

 DOM の WRF の格子点値を用いた海上風の短期気象予報ガイダンス

（Pothuvil と Puttalam：24 時間と 48 時間先までの海上風） 

 CFS（NOAA 全球予測システム）の格子点値を用いた 36 年間の Colombo

の降水量データ及び 5地点の海水面温度データ（太平洋、インド洋、

大西洋）による季節予報ガイダンス 

4. 警報基準が精緻化

する。 

 大雨警報／注意報基準の解析手順説明資料 

 強風警報／注意報基準の解析手順説明資料 

 雷注意報基準の解析手順説明資料 

 DOM 新警報雛形シート（カラー） 
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 DOM 新警報雛形シート（白黒） 

 大雨警報／注意報基準の解析結果 

 強風警報／注意報基準の解析結果 

 雷注意報基準の解析結果 

 大雨警報／注意報基準の解析データ 

 強風警報／注意報基準の解析データ 

 雷注意報基準の解析データ 

5. 気象情報の伝達方

法や内容が改善さ

れる。 

 現在のウェブサイトのフローチャート図 

 将来のウェブサイトのフローチャート図 

 防災教育用アニメーション”Save Yourself”（スリランカの気候編・

サンダーストームと雷編・大雨と災害編、英語・シンハラ語・タミ

ル語版、MP4(HD)フォーマット） 

 ビューフォート風力階級図（陸上版：英語・シンハラ語・タミル語

版、ラミネート加工） 

 ビューフォート風力階級図（海上版：英語・シンハラ語・タミル語

版、ラミネート加工） 

 DOM ゴム製マスコット 

 パワーポイントによる CG 作成研修テキスト 

 オープンクラス理解度テスト（英語・シンハラ語・タミル語） 

 オープンクラス実績表 

 情報普及活動表 

 観測者のための雲の状態表（スリランカ版） 
 

 

(2) 長期専門家及び短期専門家がプロジェクトにおいて作成した成果品は下表の通りであ

る。 

表 10  長期専門家等によるプロジェクト成果品 

PDM 成果 成果品 

1.気象観測機器の保守

点検・校正の能力が向

上する。 

 DOM 気象測器校正改善計画案（長期専門家） 

 DOM 気象測器検査ガイドライン（長期専門家） 

 DOM 気象測器検査マニュアル一式（長期専門家） 

 「測器校正１」研修資料 

「測器校正 2」研修資料 

 高層気象観測スケジュールの見直しに関する勧告書（長期専門家）

 「高層気象観測研修」研修資料 

 「GPS ラジオゾンデ iMS-100 観測マニュアル」（短期専門家） 

 国別研修講師「気象測器校正」研修資料 

 国別研修講師「気象観測」研修資料 
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3. 収集した気象デー

タを用いた気象予報能

力が向上する。 

 「基礎気象学」講義ノート（長期専門家） 

 「理論熱帯気象学」講義ノート（短期専門家） 

 「実務熱帯気象学」講義ノート（短期専門家） 

 「定量的降水算出 QPE」研修資料（短期専門家） 

 「定量的降水予測 QPF」研修資料（短期専門家） 

 短期専門家「SATAID」研修資料（短期専門家 

その他 

（長期専門家から DOM

へのアドバイス、報告

書等） 

 気象レーダー設置場所に関する報告書 

 Gongala 気象レーダーサイト調査報告書 

 Riverston 気象レーダー設置候補地調査報告書 

 スリランカにおける気象業務の中期計画に関する検討課題 

 現行の AWS データロガーの現状と対策案 

 22 地方気象観測所の現状調査出張報告書（和文) 

 2014 年 10 月 29 日 Koslanda 土砂災害発生時の気象概要 

 2016 年 1 月 7 日 Kadowata 竜巻被害調査報告 

 2016 年 5 月の熱帯低気圧 B-01 (Cyclone Roanu）による大雨災害発

生時の気象概要 

 スリランカにおける干ばつの現況報告 

 2017 年 5 月 25 日の大雨災害時の気象概要（和文） 

 News Letter Vol. 2 (和英文) 

 2017 年 7 月 25 日防災気象セミナー資料 

 気象測器トレーサビリティの完全な確立のための勧告 
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2-5 コンサルタントチーム・長期専門家がアレンジした本邦研修 

 

(1) コンサルタントチームがアレンジした本邦研修 

＜研修名＞ 

第１回研修：気象予報・情報普及研修 

第２回研修：気象予報 

 

＜研修対象者及びその職務内容＞ 

本研修を受講する職員は、DOM 予報部門担当者を対象とした。 

 

＜研修内容及び研修日程＞ 

各研修の研修内容及び研修日程を以下に示した。 

 

 第１回研修 

 

表 11  気象予報・情報普及研修の研修内容 

気象予報・情報普及研修 

 研修期間 2016 年 2 月 29（月）から 2016 年 3 月 15 日（水）（16 日間） 

１．研修の概要 

研修実施場所 
JICA 中部国際センター、岐阜大学、東京消防庁本所都民防災教育セ

ンター及び日本テレビ、気象庁、JICA 東京国際センター 

研修対象者 

DOM の現職気象予報官 4名 

Mr. JAYASEKERA Siri Ranjith （Director of Forecasting & Decision 

support） 

Mr. KARUNANAYAKE Athula Kumara （ Deputy Director, Training 

Division） 

Ms. JAYAKODY Preethika Madhavi（Meteorologist） 

Mr. PEIRIS Thammahetti Mudalige Nandalal（Meteorologist） 

２．研修内容 

1. 局地気象予報モデルの原理の習得・波浪予報モデルの原理の習得 

2. 乱流を中心とした接地境界層の気象の理解 

3. 気象と身体の熱収支についての理解 

4. 気圧配置型と局地気象についての理解・気圧配置分類法の習得 

5. 気象情報普及 
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研修日程は下表の通りである。 

表 12  気象予報・情報普及研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

1 2月 28日（日） 【移動】コロンボ→中部国際空港  

2 2月 29日（月） JICA 規定ブリーフィング・オリエンテーション JICA 中部国際センター（名古屋）

3 3 月 1 日（火） 局地気象予報モデル１ 岐阜大学 

4 3 月 2 日（水） 局地気象予報モデル２ 岐阜大学 

5 3 月 3 日（木） 波浪予報モデル 岐阜大学 

6 3 月 4 日（金） 接地境界層の気象・乱流 岐阜大学 

7 3 月 5 日（土） 休日（豪雪地帯の見学：白川郷）  

8 3 月 6 日（日） 休日  

9 3 月 7 日（月） 
再生可能な自然エネルギーの活用（風力発電・太

陽光発電） 
岐阜大学 

10 3 月 8 日（火） 気象と身体の熱収支 岐阜大学 

11 3 月 9 日（水） 日本の局地気象１ 岐阜大学 

12 3月 10日（木） 日本の局地気象２ 岐阜大学 

13 3月 11日（金） 気圧配置型の分類と地域の気象（作業） 岐阜大学 

14 3月 12日（土） 【移動】岐阜→東京  

15 3月 13日（日） 休日  

16 3月 14日（月） 
住民に対する防災教育について 

東京消防庁本所都民防災教育セ

ンター（押上） 

民間放送局による気象情報提供サービス 日本テレビ（新橋） 

17 3月 15日（火） 
気象庁表敬訪問 気象庁（大手町） 

JICA 評価会 JICA 東京国際センター（幡ヶ谷）

18 3月 16日（水） 【移動】成田国際空港→コロンボ  

 

 

 第２回研修 

表 13  気象予報研修の研修内容 

気象予報研修 

１．研修の概要 

研修期間 2017 年 3 月 9日（木）から 2017 年 3 月 23 日（木）（15 日間） 

研修実施場所 
JICA 中部国際センター、岐阜大学、筑波大学、気象庁、JICA 東京国

際センター 

研修対象者 

DOM の現職気象予報官 4名 

Ms. WARNASOORIYA Anusha Rashanthi Patabedi (Deputy Director)

Mr. RATHUGAMAGE Malith Prasanna Fernando (Meteorologist) 
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Mr. PREMATHILAKE Jayasinghe Sepalage D. S. (Meteorologist) 

Mr. KUMARA Athdath Waduge Susantha Janaka (Meteorologist) 

２．研修内容 

1. Linux、WRF 及び WRF データ同化のインストールと動作確認 

2. WRF 及び WRF データ同化の設定とサンプルデータを用いた試験稼働 

3. SWAN による海洋波浪推算 

4. GrADS（Grid Analysis and Display System）を用いた格子点データの可視化及び

気圧配置型分類 

5. 高所気象観測とデータ収集 

 

研修日程は下表の通りである。 

表 14  気象予報研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

１ 3 月 7 日（火）【移動】コロンボ発  

2 3 月 8 日（水）【移動】中部国際空港着  

3 3 月 9 日（木）
JICA ブリーフィング 

【移動】名古屋→岐阜 
JICA 中部 

4 3月10日（金）Linux 及び WRF のインストールと動作確認 岐阜大学 

5 3月11日（土）休日  

6 3月12日（日）休日  

7 3月13日（月）WRF の設定とサンプルデータを用いた試験稼働 岐阜大学 

8 3月14日（火）WRF 出力を用いた SWAN による海洋波浪推算 岐阜大学 

9 3月15日（水）WRF 出力の可視化と解析 岐阜大学 

10 3月16日（木）
東南アジアの局地気候変化 

【移動】岐阜市内→高山市内 
岐阜大学 

11 3月17日（金）
気象観測機器設置・操作実習 

【移動】高山市内→岐阜市内 

高山試験地（岐阜大学流域圏科学

研究センター） 

12 3月18日（土）【移動】岐阜→東京→つくば  

13 3月19日（日）休日  

14 3月20日（月）データ同化の解説 筑波大学 

15 3月21日（火）
サンプルデータを用いた WRF モデル用データ同

化システムの試験稼働 
筑波大学 

16 3月22日（水）試験稼働結果の検証、モデル調整方法の講義 筑波大学 

17 3月23日（木）

【移動】つくば→東京 

気象庁表敬訪問 

評価会 

 

気象庁 

JICA 東京 

18 3月24日（金）【移動】成田→コロンボ  
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(2) 長期専門家がアレンジした国別研修 

＜研修名＞ 

第 1回研修：気象測器校正 

第 2回研修：気象観測 

 

＜研修対象者及びその職務内容＞ 

第 1回研修：DOM 気象測器、電子技術担当者を対象とした。 

第 2回研修：DOM 気象観測担当者を対象とした。 

 

＜研修内容及び研修日程＞ 

各研修の研修内容及び研修日程を以下に示した。 

  

 第１回研修 

プロジェクトの活動 1.3「気象測器のトレーサビリティを確立する」の一環として 4

名の DOM 職員（測器課、電子技術課）を 2016 年 2 月に気象庁気象測器検定試験センタ

ー（WMO の RIC-Tsukuba）に 2週間派遣し、測器検定の技術を習得させた。この国別研

修とともに、2017 年 1 月と 6 月に RIC-Tsukuba から派遣された短期専門家による「気

象測器研修 1」、「気象測器研修 2」により、DOM の測器課職員は当初の目標どおり気圧

と温度の測器については自らの力で校正を実施する能力を獲得し、習得した知識・技

術をもとに新しい測器校正業務を開始した（写真 2-1）。 

 

研修の内容は下表のとおりである。 

 

表 15  気象測器校正研修の研修内容 

気象測器校正研修 

 研修期間 2016 年 2 月 8（月）から 2016 年 2月 19 日（金）（12 日間） 

１．研修の概要 

研修実施場所 
気象庁観測部気象測器検定試験センター(WOM RIC-Tsukuba) 

気象庁観測部、東京管区気象台 

研修対象者 
DOM の気象測器・電子技術担当職員 4名 

 Ms. WEERAPPERUMAGE DONA Liliyan Malani  
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(Meteorological Officer/Officer-in charge, Instrument 

Division) 

 Mr. METTASINGHE Napagoda Achchillage 

    (Meteorological Officer Class -1/Instrument Division) 

 Mr. PRIYADHARSENA Wannakuwattawaduge Prasanna Kelum 

 (Electronic Engineering/Electronic Engineering Division)

 Mr. HATHTHOTUWA GAMAGE Prasanna Ranga Kumara 

 (Telecommunication & Radar Technical Officer/Electronic 

Engineering Division) 

２．研修内容 
1. 気象測器の検定手法を習得する。 

2. 地上気象観測の現場を見聞する。 

 

研修日程は下表のとおりである。 

表 16  気象測器校正研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

1 2 月 7 日（日） 【移動】コロンボ→成田国際空港  

2 2 月 8 日（月） 
JICA 規定ブリーフィング・オリエンテーション

研修オリエンテーション 

JICA 筑波国際センター 

気象測器検定試験センター 

3 2 月 9 日（火） 測器検定業務、湿度、雨量計、風速計検定 気象測器検定試験センター 

4 2月 10日（水） 温度計検定、ラジオゾンデ見学、気圧計検定 気象測器検定試験センター 

5 2月 11日（木） 祝日 気象測器検定試験センター 

6 2月 12日（金） 
気象庁露場見学、観測業務講義、観測予報現業室

見学 
気象庁本庁 

7 2月 13日（土） 文化視察（東京）  

8 2月 14日（日） 文化視察（鎌倉）  

9 2月 15日（月） 温度計校正（氷点）、乾湿湿度計による点検 気象測器検定試験センター 

10 2月 16日（火） 温度計校正（液槽） 気象測器検定試験センター 

11 2月 17日（水） 気圧計校正 気象測器検定試験センター 

12 2月 18日（木） 気圧計、温度計校正実習 気象測器検定試験センター 

13 2月 19日（金） 
気圧計、温度計校正マニュアル作成 

評価会、終了証授与 

気象測器検定試験センター 

JICA 筑波国際センター 

14 2月 20日（土） 【移動】成田国際空港→コロンボ  

 

 第２回研修 

DOMが今後気象観測の近代化を進める上で必要となる最新の知識をDOMの副部長から地

方気象官署長までの広い層の職員に習得させるため、研修人員を当初計画の 4名から 8
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名に増員して、気象庁観測部職員、同高層気象台職員、京都大学教授（気象観測専門）、

気象測器メーカー社員を講師として 2017 年 2 月に 2週間の研修を実施した。研修の最

後には研修生全員によって、今後の DOM における気象観測の近代化を進めていく上で

の問題点と課題を整理し、その対処案を報告書としてとりまとめ、帰国後 DOM 長官に

提出した。 

 

研修の内容は下表のとおりである。 

表 17  気象観測研修の研修内容 

気象観測研修 

 研修期間 2017 年 2 月 13（月）から 2016 年 2 月 24 日（水）（12 日間） 

１．研修の概要 

研修実施場所 

JICA 東京国際センター 

気象庁観測部、東京管区気象台 

気象庁観測部気象測器検定試験センター(WOM RIC-Tsukuba) 

気象庁高層気象台 

明星電気伊勢崎工場 

研修対象者 

DOM の気象観測・通信担当職員 8名 

 Mr. A. G. M. M. Wimalasooriya 

（Deputy Director in charge of meteorological instruments）

 Mr. P. A. A. Priyantha 

（Meteorologist, Computer Division）. 

 Ms. K. G. P. S. Wijerathne 

(Meteorological Officer, CI I, Radar Division) 

 Ms. G. R. L. Palihapitiya 

(Meteorological Officer, CI I, National Meteorological 

Centre) 

 Mr. D. M. Podibanda 

(Meteorological Officer, CI I, Kurunegala Regional Office)

 Ms. M. B. Iranganie 

(Meteorological Officer, CI I, Puttalam Regional Office) 

 Ms. T. D. Malani 

(Communication Officer, CI I, Communication Divison) 

 Mr. W. A. T. K. Palitha de Silva 

(Telecommunication & Radar Technical Officer, CI I, 

Electronic Divison) 

２．研修内容 
DOM における気象観測の近代化を計画するための気象観測に関する最新の知識を習得

する。 
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研修日程は下表のとおりである。 

表 18  気象観測研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

1 2月 12日（日） 【移動】コロンボ→成田国際空港  

2 2月 13日（月） 
JICA 規定ブリーフィング・オリエンテーション

研修オリエンテーション 
JICA 東京国際センター 

3 2月 14日（火） 
気象観測に必要な気象学 

マニュアル地上観測 
JICA 東京国際センター 

4 2月 15日（水） 自動地上気象観測 JICA 東京国際センター 

5 2月 16日（木） 自動気象観測の運用、観測データの品質管理等 気象庁観測部 

6 2月 17日（金） 
気象庁露場見学、観測現業室見学 

レーダー等リモートセンシング観測 
気象庁本庁 

7 2月 18日（土） 文化視察（鎌倉）  

8 2月 19日（日） 【移動】東京→熊谷  

9 2月 20日（月） 

地方気象台業務 

気象観測測器製作 

【移動】伊勢崎→東京 

熊谷地方気象台 

明星電気伊勢崎工場 

10 2月 21日（火） 

気象衛星観測 

空港気象ドップラーレーダー 

【移動】東京→つくば 

気象庁観測部 

羽田航空地方気象台 

11 2月 22日（水） 

高層気象観測 

気象測器検定 

【移動】つくば→東京 

高層気象台 

気象測器検定試験センター 

12 2月 23日（木） 
スリランカの気象観測の現状分析 

スリランカの気象観測の近代化計画議論 
JICA 東京国際センター 

13 2月 24日（金） 
スリランカの気象観測の近代化計画案作成 

評価会、終了証授与 
JICA 東京国際センター 

14 2月 25日（土） 【移動】成田国際空港→コロンボ  
 
研修参加者の写真を下に示す。 

写真 2-1  国別研修「測器研修」（左）と同「気象観測」（右）の研修員、研修講師、研修監理員 
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2-6 プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の変遷 

 
 

■第 1回目変更（2014 年 10 月 14 日） 

従前 PDM の記述をより、成果指標などを具体的なものにするための変更がコンサルタント

側より提案され、2014 年 10 月 14 日に開催された合同調整委員会（Joint Coordinating 

Committee：JCC）において承認された。 

 

 

次頁以降に従前 PDM、変更箇所を青文字にした PDM（1 回目変更）を添付した。 
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従前 PDM 

プロジェクトの要約 指標 測定方法 外部条件 

上位目標： 

気象災害による被害の軽減への寄与を念頭に、スリラ

ンカ気象局の提供する気象情報が、国民や防災関係機

関に適切に利用される。 

1. DOM の改善された気象情報の一部また

は全部を活用して実施された防災の

ための土木工事の実施件数 

2. DOM の改善された気象情報の一部また

は全部を活用して作成された地域社

会レベルの早期警報システム、ハザー

ドマップ又は避難計画の策定件数 

- 災害管理センター（Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関の年報

- 災害管理センター（Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関に対す

るインタビュー 

- マスメディアと通した気象予報の伝

達 

 

プロジェクト目標： 

より正確でタイムリーな気象情報が、国民や防災関連

機関に提供される。 

 

1. 観測器のトレーサビリティ（準器の有

無、点検・校正頻度） 

2. 観測の欠測値の割合 

3. 選定された地上気象観測所における

降雨予報の精度 

4. 選定された地上気象観測所における

試行ベースの週間予報の実施数 

- スリランカ気象局の年間管理報告書

- JCC の会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書

- スリランカ気象局のウェブサイト 

政府の方針における

災害軽減に対する優

先順及びスリランカ

気象局を含む関係機

関の強化が、大きな変

更なく継続される。 

 

成果： 

1. 気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。

2. 様々な種類の気象データの送受信能力が強化す

る。 

3. 収集した気象データを用いた気象予報能力が向上

する。 

4. 警報基準が精緻化する。 

5. 気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

1.1 AWS の点検・修理（部品交換）のマニ

ュアルの改訂が完了している。 

1.2 DOM の関係職員の○○%が AWS の点

検・修理の研修を受講している。 

2.1 DOM において、AWS のデータが完全に

受信できている。 

2.2 DOM において、GTS 経由のバイナリー

データが完全に受信できている。 

3.1 ○○名以上の DOM の関係職員が予報

ガイダンスを使用する能力を持って

いる。 

3.2 ○○名以上の DOM の関係職員が海上

風の短期予報を行う能力を持ってい

- スリランカ気象局の年間管理報告書

- JCC の会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書

- スリランカ気象局のウェブサイト 

- 気象機材の維持管理マニュアル（案）

- 気象機材の維持管理研修の記録 

- 自動気象観測システムのデータ送信

記録 

- 短期予報の研修の記録 

気象設備維持管理に

必要な予算が、2015

年及び 2016 年に DOM

に配分される。 
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る。 

4.1 過去の災害実績を踏まえて新たに警

報基準が作成された地域の数 

5.1 作成された気象業務の教育マテリア

ルの数 

5.2 DOMのウェブサイトの月単位のアクセ

ス数が○○%以上増える。 

- 週間予報の研修の記録 

- 警報基準（案） 

- 気象サービスに関する教育材料 

 

活動 投入 外部条件 

1.1 気象測器の保守点検・校正に関する課題を分析し、

特定する。 

1.2 気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点

検・校正チームを組織する。 

1.3 気象測器のトレーサビリティを確立する。 

1.4 気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研

修を実施する。 

1.5 気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書

（SOP）をレビューし、改定する。 

1.6 自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマ

ニュアルをレビューし、改定する。 

1.7 自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を

実施する。 

1.8 高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改

善する。 

2.1 自動気象観測所と気象局本局間の観測データの送

受信状況をレビューし、課題を特定する。 

2.2 自動気象観測所と気象局本局間の観測データ送受

信方法のバックアップ手段を検討する。 

2.3 GTS/MSS の現状を把握し、課題を特定する。 

＜日本側＞ 

 

長期専門家 

- チーフアドバイザー／気象業務 

 

短期専門家 

- 気象観測 

- 衛星データ分析 

 

コンサルタントの派遣する専門家 

- 総括／気象予報／気象ガイダンス 

- 気象観測技術 

- データ管理／情報技術 

- 気象情報伝達 

- ウェブサイト制作 

- 業務調整／気象予報補助 

 

施設及び機材 

- デスクトップ・パソコン／ノート・パ

ソコン 

- WMO 情報システム(WIS)用デスクトッ

プ・パソコン 

- 観測データダウンロード用ノート・パ

＜スリランカ側＞ 

 

プロジェクト管理者 

- プロジェクトダイレクター 

- プロジェクトマネージャー 

 

カウンターパート 

 

- DOM の関連部署からのカウンター

パート職員 

 

設備及び機材 

 

- DOM 本局内の長期専門家及びその

他専門家の為の業務スペース 

- 事務用家具、設備及び機材 

 

DOM による予算手配 

 

- 管理費及び現地業務実施費用 

 

 

 

プロジェクトの研修

に参加する適切なカ

ウンターパートが確

保されている。 
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2.4 GTS/MSS の機器を更新し、処理内容を向上する。 

3.1 天気予報の現状をレビューし、課題を特定する。 

3.2 予報精度の検証技術を含め、短期予報(36 時間先)

及び週間予報のための予報ガイダンスの開発に関

する研修を実施する。 

3.3 選定した地点における降水量の短期予報及び週間

予報のための予報ガイダンスを作成する。 

3.4 衛星データを用いた海上風の短期予報の訓練を実

施する。 

3.5 衛星画像解析（SATAID） ソフトの利用に関する訓

練を実施する。 

3.6 季節予報の手法の現状をレビューし、評価する。 

3.7 各種気象データを総合化した気象予報作成の改善

に関する OJT を実施する。 

4.1 警報の現状をレビューし、課題を特定する。 

4.2 気象局、DMC 等との協議を通じて警報基準の改善手

法を検討し、大雨･強風に関する新たな警報基準、

雷に関する新たな基準を設ける。 

5.1 気象情報の内容を把握し、課題を特定する。 

5.2 気象情報の内容を改善する。 

5.3 船舶への情報提供の発表タイミングを見直す。 

5.4 気象サービスの教材の提供を含め、本局のウェブサ

イトの内容を改善する。 

5.5 スマートフォンと互換性のあるウェブサイトを作

成する。 

5.6 気象情報普及教育のための材料（ウェブサイト、CD

や冊子など）を作成する。気象測器の保守点検・校

正の実情をレビューし、課題を特定する 

ソコン 

- 予報会報用モニター 

- プリンター複合機 

- 可搬型点検機器（気温及び気圧） 

- 基準器（電気式気温計及び気圧計） 

- AWS のスペア・パーツ（デスクトップ・

パソコン含） 

- GTS/MSS 装置（添付・調整・初期操作

指導を含む） 
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1. PDM（1 回目変更） 

プロジェクトの要約 指標 測定方法 外部条件 

上位目標： 

気象災害による被害の軽減への寄与を念頭に、DOM の提

供する気象情報が、国民や防災関係機関に適切に利用

される。 

1. DOM の改善された気象情報の一部また

は全部を活用して実施された防災のた

めの土木工事の実施件数 

2. DOM の改善された気象情報の一部また

は全部を活用して作成された地域社会

レベルの早期警報システム、ハザード

マップ又は避難計画の策定件数 

- 災 害 管 理 セ ン タ ー （ Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関の年報

- 災 害 管 理 セ ン タ ー （ Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関に対す

るインタビュー 

- マスメディアを通した気象予報の伝

達 

 

プロジェクト目標： 

より正確でタイムリーな気象情報が、国民や防災関連

機関に提供される。 

 

1. 観測器のトレーサビリティ（準器の有

無、点検・校正頻度） 

2. 観測の欠測値の割合 

3. 選定された地上気象観測所における

降雨予報の精度 

4. 選定された地上気象観測所における

試行ベースの週間予報の実施数 

- DOM の年間管理報告書 

- JCC の会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書

- DOM のウェブサイト 

政府の方針における

災害軽減に対する優

先順及び DOM を含む

関係機関の強化が、大

きな変更なく継続さ

れる 

 

成果： 

1. 気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。

2. 様々な種類の気象データの送受信能力が強化す

る。 

3. 収集した気象データを用いた気象予報能力が向上

する。 

4. 警報基準が精緻化する。 

5. 気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

1.1 AWS の点検・修理（部品交換）のマ

ニュアルの改訂が完了している。 

1.2 DOM の関係職員の 70%が AWS の点検・

修理の研修を受講している。 

2.1 DOM において、AWS のデータが完全に

受信できている。 

2.2 DOM において、GTS 経由のバイナリー

データが完全に受信できている。 

3.1 4 名以上の DOM の関係職員が予報ガイ

ダンスを使用する能力を持っている。 

3.2 4 名以上の DOM の関係職員が海上風の

短期予報を行う能力を持っている。 

- DOM の年間管理報告書 

- JCC の会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書

- DOM のウェブサイト 

- 気象機材の維持管理マニュアル（案）

- 気象機材の維持管理研修の記録 

- 自動気象観測システムのデータ送信

記録 

 

気象設備の維持管理

に必要な予算が、2015

年及び 2016 年に DOM

に配分される。 
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4.1 過去の災害実績を踏まえて新たに警

報基準が作成された地域の数 

5.1 作成された気象業務の教育マテリア

ルの数 

5.2 DOM のウェブサイトの月単位のアク

セス数が 30%以上増える。 

- 気象予報ガイダンス（36 時間まで及

び 168 時間先）の研修記録 

 

- 警報基準（案） 

- 気象サービスに関する教育材料 

活動 投入 外部条件 

1.1 気象測器の保守点検・校正に関する課題と分析し、

特定する。 

1.2 気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点

検・校正チームを組織する。 

1.3 気象測器のトレーサビリティを確立する。 

1.4 気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研

修を実施する。 

1.5 気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書

（SOP）をレビューし、改定する。 

1.6 自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマ

ニュアルをレビューし、改定する。 

1.7 自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を

実施する。 

1.8 高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改

善する。 

2.1 自動気象観測所とDOM本局間の観測データの送受信

状況をレビューし、課題を特定する。 

2.2 自動気象観測所とDOM本局間の観測データ送受信方

法のバックアップ手段を検討する。 

2.3 GTS/MSS の現状を把握し、課題を特定する。 

2.4 GTS/MSS の機器を更新し、処理内容を向上する。 

＜日本側＞ 

 

長期専門家 

- チーフアドバイザー／気象業務 

 

短期専門家 

- 気象観測 

- 衛星データ分析 

 

コンサルタントの派遣する専門家 

- 総括／気象予報 

- 気象ガイダンス 

- 気象観測技術 

- データ管理／情報技術 

- 気象情報伝達 

- ウェブサイト制作 

- 業務調整／気象予報補助 

 

施設及び機材 

- ノート・パソコン 

- 観測データダウンロード用ノート・パ

ソコン 

- 予報会報用モニター 

- プリンター複合機（モノクロレーザ

＜スリランカ側＞ 

 

プロジェクト管理者 

- プロジェクトダイレクター 

- プロジェクトマネージャー 

 

カウンターパート 

 

- DOM の関連部署からのカウンター

パート職員 

 

設備及び機材 

 

- DOM 本局内の長期専門家及びその

他専門家の為の業務スペース 

- 事務用家具、設備及び機材 

 

DOM による予算手配 

 

- 管理費及び現地業務実施費用 

 

 

 

 

プロジェクトの研修

に参加する適切なカ

ウンターパートが確

保されている。 
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3.1 天気予報の現状をレビューし、課題を特定する。 

3.2 予報精度の検証技術を含め、短期予報(36 時間先ま

で 12 時間毎の降水量)及び週間予報(7 日目)のため

の気象予報ガイダンスの開発に関する研修を実施

する。 

3.3 選定した地点における短期予報(36 時間先まで 12

時間毎の降水量)及び週間予報(7 日先)のための気

象予報ガイダンスを作成する。 

3.4 選定した地点における海上風の気象予報ガイダン

スを作成する。 

3.5 衛星画像解析（SATAID）ソフトの利用に関する訓練

を実施する。 

3.6 季節予報の手法の現状を検証し、改善する。 

3.7 各種気象データを総合化した気象予報作成の改善

に関する OJT を実施する。 

4.1 警報の現状をレビューし、課題を特定する。 

4.2 DOM、DMC 等との協議を通じて警報基準の改善手法を

検討し、大雨、強風、落雷に関する新たな警報基準

を設ける。 

5.1 気象情報の内容を把握し、課題を特定する。 

5.2 気象情報の内容を改善する。 

5.3 船舶への情報提供の発表タイミングを見直す。 

5.4 ウェブサイトの内容を改善する。 

5.5 スマートフォンと互換性のあるウェブサイトを作

成する。 

5.6 気象サービスに関する教育材料（防災啓発資料）を

作成する。 

ー） 

- カラー・インクジェット・プリンター

- 可搬型点検機器（気温、気圧、湿度及

び風向風速） 

- 基準器（電気式気温計及び気圧計） 

- AWS のスペア・パーツ 

- ラミネート加工用機材 

- ウェブサイト制作用ノート・パソコン

- ウェブサイト制作用ソフトウェア 

- 追加避雷設備 

- オープンクラス用音響装置 

- オープンクラス用プロジェクター 

- プロジェクター用交換ランプ 

- オープンクラス用電源延長ケーブル 

- GTS/MSS 装置（据付・調整・初期操作

指導を含む） 
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3. 活動内容・活動実績 

 

活動の基本方針 

 

効果的にプロジェクトを実施するた

めに、以下に記した方針に従い、各活

動を実施した。 

 

 

[方針１ DOM の組織・人材能力への配慮] 

 

 DOM の組織規模に対する考慮 

DOM の各部は、限られた人数の中で多くの業務をこなさねばならない状況である。従って、

本プロジェクトの活動スケジュールは、各部の業務内容・勤務時間（シフト制）、気象業務

の繁忙期である各モンスーンシーズン等を考慮して作成し、各担当職員が必要な技術移転

を受けられ、日常業務に支障が出ないよう、また効率の良い技術移転が実施できるように

最大限考慮した。DOM の限られた人数の中で継続的に業務を行う体制を構築するためには、

核となる人材の育成が大きな鍵となると考え、加えて、他の職員・技術者に対しても基礎

的な技術移転及びその定着を図ることとした。 

 

 実用的な技術の移転 

本プロジェクトにおける技術移転は、「ス」国の気象現象・災害の特徴、DOM の能力、技

術レベル、現状の観測・予報体制、防災体制、外部利用者の現状等に即したものとし、プ

ロジェクト実施中または終了後に DOM 自身で行えるよう、実用的かつ基礎的な技術を中心

に移転した。これはプロジェクト終了後も効果が持続的に発現できることに配慮したもの

である。具体的には、現状の気象観測指針や観測手法に基づいた無理のない観測体制・品

質管理体制の整備、既存データを最大限活用し且つ DOM 職員の現有の能力でも比較的容易

に導入できる予報技術を用いた気象予警報の作成等を想定した。 

 

方針４  無償資金協力により整備された機材の有効活用 

方針１  スリランカ気象局の組織・人材能力への配慮 

方針３  気象サービスの利用促進 

方針２  関係機関との連携促進 

方針５  プロジェクトの円滑な実施のための調整 

図 6  基本方針フロー図 
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[方針２ 関連機関との連携促進] 

 

「ス」国において、自然災害の被害を軽減するには、DOM が観測による的確な気象状況を

把握することが重要であり、加えて各防災関連機関が相互に連携し、各自の役務を果たす

ことが不可欠である。以下に添付した組織図のように、DOM は、災害管理省の傘下にあり、

「ス」国の防災関連組織が一同に集約されていることから、横の連絡が取りやすい環境が

整っている。その中でも DOM は、精度の高い予警報を作成して各組織へ迅速に伝達する役

割を有しているため、DOM からの情報は、各防災関連機関の初動のトリガーとなっている。

そのため本プロジェクトにおいては、DOM と各防災関連機関との連携が深まり、DOM が気象

情報に対する国民の理解を深めることができるよう、技術移転を実施した。 

 

[方針３ 気象サービスの利用促進] 

 

情報利用者のニーズにあった気象情報を提供することが DOM の責務であり、それに焦点

を絞った技術移転を行うことを、本プロジェクトの方針とした。また利用者の気象に対す

る十分な理解が、気象情報の真に効果的な活用につながるということを念頭に置いた。 

「ス」国では、教育分野において気象に関する知識が生徒・学生に対して十分に教えら

れていない。このため、気象情報の重要性は深く認識されているものの、気象情報を適時

に有効に活用することが難しいのが実状である。本プロジェクトでは、具体的に、生徒・

学生・教育関係者が容易に気象情報を理解できるような冊子（イラスト入りのビューフォ

ートスケール等）及びアニメーションを作成した。それらの教材を利用して、主に大雨に

よる被災地域とコロンボの小・中学校で気象情報の普及に係る活動（オープンクラス）を

実施した。 

 

図 7  災害管理省の組織図 

 

  
災害管理省

 
国家災害 
管理局 

 
国家防災委員会 

 
気象局 

 
国家建築 
研究所 

 国家災害救援 
サービスセンター

参考：Ministry of Disaster Management, Sri Lanka 
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[方針４ 無償資金協力により整備された機材の有効活用] 

 

我が国の無償資金協力により整備された機材の有効活用を行うことを本プロジェクトの

活動の方針とした。全ての機器は、観測部、予報部、通信センター、電子技術課及び地方

気象観測所の職員により運営･維持管理されている。観測部や予報部の職員は従来から手作

業で業務を実施してきており、気象観測、気象予報の知識･能力は十分備わっている。DOM

は、年 2 回、38 ヶ所の気象観測所へ技術者を派遣し、我が国の無償資金協力により導入さ

れた自動気象観測システム（Automatic Weather Observation System: AWS）の清掃・点検

を行っている。点検項目は、自動気象観測システムの各センサー、データロガー、太陽光

電源装置、接地抵抗値確認である。DOM の運用維持管理体制、技術レベルを再確認し、技術

が不足している部分の強化を図った。 

 

[方針５ プロジェクトの円滑な実施のための調整] 

予算、業務実施等の承認のため、複数の関係機関のいわゆる「縦割り」の弊害や、複雑

な手続きにより膨大な時間がかかることが多々ある。これはプロジェクトの円滑な実施を

阻害する要因となることから、可能な限りリスクを軽減するために、「ス」国側関係機関を

事前啓発し、DOM を支援しながら、事前準備・確認・連絡調整を行った。 

 

DOM は、プロジェクトの円滑な実施に必要な予算配分及び調達機材に対する免税申請手続

きに加え、プロジェクトの維持管理費をスリランカ財務・計画省（Ministry of Finance and 

Planning：MOFP）に提出する年間予算要求に組み込むことが必要である。プロジェクト期

間中の各年度に必要な予算を、毎年 8 月末までには計画して予算要求の準備を行う必要が

あることから、プロジェクト開始後は、各年の必要予算概算を DOM と共に算出した。「ス」

国の会計年度は 1月 1日から 12 月 31 日である。 

翌年度の年間予算承認までの流れは以下の通りである。 

 8 月末:財務・計画省（MOFP）へ予算要求を提出 

 ↓ 

 MOFP：予算審議／予算内容確認 

 ↓ 

 MOFP：国会へ提出 
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↓ 

 12 月：「ス」国政府による翌年度の年間予算承認 

 

また本プロジェクトでの供与機材が円滑に調達・設置されるように、機材リスト等の作

成についても DOM への支援を積極的に実施した。供与機材の調達時期が専門家の活動時期

決定の必要条件となるため、手続き期間を十分に検討し、納期に配慮するとともに、機材

調達・設置時期に合わせて専門家の投入時期を検討した。 

 

PDM の成果と活動及び契約書特記仕様書記載の活動内容に対する、プロジェクトにおける

実際の活動内容と結果は以下の通りである。 
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 PDM 成果 1：気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。 

 

PDM に記載の活動は以下の通りである。 

1.1 気象測器の保守点検・校正に関する課題を分析し、特定する。 

1.2 気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点検・校正チームを組織する。 

1.3 気象測器のトレーサビリティを確立する。 

1.4 気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研修を実施する。 

1.5 気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書（SOP）をレビューし、改定する。 

1.6 自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマニュアルをレビューし、改定する。 

1.7 自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を実施する。 

1.8 高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改善する。 

 

PDM 成果 1に対する、プロジェクトにおける実際の活動内容は以下の通りである。 

 

＜気象測器の保守点検・校正に関する課題の分析と特定＞ 

 

ベースライン調査にて把握した測器の保守点検、維持管理、校正の現状を分析し、課題を特定

した。特定した課題について、「ベースライン調査報告書」に取り纏めを行った。 

 

 DOM との協議及びベースライン調査を通して、以下に列記した向

上させるべき課題が特定され、課題を解決するための活動が実

施された。 

 気象観測機器の校正に使用する準器の老朽化が進んでいる。 

 気象観測機器の校正に使用する機器を所有していない。 

 気象観測機器の校正に使用する準器は、国際的な準器との校正

を長期間行っていない。 

 気象測器の校正を行うためのガイドライン及びマニュアルが作
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成されていない。 

 気象測器の維持管理マニュアルの原本が PDF データで

あり、現状に則した改訂をスムーズに行う事が出来な

いことから、長期間改訂されていない。 

 ベースライン調査を作成して、JICA 及び DOM に提出し

た。 

 

＜気象観測機器の校正に必要な機器の調達＞ 

 

 気象観測機器の校正に必要な新たな気象機器を調達するための技術仕様書を含む必要

書類が作成された。 

 調達予定の気象機器の校正に必要な機器及び準器が調達された。 

 調達された準器の観測精度は、以下の通り担保された。 

 電気式温度計：ISO/IEC17025 認定の検査機関による校正証明書を取得した。 

 電気式気圧計：気象庁検定を取得した。 

 可搬型点検装置：気象庁検定を取得した。 

 

 

＜気象観測機器の校正に必要な機器の調達及び保守点検・校正チームの設立＞ 

 

WMO 地区測器センター（RIC）等において適切な検定を受け、観測精度が担保された標準器（気

温及び気圧計用）及び地方観測所の観測機器の校正に必要となる可搬型点検機器の調達を行

った。持続性の観点から DOM の人的・予算制約等を勘案し、地方観測所の観測機器の保守点検・

校正を行うチームが、観測機材管理課及び電子技術課の職員により DOM 内に設立された。 

 

＜気象測器のトレーサビリティの確立＞ 

＜Synop 気象測器及び自動気象システムの校正に関する研修の実施＞ 

 

本活動の作業工程を図 8 に示す。コンサルタント専門家による 2 期にわたる測器校正機

材の調達とその取扱い研修の実施の結果、2016 年 7 月までに機材の準備が終了した。並行

して 2016 年 2 月には国別研修「気象測器校正」を気象庁の気象測器検定試験センター（WMO 

RIC-Tsukuba）において実施し、DOM の 4 名の職員（測器課 2 名、電子技術課 2 名）が測器
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校正に関する最新の技術を習得した。 

測器校正機器の調達が終わった 2016 年 7 月以降、DOM の保守点検・校正チームは自主的

に新しい測器機材の慣熟を行った。一方、それまで測器校正は測器課の事務室内の片隅で

行われており非効率的あった。このため C/P との協議の上、新たに測器検定室を設けるこ

ととなり、JICA と DOM 双方からの経費と DOM の人員によって測器校正室を 2017 年 1 月に整

備した（写真 3-1）。 

図8  気象測器のトレーサビリティを確立するまでの作業工程 

写真3-1  測器校正室、同所の開所式、同校正室で行われた短期専門家による「気象測器研修１」 
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2017 年 1 月には RIC-Tsukuba から 2名の短期専門家が来訪し、新しい測器検定室において

6日にわたって研修を行い(写真 3-1)、14 名（測器課 5名、DOM 関連課 4名、地方気象官署 5

名）が測器校正の理論、技術、実務を習得した。なお、地方気象官署の職員がこの研修に参

加した理由は、今後の人事異動を考慮したからである。 

この後、保守点検・校正チームは自主的に測器の校正を試験的に実施し、その結果を

RIC-Tsukuba の 2 名の短期専門家に送付した。短期専門家からは改善すべき点についてコメ

ントが返送されてきた。これにより保守点検・校正チームは測器校正の作業を改善させてい

る。 

2017 年 6 月には RIC-Tsukuba から前回と同じ 2 名の短期専門家が来訪し、5 日にわたって

研修を行い、21 名（測器課関連 7名、DOM 関連課 4名、地方気象官署 11 名）が測器校正につ

いて短期専門家から再度指導を受け、気圧と温度に関する測器校正技術を習得した。 

これら一連の研修により、プロジェクトの当初目標であった気圧・温度に関しては、測器の

トレーサビリティが確立した。これをもとに気温・温度に関しては DOM 測器課では新しい測

器校正業務が開始された。図 9に気圧計に関するトレーサビリティの経路を示す。 

 

一方、本プロジェクトでは湿度と風速については DOM 準器と校正装置の整備は計画されな

かった。このため一連の研修では地方官署の気象測器とプロジェクトで整備した DOM 副準器

（可搬型 AWS）を比較する手法を紹介したが、湿度と風速については完全な測器のトレーサ

図 9  気圧計におけるトレーザビリティーの経路 
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ビリティを確立するには至っていない。さらに雨量については、校正装置が整備されていな

いので、校正の手法を 2016 年の国別研修において学ぶにとどまった。 

 

＜「気象測器の校正及び維持管理マニュアル」及び「気象測器の検査ガイドライン」の作成＞ 

 

一般に気象官署における地上気象観測と測器検定においては規則やマニュアル等のドキュ

メントの整備が必須であるが、これまで DOM はこれらに関して系統的にまとめられたドキュ

メントを保有していなかった。このため、長期専門家とコンサルタントチームの協力の基、

短期専門家の作成した研修資料等も取り入れながら、「気象測器校正マニュアル」、「気象

測器維持管理マニュアル」及び「気象測器の検査ガイド

ライン」の整備を行った。これにより地上気象観測及び

検査手法の規格化を図るとともに、測器のトレーサビリ

ティを含む地上気象観測全般に関する質の向上を図った。

整備された「気象測器校正マニュアル」及び「気象測器

維持管理マニュアル」の内容は、以下の通りである。 

 

 作成された「気象測器校正マニュアル」 

1) 水銀気圧計校正マニュアル 

2) 電気式気圧計校正マニュアル 

3) ガラス温度計校正マニュアル 

4) AWS 電気式温度計校正マニュアル 

5) AWS 電気式気圧計現地点検マニュアル 

6) ガラス温度計及び AWS 電気式温度計現地点検マニュアル 

7) AWS 電気式気圧計差補正マニュアル 

8) 校正シート 

 作成された「気象測器維持管理マニュアル」 

1) 自動気象観測システムの清掃及び点検手順書（清掃点検報告書を含む） 

2) 自動気象観測システムの定期保守管理記録簿 

3) 自動気象観測システムの装置故障時の基本点検手順書 

4) 自動気象観測システムの装置復旧のためのセンサー部品交換手順書 

5) 気象測器解説 
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観測露場における AWS 及び Synop 観測所の校正（比較観測）に関する研修が「可搬式観測

データ比較点検装置操作マニュアル」に基づき実施された。 

 

AWS 及び Synop 観測所の校正・維持管理に関する研修の成

果及び教訓を踏まえ、「気象測器の校正及び維持管理マニュ

アル」及び「気象測器の検査ガイドライン」が改訂された。 

 

＜AWS 及び Synop 観測所の維持管理の遵守状況のモニタリング＞ 

 

「気象測器の校正及び維持管理マニュアル（案）」及び「気象測器の検査ガイドライン（案）」

に沿って、DOM の職員が維持管理を実施しているかを確認し、プロジェクト開始時の状況と

比較し改善の達成度の把握を行った。その結果を踏まえ、今後、活動の際にフィードバック

すべき教訓を整理し、提言の取り纏めを行った。 

 

 2017 年 1 月の短期専門家による「気象測器校正 2」研修後に、DOM 職員によって 110 本

のガラス温度計、2台の水銀気圧計、及び 2台の電気式気圧計が DOM 本局で校正された。

同時期に 5ヶ所の地方気象観測所において運用中の気圧計・温度計と AWS と可搬型 AWS

の気圧計・温度計の比較試験が DOM 職員によって実施された。これらの検査結果は

RIC-Tsukuba に送付され、2017 年 1 月に「ス」国を訪問した短期専門家から校正、比較

試験についてコメントが DOM に提供された。この結果、本プロジェクトにおいて DOM 職

員が気圧と温度に関する測器校正の技術を習得したことを確認した。 

 2017 年 7 月の段階では、作成された「可搬式観測データ比較点検装置操作マニュアル」

に基づいた比較観測が既に 8 ヶ所の既設観測所にて実施済みであること及び残りの 14

観測所については 2017 年中に実施予定である事が確認された。 

 作成された「清掃点検報告書を含む清掃及び点検手順」に基づいた清掃点検が、全ての

観測所において実施されており、実施率が 95％である事が確認された。 

 

＜Synop 気象測器及び自動気象システムの標準作業手順書（SOP）のレビューと改定＞ 

 

これまで利用されてきた気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書の内容をレビ

ューし、問題点を分析した上で、必要に応じた内容の改定を行った。 
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＜AWS の点検・修理（部品交換）のマニュアル（記録簿含む）のレビュー改定＞ 

 

故障したまま、原因が把握できずに修理がなされていない AWS も多いため、特に問題と

なっている故障原因についての説明を追加する等の工夫を行い、マニュアル（記録簿含む）

の内容の改定を行った。 

 

 改訂する全ての既存マニュアルの電子データのフォーマットが pdf 形式であった事か

ら、更新が容易な形式（Microsoft Word の doc 形式）にて改めて作成した。 

 

 DOM との協議の結果、点検・修理（部品交換）のマニュアルの改訂は、以下の項目を主

に行うこととした。 

 写真・図等の挿入によるビジュアル化 

 風向風速センサーの型式変更による修正 

 「気象及び防災情報ネットワーク改善計画」の引渡し後

に追加された点検項目（接地抵抗計測等）の記載 

 「気象及び防災情報ネットワーク改善計画」において整

備されたマニュアルからの最重要部分の選出と再編集

（装置故障時の点検手順書） 

 

以下の手順により自動気象観測システムの「清掃点検報告書を含む清掃及び点検手順書」

及び「定期保守管理記録簿」のレビュー及び改訂が実施された。 

1) DOM と共に既存のマニュアルを使用した点検を試験的に実施 

2) 既存マニュアルの改訂ポイントの特定 

3) 改訂されたマニュアルを使用して改めて試験的に点検を実施 

4) 改訂内容の再検証及び校正を実施 

 

以下の手順により自動気象システムの「装置故障時の点検手順書」及び「装置復旧のため

の部品交換手順書」のレビューと改訂が実施された。 

1) 実機を用いた疑似故障状態の準備 

2) 既存の運用維持管理マニュアルを使用した点検手順の検証 

3) 既存の運用維持管理マニュアルの改訂ポイントの特定 
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4) 改訂内容の再検証及び校正を実施 

 

既存の自動気象システムの運用維持管理マニュアル（機材メーカー作成）は、複数冊で

相当な厚みがあり、必要箇所を割り出し、熟読することが困難であったことから、日々の

維持管理において頻繁に使用されていなかった。そのため、改訂版の手順書は、重要なペ

ージのみを概要として選び出し、理解し易い様に写真や図を新たに挿入して、「装置故障時

の点検手順書」及び「装置復旧のための部品交換手順書」として再編集された。 

 

＜落雷に対する脆弱性が特に高い Ratnapura､Polonnaruwa 及び Aralagatonwila の 3 ヶ所に

おける、避雷針の増設作業＞ 

 

Ratnapura､Polonnaruwa 及び Aralagatonwila の 3 ヶ所の観測所は、落雷により、我が国

の無償資金協力により整備された自動気象観測システム及び通信システムに不具合が頻発

していたことから、本プロジェクトにおいて実習を通して以下の避雷設備の増設が実施さ

れた。 

 避雷針：高さ 15ｍ 

 避雷針とアース棒の接続：銅製フラットバー 

 接地抵抗値：5Ω以下 

 アース形式：増設及び既設アース棒を相互に接続させ

たコモンアース形式 

 

増設及び既設アース棒の相互接続
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本増設に採用したコモンアース形式（等電位ボンディ

ング）は以下に示した優位性を持っている 

＜コモンアース形式にしていない場合＞ 

避雷針に落雷した時、右図のように各接地がばらばら

になっていると、接地間で電位差が発生する。この電位

差により、別の接地に接続されている機器に電流が流れ

て、機器を破損させる。 

＜コモンアース形式にした場合＞ 

各接地極間を連接すると、避雷針に落雷した時、各接

地間で電位差が発生しない。そのため雷電流は他の機器

に流れず、機器の破損を防ぐことができる。 

 

 

 

 

表 19  落雷による機材の故障回数 

 
避雷針増設前 

2009 年 11 月～2015 年 2 月

避雷針増設後 

2015 年 2 月～2017 年 6 月

Ratnapura ､ Polonnaruwa 及 び

Aralagatonwila 観測所における落

雷による機材の故障回数 

9 回 故障無し 

 

高電位 

中電位 

低電位

機器の

破損

機器の

破損

 

信号線 電源線 

雷電流 

避雷針 

高電位 

中電位 

低電位
等電位化

図 10  コモンアース形式の優位性 
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＜高層気象観測の観測スケジュールのレビューと改善＞ 

 

DOM の実施している高層気象観測は、ラジオゾンデ観測とパイロットバルーン観測である。 

ラジオゾンデ観測では日本の明星電気製のGPSゾンデ(iMS-100ラジオゾンデ)と地上観測

システム（世界気象機関(WMO)の篤志協力プログラム(Voluntary Cooperation Program: VCP)

によって 2009 年に導入）を用いて、上空の気圧・気温・湿度・風向風速の観測を実施して

いる。実施時刻は週 3 回（月、水、金）の 11:30 地方時（06UTC）、観測地点はコロンボの

DOM 本局 1地点である（図 11、写真 3-2）。 

パイロットバルーン観測では、風に流されながら上昇する気球をセオドライト（経緯儀）

によって人間が手動で追跡する方式によって高層風を観測している（図 11、写真 3-2）。実

施時刻は毎日 3 回 05:30,11:30,17:30 地方時

（00,06,12UTC）、観測地点はコロンボ DOM 本局及

びマナー、トリンコマリー、ハンバントータの 3

つの気象観測所の合計 4 地点である。DOM 本局で

はラジオゾンデ観測と重複するため、月、水、金

曜日の 11:30 のパイロットバルーン観測は実施し

ていない。各観測所の職員 2名助手 1名が観測を

担当している。 

ラジオゾンデとパイロットバルーンの観測結果

は、観測終了後ただちにWMOのGRS回線に送られ、

世界中の国家気象機関との間でデータ交換を行っ

ている。 

 

図 11  スリランカの高層気象観測地点 

写真 3-2  左からラジオゾンデの飛揚、データ処理、パイロットバルーンの飛揚と観測 
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長期専門家は DOM 本局におけるラジオゾンデ観測の実情を調査するとともに、2016 年 9

月にマナーへ、2017 年 3 月にはトリンコマリーの気象観測所に出張し、パイロットバルー

ン観測の現状を調査したうえで、ラジオゾンデ観測を現行の週 3 回から毎日実施すること

を主とした勧告書を DOM の DG に提出した。 

 

しかし、DOMでは予算・人員の不足からラジオゾンデの毎日実施には消極的であった。ま

た調査の結果、気球に水素を充填する際の安全対策が十分でないことも判明した。これを

もとに、長期専門家はJICA本部と協議の上2017年6月には気象庁高層気象台から短期専門家

を招へいし、DOM本局とハンバントータにおける高層気象観測の現状を調査した。また短期

専門家はDOM本高層気象観測の関する研修（DOMの高層課2名、DOMの関連課14名、地方気象

官署の6名の計22名が参加）を実施した（写真3-3）。研修における議論の結果として報告書

を作成し、DOM長官に提出した。同報告書の概要は以下のとおりである。 

 

 予報業務の強化と WMO 内のデータ相互交換

の原則にもとづき、DOM におけるラジオゾ

ンデ観測は現行の週 3回から毎日に変更す

べきである。当面の措置としてインターモ

ンスーン期には毎日の観測に移行すること

が望ましい。 

 DOM におけるラジオゾンデの観測時刻（06Z）

は WMO の基準に適合していないが、観測デ

ータの利用状況を考慮すると、当面は現行を続けることが妥当である。将来計画と

して 00Z、12Z の日に 2回の観測に移行するべきである。 

 DOM におけるパイロットバルーン観測は「ス」国の局地的気象の把握に当面は現行

のまま継続することが適当である。中長期計画としてウィンドプロファイラによる

観測に移行することを検討すべきである。 

 現行の観測の安全対策の向上として、DOM 本局の電気分解による水素発生器（1974

年設置）の更新、地方観測所での水酸化ナトリウムとアルミニウムの化学変化によ

る水素発生装置を小型電気分解水素発生器への更新、パイロットバルーン観測で使

用している経緯儀の定期的な点検及び故障修理の実施、浮力垂を使用したラジオゾ

ンデ気球への水素の充填の実施、高層気象観測に関するマニュアルの整備、より多

くの職員に対する高層気象観測に関する研修の実施を要望する。なお、同マニュア

写真3-3  短期専門家「高層気象観測」
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ルについては本研修終了後に短期専門家が日本で作成し、DOM に提供された。  

 

＜PDM 成果 1に関する研修＞ 

 

(1)コンサルタントの実施した研修の記録を以下の表に取り纏めた。 

表 20  気象観測機器の保守点検・校正の能力向上に関する研修 

研修日 研修時間 研修場所 
参加

人数
指導者 内容 

2015 年 1 月 23 日 
9:00-10:30 

14:30-16:30 
電子技術課 4 遠藤肇秀  避雷設備の設置方法 

2015 年 1 月 28 日 12:00-20:00 Polonnaruwa 気象局 4 遠藤肇秀  避雷設備の設置作業 

2015 年 1 月 29 日 7:00-17:00 Aralaganwila 気象局 4 遠藤肇秀  避雷設備の設置作業 

2015 年 7 月 09 日 10:00-12:00 観測機材管理課 2 遠藤肇秀  基準器の運用及び維持管理

2015 年 7 月 10 日 
11:00-12:30 

14:00-15:30 
観測機材管理課 3 遠藤肇秀 

 基準器及び可搬式観測デー

タ比較点検装置の運用及び

維持管理 

2015 年 12 月 4 日 10:30-11:30 観測機材管理課 5 遠藤肇秀 
 校正方法及び研修スケジュ

ール 

2015 年 12 月 8 日 10:30-13:30 観測機材管理課 4 遠藤肇秀 
 可搬式観測データ比較点検

装置の設置及び観測方法 

2015 年 12 月 10 日 14:30-16:00 観測機材管理課 4 遠藤肇秀 
 可搬式観測データ比較点検

装置の設置及び観測方法 

2015 年 12 月 14 日 14:30-16:00 観測機材管理課 6 遠藤肇秀 

 可搬式観測データ比較点検

装置からのデータのダウン

ロード 

2015 年 12 月 16 日 9:00-16:00 観測機材管理課 6 遠藤肇秀 
 搬式観測データ比較点検装

置による露場観測 

2015 年 12 月 17 日 
10:00-12:00 

13:30-15:00 
観測機材管理課 6 遠藤肇秀  観測データの比較 

2016 年 4 月 28 日 10:00-11:00 観測機材管理課 4 遠藤肇秀 
 気象観測ガイドラインの概

要についての議論 

2016 年 5 月 2日 10:00-11:30 電子技術課 2 遠藤肇秀 
 清掃／維持管理手順の実践

及び見直し 

2016 年 5 月 2日 13:30-14:30 観測機材管理課 3 遠藤肇秀 
 気象観測ガイドラインの概

要についての議論 



スリランカ国 気象観測・予測・伝達能力向上プロジェクト 
プロジェクト完了報告書 

 
 

 
52 
 

 

2016 年 5 月 3 日 13:30-14:30 観測機材管理課 3 遠藤肇秀 
 気象観測ガイドラインの概

要についての議論 

2016 年 5 月 6日 10:00-16:00 観測機材管理課 12 遠藤肇秀 
 校正方法についての追加研

修 

2016 年 5 月 7日 9:00-12:30 観測機材管理課 10 遠藤肇秀 
 校正方法についての追加研

修 

2016 年 7 月 12 日 15:00-16:00 電子技術課 2 遠藤肇秀 
 清掃／維持管理マニュアル

についての議論 

2016 年 7 月 13 日 14:30-15:30 観測機材管理課 3 遠藤肇秀  観測データ比較の実施 

2017 年 3 月 31 日 11:00-12:30 会議室、観測露場 23
内田善久 

遠藤肇秀 

 観測データ比較点検装置の

清掃／維持管理 

 

(2)短期専門家、国別専門家による研修 

短期専門家「気象測器校正 1」、同「気象測器校正 2」、国別研修「気象測器検定」及び同

「気象観測」である。 

 

＜PDM 成果１に対する所感＞ 

 

PDM 成果 1 に対する取り纏めとして、本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項

及び本プロジェクト終了後DOMが解決又は向上させるべき事項に関して所感として下表に示

した。 

 

表 21  PDM 成果１に対する所感 

PDM 成果 1：気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。 

本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項 

 新たな観測準器・校正試験装置の整備、測器検査に関するガイドライン・マニュアルの改訂及び

測器検定室の整備が実施されたこと、更には校正担当の職員が増員されたことにより、気圧と温

度のより精度の高い校正を実施し、測器のトレーサビリティを確立することが可能となった。 

 自動気象観測システム及びマニュアル観測のためのマニュアルが作成または容易に理解できる

ように改訂された事により、今後、これらの業務に関する実務と研修を円滑に実施できるように
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なった。これらのガイドライン・マニュアルは簡易製本され、地方気象観測所を含む DOM の関係

部署に配布された。 

 今回改訂されたマニュアルのデータは、全て更新可能なフォーマット（マイクロソフト、ワード

形式）にて DOM に保管されている事から、必要に応じいつでも更新できるようになった。 

 落雷に対し脆弱であった観測所にコモンアース形式の避雷針を増設することで、落雷による被害

を低減する事が可能であることが実証された。今後、同様の被害を受ける観測所があった場合に

取るべき対応策が確立された。 

本プロジェクト終了後 DOM が解決又は向上させるべき事項 

 継続して観測精度を確保するため、整備された気象観測準器の校正を、RIC-Tsukuba 等の国際的

な認定を受けた試験場にて定期的に実施する必要がある。 

 AWS の湿度計と雨量計の校正については基準器や校正機器が未整備であることから、今後これら

の測器についてトレーサビリティを確立する必要がある。 

 慢心や慣れによるミスを減らすために、AWS の維持管理やマニュアル観測を担当する職員に対す

る研修を定期的に実施し、手順や要点を確認することが必要である。 

 より円滑で正確な自動気象観測システムの維持管理を実施するため、各職員が日常業務の中で得

た教訓や、気が付いた改善案等を随時マニュアルへの反映することが必要である。 

 ラジオゾンデの毎日の観測が実現していないが、天気予報の精度向上と国際協調の視点から、予

算と人員を確保し毎日観測の実施する必要がある。 
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 PDM 成果 2：様々な種類の気象データの送受信能力が強化する。 

 

PDM に記載の活動は以下の通りである。 

2.1 自動気象観測所とDOM 本局間の観測データの送受信状況をレビューし、課題を特定する。 

2.2 自動気象観測所とDOM 本局間の観測データ送受信方法のバックアップ手段を検討する。 

2.3 GTS/MSS の現状を把握し、課題を特定する。 

2.4 GTS/MSS の機器を更新し、処理内容を向上する。 

 

PDM 成果 2に対する、プロジェクトにおける実際の活動内容は以下の通りである。 

 

＜AWS と DOM 本部間の観測データの送受信状況のレビュー及び課題の特定＞ 

 

DOM 本部に観測データが届いていない AWS を訪問し、AWS の送受信の不具合の状況を確認

し、課題の特定を行った。 

 

 DOM との協議及びベースライン調査を通して、以下に列記した向上させるべき課題が特

定され、課題を解決するための活動が実施された。 

 既設の VSAT 衛星データ通信システムの動作が不安定で、頻繁に不通になる。 

 主な不具合の原因は、イスラエルの Gilat Satellite Networks 社が製造した VSAT 衛星

データ通信システムの Block Up Converter（BUC）の誤動作によるものである。 

 使用されていた通信衛星（INSAT3E）は既に 10 年の耐用年数を経過し、通信性能の低下

が予想されるため、今後数年以内に使用する衛星を変更する必要がある。 

 通信衛星の変更については、インドにある Gilat Satellite Networks 社の代理店から

の技術サポートが不可欠であるが、通信衛星補充支援費は約 10.3 百万円（1 年間のサ

ポートを含め 10 万ドル）と推定されていた。 

 ベースライン調査を作成して、JICA 及び DOM に提出した。 
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＜自動気象観測システムとDOM本局間の観測データ送受信のためのバックアップ手段の検討＞ 

 

AWS の観測データの伝送に採用されていた VSAT（Very Small Aperture Terminal：超小型地

球局 ）通信システムに問題があり、観測データの受信が出来ていない、あるいは受信が不安定な

状況が確認されていた。一方、通信技術の発展は著しく、インターネット回線や携帯電話回線に

ついては、当時に比べて大幅に技術革新が進んでいる。リアルタイムで気象現象を把握し、これ

に基づく警報発令の迅速性・正確性の向上を図ることを目指していることから、災害時における伝

送の信頼性の観点を考慮に入れつつ、観測データの送受信のためのバックアップ手段の検討を

行った。バックアップ手段として、携帯電話通信網を利用する SMS（ショートメッセージサービス：携

帯電話間で短い文字メッセージを送受信できるサービス）及び GPRS 、地上通信網を利用する

IP-VPN 等も候補として検討した。 

 

自動気象観測システムとDOM本局間の観測データ送信のための既設VSATシステムのバッ

クアップに関する以下の項目の検討を実施した。結果として、バックアップ手段として

IP-VPN を採用する事が決定した。 

1) 既設自動気象観測システムの観測データ送信に利用可能な通信方法の確認 

2) 「ス」国の通信サービス提供業者からの各種通信サービスエリア、料金及び故障率等の

確認 

3) 観測データの送受信

実験の実施 

 

IP-VPNは以下の優位性

を有している。 

IP-VPN は、右図に示し

たように通信経路の選択、

高速障害検知及び回避経

路への切替えなどの大き

なメリットを有しており、

安定して高速な通信を利

用することが可能である。図 12  IP-VPN の通信経路の選択及び IP-VPN の高速障害検知と切替え

１つの経路に 

通信が偏る 

別の通信経路を選択

しデータに明示する

経路再計算まで 

通信断が発生 

障害検知後即座に 

代替経路へ切替え 

バックアップ経路 

基幹経路 
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ネットワークを他のユーザーと共有していることから、通信速度は利用者数や使用頻度に

よる影響を受けるものの、IP-VPN は通信事業者の契約者のみが使用する閉じたネットワー

クであり通信事業者が全ての管理を行っていることから、極端な通信速度の低下は起こり

にくい。IP-VPN を利用することにより、サイバー攻撃からの脅威を低減させることも可能

である。 

 

IP-VPN を利用したシステムネットワークへの変更前後のシステムネットワーク構成図を

添付した。 
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＜変更前＞ ＜変更後＞ 

図 13  システムネットワーク構成図 
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IP-VPN サービス提供会社を選定するための技術仕様書の作成及び VSAT システムから

IP-VPN への移行手順フローチャートを作成した。 

 

 

＜GTS/MSS の実情の把握・課題の特定＞ 

 

DOM本部には、仏製GTSメッセージ受発信装置（GTS/MSS）が設置されていた。既存のGTS/MSS

は、WMO 推奨の流通情報のバイナリー化に伴うソフトウェアの変更が未実施であり、更新が

必要となっていた。GTS/MSS の更新にあたり、DOM 本部の GTS/MSS の現状を把握し、課題の

特定を行った。 

 

 DOM との協議及びベースライン調査を通して、以下に列記した既設の GTS/MSS の課題が

特定され、課題を解決するための活動が実施された。 

 ハードウェア（PC）メーカーのサポート期間が終了し、修理部品を入手することが困難

になっていた。 

 世界気象機関（WMO）によって新たに指定され、加盟国へ推奨している国際気象コード

である BUFR フォーマットをサポートしていない。 

 ベースライン調査を作成して、JICA 及び DOM に提出した。 

 

 

図 14  VSAT システムから IP-VPN への移行手順フローチャート 
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＜GTS/MSS の機器の仕様書作成・積算＞ 

 

上記活動で特定された課題を踏まえ、GTS/MSS の機器を更新する。コンサルタントは DOM

との協議を通して、調達に必要となる仕様書等を作成し、概算費用の積算を行った。 

 

＜GTS/MSS の機器の更新、操作・維持管理のモニタリング＞ 

 

上記活動で作成した仕様書等に沿って JICA が調達する GTS/MSS の機器の立会検査を行っ

た。更新された機材の操作、維持管理についての指導を OJT 形式で実施した。その後、GTS/MSS

の機器の操作・維持管理状況を確認し、今後の活動の際にフィードバックすべき教訓を整理

し、提言の取り纏めを行った。 

 

＜既設 GTS メッセージスイッチの機材の更新＞ 

 

GTS メッセージスイッチ機材調達に必要な技術仕様書等が作成され、JICA により以下の機

材が調達された。機材据付工事及び研修が 2015 年 12 月 18 日に完了した。 

  

 GTS メッセージスイッチ 

 シリアルポートターミナルサーバー 

 データ可視化端末 

 データ入力端末 

 ファイアウォールユニット 

 小型無停電電源装置 
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Before 

After 

図 15  既設 GTS メッセージスイッチの機材の更新前及び更新後 
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機材サプライヤー技術者による GTS メッセージスイッチ機材の運用・維持管理に関する研修

が実施された。 

 

 第 1回目研修 

日程： 2015 年 12 月 10 日から 12 月 18 日 

内容： GTS/MSS の基本操作及び保守に関する研修 

 第 2回目研修 

日程： 2017 年 5 月 2 日から 5月 6日 

内容： GTS/MSS の操作に関する研修及び航空気象データ（World Area Forecast 

System Data）を SADIS（Satellite Distribution System）のセキュア FTP

により受信するためのソフトウェアモジュールに対する設定方法と航空気象

データの受信方法に関する研修 

 

＜PDM 成果 2 に関する研修＞ 

 

PDM 成果 2に関する研修の記録を以下の表に取り纏めた。 

表 22  気象データの送受信能力の強化に関する研修 

研修日 研修時間 研修場所 
参加

人数
指導者 内容 

2015 年 1 月 21 日 9:30-12:00 サーバー室 2 遠藤肇秀 

 観測データ比較点検装置の

IP-VPN 通信システムの試験作

業 

2015 年 1 月 23 日 10:30-12:00 電子技術課 2 遠藤肇秀  GTS/MSS の技術仕様書 
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2015 年 7 月 9 日 15:00-16:00 サーバー室 2 遠藤肇秀  IP-VPN 通信の安定性テスト 

2016 年 7 月 13 日 13:30-14:30 電子技術課 2 遠藤肇秀 

 観測データ比較点検装置ｍｐ新

通信システムの入札図書につい

ての議論 

2017 年 5 月 2日 9:00-16:00 会議室 22 

遠藤肇秀、機

材メーカーの

技術者 

 GTS／MSS のソフトウェアモジ

ュールの標準的な設置及び運用

方法 

 

＜PDM 成果 2 に対する所感＞ 

 

PDM 成果 2 に対する取り纏めとして、本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項

及び本プロジェクト終了後DOMが解決又は向上させるべき事項に関して所感として下表に示

した。 

表 23  PDM 成果２に対する所感 

PDM 成果 2：様々な種類の気象データの送受信能力が強化する。 

本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項 

 IP-VPN の利用によりリアルタイムの観測データ欠測率は 10％程度に改善され、安定的なデータ

送受信が出来るようになる計画である。 

（2016 年 1 月より VSAT 通信衛星の利用ができなくなったことから、コロンボを除く全ての自動

気象観測システムからのリアルタイムによる観測データ受信は出来なくなっていた） 

 GTS/MSS が更新されたことにより、WMO が加盟国へ推奨している BUFR フォーマットのデータがイ

ンド DOM から受信できるようになり、気象予報へ利用することができるようになった。 

本プロジェクト終了後 DOM が解決又は向上させるべき事項 

 早急に DOM 本局と全ての自動気象観測システム間の IP-VPN 回線を接続し、自動気象観測システ

ムからのリアルタイムによる観測データの受信を開始する必要がある。 

 今後発生するであろう GTS/MSS に関するトラブルは、些細な内容であっても全て記録を取り、今

後のトラブルシューティングに役立てる。 
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 PDM 成果 3：収集した気象データを用いた気象予報能力が向上する。 

 

PDM に記載の活動は以下の通りである。 

3.1 天気予報の現状をレビューし、課題を特定する。 

3.2 予報精度の検証技術を含め、短期予報(36 時間先まで 12 時間毎の降水量)及び週間予報

（7日目）のための気象予報ガイダンスの開発に関する研修を実施する。 

3.3 選定した地点における短期予報(36 時間先まで 12 時間毎の降水量)及び週間予報（7 日

先）のための気象予報ガイダンスを作成する。 

3.4 選定した地点における海上風の気象予報ガイダンスを作成する。 

3.5 衛星画像解析（SATAID）ソフトの利用に関する訓練を実施する。 

3.6 季節予報の手法の現状を検証し、改善する。 

3.7 各種気象データを総合化した気象予報作成の改善に関する OJT を実施する。 

 

PDM 成果 3に対する、プロジェクトにおける実際の活動内容は以下の通りである。 

 

＜天気予報の実情のレビュー・課題の特定＞ 

 

DOM が発表する天気予報について、予報会報への出席やインタビューを通じて、実情を把握

し、課題の特定を行った。特定した課題については、「ベースライン調査報告書」に取り纏

めた。 

 

 DOM との協議及びベースライン調査を通して、以下に列記した向上させるべき課題が特

定され、課題を解決するための活動が実施された。 

 DOM 気象センターにおいて WRF の格子点値の取得ができない。 

 気象予報ガイダンス開発の経験が無い。 

 気象予報全般が定性的で、定量的ではない。 

 中国及び韓国の気象衛星データを受信しており、日本の気象衛星ひまわりのデータの直

接受信ができていない。 

 気象庁の数値予報データの直接受信ができていない。 
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 リナックスを使用できる職員が数人である。 

 ベースライン調査を作成して、JICA 及び DOM に提出した。 

 

＜気象予報ガイダンス開発に関する研修＞ 

 

気象予報ガイダンスを指導するための研修用資料の作成を行った。また、気象予報ガイ

ダンス作成に必要となるガイダンス作成用のデータベースの構築を行った。気象予報ガイ

ダンスを作成する対象地域／地点を C/P と協議し、決定した。 

 

 右図に示した気象予報ガイダ

ンス作成の手順に従い、研修に

必要となる気象予報ガイダン

スを作成し、以下に列記した活

動を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象予報ガイダンス作成及び研修を実施する上で、調達した気象予報ガイダンス作成

用 PC 及び使用したソフトウェアは以下の通りである。 

 

 PC のプロセッサー：インテルコア i7 

 プロジェクトの履行に要するソフトウェア 

 エクセル 2010 

 リナックス（CentOS6.5, Ubuntu 14.04.1)  

 gcc, gfortran, wgrib2  

 仮想マシーン（VMware Player, VMware Tools) 

 

 以下に列記した気象予報ガイダンスの作成に必要な環境を本プロジェクトで調達した。

予報期間の選定 

気象観測データの品質管理 

回帰分析のための観測値の取得 

数値予報データの取得 

数値予報データによる仮予測因子の列挙（予測因子の候補） 

逐次選択法による有効な予測因子の選定と回帰式の作成 

数値予報データの回帰式への代入による気象予報 

回帰分析のための対象地点と要素の選定 

気象予報ガイダンスにより計算された予報値の検証 

図 16  気象予報ガイダンスの作成手順 
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気象予報ガイダンス作成用 PC に確立を行った。 

 

 回帰分析のためのエクセルの設定 

 エクセルオプションとアドインの選択 

 分析ツールの設定 

 エクセルツールバー上のデータタブの選択 

 データ解析をクリックして、回帰分析ツールの表示 

 プログラムの開発に使用するリナックス（CentOS6.5）のダウンロードと保存 

 リナックスを使用するため、ウィンドウズへの仮想マシーン（VMware Player) のイン

ストール 

 仮想マシーン(VMware Player) 

 VMware-player-6.0.1-1379776.exe のダウンロード、インストールおよびセットアップ 

（CPU：2GHz 以上、メモリ：２GB 以上、ハードディスク容量 100GB 以上） 

 VMware Player のインストールとセットアップ（VM Player のファイルを実行して、イ

ンストールウィザードを開く。ウィザードの指示に従って、VMware player をセットア

ップする） 

 ウィンドウズ上の仮想マシーンとして、リナックス（CentOS6.5 または Ubuntu 14.04.1 

LTS 64 bits）および VMware Tools をセットアップする。 

 VMware Player で、「新仮想マシーンの作成」の選択。 

 インターネットを接続した状態で、CentOS6.5 の入っている DVD をセットして、

CentOS6.5 をインストールする 

 インターネットが接続された状態では、ソフトウェア「VMware Tools」は自動的にイ

ンストールされる。インターネットが接続されていない状態では、VMware Tools の圧

縮ファイルを解凍して、インストールを行う。 

 grib2 形式のデータの解読のための wgrib2 ファイルのインストール 

 リナックスで回帰式のためのプログラムを作成するためのフォートランのインストール 

 リナックスへの Perl のインストール（# yum install perl) 

 

＜気象予報ガイダンスの作成＞ 

 

気象予報ガイダンス用データベースを用いて、C/P の気象予報ガイダンス作成を指導し、対

象地域／地点における気象予報ガイダンスを完成し、運用を開始した。 
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本プロジェクトにおいて、気象予報ガイダンスの作成に用いた手法を下表に示した。 

 

表 24  気象予報ガイダンスの作成に用いた手法 

気象予報 

ガイダンス 
回帰式の作成 

気象予報ガイダンス 

の作成  
手法 

短期予報と週間

予報ガイダンス 

数値予報の格子点値 

と観測値 
数値予報の格子点値 

MOS: Model Output 

Statistics 

季節予報 

ガイダンス 

海面水温の再解析値 

の格子点値と観測値 

数値予報の格子点値 

（海面水温） 

PPM: Prefect Prognosis 

Method 

 
 

＜降水量の短期気象予報ガイダンスの作成（36 時間目までの 12 時間毎の予想降水量）＞ 

 

以下の手順により、降水量の短期気象予報ガイダンスの作成（36 時間目までの 12 時間毎

の予想降水量）の作成が実施された。 

 

(1) スリランカ地域 NWP モデル（WRF）と GFS（NOAA 全球予測システム）の格子点値の精度

の比較検討 

DOM 所有の AWS 観測値を利用して、スリランカ地域 NWP モデル（WRF）と GFS（NOAA

全球予測システム）の格子点値の重相関係数及び切片の比較検討を実施した。比較検

討のために使用した、因子は、以下の通りである。 

 風速：850hPa 及び 200hPa 

 ウィンドシア：500-600hPa、400-700hPa、400-600hPa、300-850hPa、300-700hPa、

300-600hPa、300-500hPa、300-400hPa、200-600hPa 

 相対湿度： 900ｈPa、500ｈPa、400ｈPa 

 地上降水量 

 

比較検討の結果は、下表に示した通りである。その結果に従い、スリランカ地域 NWP モデル

（WRF）格子点値を使用した。



スリランカ国 気象観測・予測・伝達能力向上プロジェクト 
プロジェクト完了報告書 

 
 

 
67 
 

 

表 25  スリランカ地域 NWP モデル（WRF）と GFS（NOAA 全球予測システム） 

の格子点値の重相関係数及び切片の比較 

 

スリランカ地域

NWP モデル（WRF）

格子点値 

GFS（NOAA 全球予

測システム）格子

点値 

重相関係数（Multiple Correlation Coefficient） 0.839 0.763 

切片（Intercept） 9.966 10.979 

 

(2) 数値予報モデル（スリランカ地域 NWP モデ

ル：WRF）の格子点値（GPV)の格子間隔: 10km 

 

(3) 気象予報ガイダンスに使用した数値予報デー

タ及び観測データの時間 

 予想対象時刻の数値予報データの時刻：

00UTC と 12UTC 

 予想対象時刻に対応する実際の観測データ

の時刻：06:00 と 18:00 （スリランカ時間） 

 

(4) 気象予報ガイダンスの予報対象ポイント：コロン

ボとラトゥナプラ 

 

(5) 年間を通して気象予報ガイダンスを 1 つとした場

合及び図17に示したモンスーン期毎に分けて気象

予報ガイダンスを行った場合の比較検討及び結果

解析を行った結果、4つのモンスーンシーズンに分

けることにより精度が向上することが解明できた。

そのため気象予報ガイダンスを年間を通して 1 つ

とせずに、モンスーン期毎に分けて気象予報ガイ

ダンスを実施することとした。 

 

降水量の短期気象予報ガイダンスを年間を通し

て 1 つとした場合の重相関係数は、下表のように

なった。 

北東モンスーン期 

1122 月月 11 日日  ––  22 月月 2288//2299 日日  

第 2 インターモンスーン期 

1100 月月 11 日日  ––  1111 月月 3300 日日  第 1 インターモンスーン期

33 月月 11 日日  ––  44 月月 3300 日日  

南西モンスーン期 

55 月月 11 日日  ––  99 月月 3300 日日  

図 17  「ス」国のモンスーン期

コロンボ 

ラトゥナプラ 
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 表 26  コロンボの降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間目までの 12 時間毎の降水量） 

の重相関係数（年間） 

 12 時間予報降水量 24 時間予報降水量 36 時間予報降水量

年間 0.45 0.41 0.36 

 

表 27  ラトゥナプラの降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間目までの 12 時間毎の降水量） 

の重相関係数（年間） 

 12 時間予報降水量 24 時間予報降水量 36 時間予報降水量

年間 0.44 0.37 0.35 

 

(6) 開発したプログラムにより最も高い重相関係数が出る予測因子を抽出した。使用した

予測因子の詳細は、添付資料の 9に添付した。 

 

(7) 開発した 4 つのモンスーンシーズンに分けた降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時

間目までの 12 時間毎の降水量）の精度確認 

開発した 4 つのモンスーンシーズンに分けた降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間

目までの 12 時間毎の降水量）の精度確認のため、モンスーン期別に重相関係数及び 2 乗平

均平方根誤差を算出した。その結果は、下表の通りである。 

 

表 28 コロンボの降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間目までの 12 時間毎の降水量） 

の重相関係数（モンスーン期別） 

モンスーン期 12 時間予報降水量 24 時間予報降水量 36 時間予報降水量

北東モンスーン期 0.52 0.59 0.52 

第 1 インターモンスーン期 0.57 0.62 0.42 

南西モンスーン期 0.90 0.43 0.54 

第 2 インターモンスーン期 0.66 0.69 0.62 

 
表 29  ラトゥナプラの降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間目までの 12 時間毎の降水量） 

の重相関係数（モンスーン期別） 

モンスーン期 12 時間予報降水量 24 時間予報降水量 36 時間予報降水量

北東モンスーン期 0.50 0.45 0.45 

第 1 インターモンスーン期 0.58 0.64 0.53 

南西モンスーン期 0.64 0.55 0.49 

第 2 インターモンスーン期 0.55 0.54 0.57 
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表 30  コロンボの降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間目までの 12 時間毎の降水量） 

の 2 乗平均平方根誤差（モンスーン期別） 

モンスーン期 12 時間予報降水量 24 時間予報降水量 36 時間予報降水量

北東モンスーン期 8.5mm 2.6mm 8.8mm 

第 1 インターモンスーン期 10.4mm 4.9mm 11.6mm 

南西モンスーン期 4.5mm 6.3mm 3.9mm 

第 2 インターモンスーン期 8.0mm 7.5mm 8.3mm 

 

表 31  ラトゥナプラの降水量の短期気象予報ガイダンス（36 時間目までの 12 時間毎の降水量） 

の 2 乗平均平方根誤差（モンスーン期別） 

モンスーン期 12 時間予報降水量 24 時間予報降水量 36 時間予報降水量

北東モンスーン期 8.3mm 9.0mm 5.8mm 

第 1 インターモンスーン期 8.6mm 9.1mm 9.0mm 

南西モンスーン期 6.1mm 10.6mm 7.2mm 

第 2 インターモンスーン期 7.9mm 11.3mm 7.8mm 

 

気象予報用ガイダンスによる結果の精度を確認するため、24 時間の降水量が 50mm を超え

たコロンボでの大雨の事例の観測値、DOM の WRF（スリランカ地域 NWP モデル）のよる計算

値及び気象予報用ガイダンス値を比較した。結果は、下表に示した通りである。 

 

表 32  コロンボでの大雨の事例における観測値等の比較 

北東モンスーン期 

事例 
観測値 

（mm/24 時間） 

DOM の WRF 計算値 

（mm/24 時間） 

気象予報用ガイダンス値

（mm/24 時間） 

2012 年 1 月 10 日 78.5 0 13.6 

2013 年 1 月 9 日 52.0 35.8 31.0 

 

第 1 インターモンスーン期 

事例 
観測値 

（mm/24 時間） 

DOM の WRF 計算値 

（mm/24 時間） 

気象予報用ガイダンス値

（mm/24 時間） 

2012 年 4 月 10 日 62.0 7.3 16.7 

2012 年 4 月 12 日 62.0 9.3 22.7 

2012 年 4 月 15 日 63.5 0.0 29.7 

2013 年 4 月 10 日 54.5 5.1 14.9 
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南西モンスーン期 

事例 
観測値 

（mm/24 時間） 

DOM の WRF 計算値 

（mm/24 時間） 

気象予報用ガイダンス値

（mm/24 時間） 

2013 年 5 月 7 日 125.5 73.7 125.5 

 

第 2 インターモンスーン期 

事例 
観測値 

（mm/24 時間） 

DOM の WRF 計算値 

（mm/24 時間） 

気象予報用ガイダンス値

（mm/24 時間） 

2011 年 10 月 17 日 55.0 4.0 8.7 

2012 年 11 月 1 日 58.0 91.8 49.0 

 

(8) 降水量の短期気象予報ガイダンス（12 時間及び 24 時間毎の Colombo の降水量）の準自

動化リナックスプログラムを利用した運用が開始された。 

準自動化リナックスプログラムを利用した試験的運用開始後、2017 年 4 月 4 日から

2017 年 7 月 18 日までの期間、コロンボの降水量の短期気象予報ガイダンス（24 時間）

による予報値の検証を行った結果、予報値と観測値との 2乗平均平方根誤差は 13.1 ㎜

であった。 

 

＜海上風の短期気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎

に 48 時間目まで）＞ 

 

以下の手順により、海上風の気象予報ガイダン

ス（24 時間毎に 48 時間目まで）の作成が実施された。 

 

(1) 数値予報モデル（スリランカ地域NWPモデル：WRF）

の格子点値（GPV)の格子間隔: 10km 

 

(2) 気象予報ガイダンスに使用した数値予報データ

及び観測データの時間 

 予想対象時刻の数値予報データの時刻：00UTC 

 予想対象時刻に対応する実際の観測データの時

刻：06:00（スリランカ時間） 

プッタラム 

ポトゥビル 
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(3) 気象予報ガイダンスの予報対象ポイント：プッタラムとポトゥビル 

 

(4) 解析及び検討を行った結果、4つのモンスーンシーズンに分けることのより精度が向上

することが解明できたことから、気象予報ガイダンスを年間を通して 1 つとせずに、

モンスーン期別に分けて気象予報ガイダンスを実施することとした。 

 

(5) 開発したプログラムにより最も高い重相関係数が出る予測因子を抽出した。使用した

予測因子の詳細は、添付資料の 9 に添付した。 

 

(6) 開発した海上風の気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎に 48 時間目まで）の精度確認 

開発した海上風の気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎に 48 時間目まで）の精度確

認のため、モンスーン期別に重相関係数及び 2 乗平均平方根誤差を比較した。その結

果は、下表の通りである。 

 
表 33  プッタラムの海上風の短期気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎に 48 時間目まで） 

の重相関係数 

モンスーン期 24 時間予報海上風 48 時間予報海上風 

北東モンスーン期 0.64 0.56 

第 1 インターモンスーン期 0.70 0.63 

南西モンスーン期 0.73 0.72 

第 2 インターモンスーン期 0.68 0.65 

 

表 34  ポトゥビルの海上風の短期気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎に 48 時間目まで） 

の重相関係数 

モンスーン期 24 時間予報海上風 48 時間予報海上風 

北東モンスーン期 0.75 0.70 

第 1 インターモンスーン期 0.74 0.67 

南西モンスーン期 0.65 0.69 

第 2 インターモンスーン期 0.69 0.74 

 

表 35  プッタラムの海上風の短期気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎に 48 時間目まで） 

の 2 乗平均平方根誤差 

モンスーン期 24 時間予報海上風 48 時間予報海上風 

北東モンスーン期 0.6m/s 0.6m/s 
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第 1インターモンスーン期 0.5m/s 0.6m/s 

南西モンスーン期 0.4m/s 0.4m/s 

第 2 インターモンスーン期 0.7m/s 0.7m/s 

 

表 36  ポトゥビルの海上風の短期気象予報ガイダンスの作成（24 時間毎に 48 時間目まで） 

の 2 乗平均平方根誤差 

モンスーン期 24 時間予報海上風 48 時間予報海上風 

北東モンスーン期 0.5m/s 0.5m/s 

第 1 インターモンスーン期 0.7m/s 0.7m/s 

南西モンスーン期 1.3m/s 0.9m/s 

第 2 インターモンスーン期 0.8m/s 0.7m/s 

 
＜降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量）の週間気象予報用ガイダンスの作

成＞ 

 

以下の手順により、降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量）の週間気

象予報用ガイダンスの作成が実施された。 

 

(1) 数値予報モデル GFS（NOAA 全球予測システム）の格

子点値（GPV)の格子間隔: 0.5 度 

 

(2) 気象予報ガイダンスに使用した数値予報データ及

び観測データの時間 

 予想対象時刻の数値予報データの時刻：00UTC 

 予想対象時刻に対応する実際の観測データの時

刻：06:00（スリランカ時間） 

 

(3) 気象予報ガイダンスの予報対象ポイント：コロンボ

とラトゥナプラ 

 

(4) 解析及び検討を行った結果、4 つのモンスーンシー

ズンに分けることのより精度が向上することが解

明できたことから、気象予報ガイダンスを年間を通

コロンボ 

ラトゥナプラ 
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して 1 つとせずに、モンスーン期別に分けて気象予報ガイダンスを実施することとし

た。 

 

(5) 開発したプログラムにより最も高い重相関係数が出る予測因子を抽出した。使用した

予測因子の詳細は、添付資料の 9. に添付した。 

 

(6) 開発した降水量（初期値から 7日目:144-168 時間の 24 時間降水量）の週間気象予報用

ガイダンスの精度確認 

開発した降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量）の週間気象予

報用ガイダンスの精度確認のため、モンスーン期別に重相関係数及び 2 乗平均平方根

誤差を比較した。その結果は、下表の通りである。 

 
表 37  コロンボの降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量） 

の週間気象予報用ガイダンスの重相関係数（モンスーン期別） 

モンスーン期 24 時間予報降水量 

北東モンスーン期 0.44 

第 1 インターモンスーン期 0.32 

南西モンスーン期 0.353 

第 2 インターモンスーン期 0.33 

 
表 38  ラトゥナプラの降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量） 

の週間気象予報用ガイダンスの重相関係数（モンスーン期別） 

モンスーン期 24 時間予報降水量 

北東モンスーン期 0.40 

第 1 インターモンスーン期 0.44 

南西モンスーン期 0.46 

第 2 インターモンスーン期 0.26 

 
表 39  コロンボの降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量） 

の週間気象予報用ガイダンスの 2 乗平均平方根誤差数（モンスーン期別） 

モンスーン期 24 時間予報降水量 

北東モンスーン期 9.9mm 

第 1 インターモンスーン期 14.0mm 

南西モンスーン期 ※ 

第 2インターモンスーン期 ※ 

※プロジェクト実施中にデータが揃わないため、プロジェクト終了後に算出する予定。
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表 40  ラトゥナプラの降水量（初期値から 7 日目：144-168 時間の 24 時間降水量） 

の週間気象予報用ガイダンスの 2 乗平均平方根誤差（モンスーン期別） 

モンスーン期 24 時間予報降水量 

北東モンスーン期 8.6mm 

第 1 インターモンスーン期 11.3mm 

南西モンスーン期 ※ 

第 2インターモンスーン期 ※ 

※プロジェクト実施中にデータが揃わないため、プロジェクト終了後に算出する予定。

 

＜季節予報ガイダンスの作成＞ 

 

CFS（NOAA 全球予測システム）の格子点値を用いた 36 年間の Colombo の降水量データ及

び 5 地点の海水面温度データ（太平洋、インド洋、大西洋）による季節予報ガイダンスの

作成が、以下の手順により実施された。 

 

(1) 数値予報モデル（NOAA 気候予報システム：全球予測システム）の格子点値の格子間隔: 

0.5 度 

 

(2) 気象予報ガイダンスに使用した数値予報データ及び観

測データの時間 

 予想対象時刻の数値予報データの時刻：00UTC 

 予想対象時刻に対応する実際の観測データの時刻：

06:00（スリランカ時間） 

 

(3) 気象予報ガイダンスの予報対象ポイント：コロンボ及

びラトゥナプラ 

 

(4) 気象予報ガイダンスに使用した予測因子 

 

以下の地図に示した 5 地点の NOAA 気候予報システム

の9ヶ月間先までの各月平均海面水温（毎月1日の00UTC

時間） 

コロンボ 

ラトゥナプラ 
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図 18  NOAA 気候予報システムの 9 ヶ月間先までの各月平均海面水温予測 5 地点
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(5) 気象予報ガイダンスに使用した各月平均海面水温と各月降水量の累年変化 
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＜衛星画像解析（SATAID）ソフトの利用に関する訓練＞ 

 

「SATAID」研修は本プロジェクトで整備された HimawariCast 受信機と JMA が提供する衛

星画像解析（SATAID）ソフトを使って、DOM の気象予報官・気象官が衛星データと数値予報

データにより熱帯気象解析を実施できるようにするための研修である。この研修に先立ち

予報官・気象官の基礎から応用までの知識・技術を強化するため、長期専門家による「基

礎気象学」講義、及び短期専門家による「理論熱帯気象学」、「実務熱帯気象学」の研修を

実施し、最後に「SATAID」研修を実施した（写真 3-4）。講義・研修終了時のミニテストや

アンケートを通じて、研修員が目標とする知識・技術を習得したことを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜気象予報のモニタリング＞ 

 

気象予報の作成・発表を確認し、今後、活動の際にフィードバックすべき教訓を整理し、

提言を纏めた。 

 

 DOM の気象予報の作成・発表に関した協議が実施された。 

 海外からの各種の気象情報、気象衛星ひまわりのデータ及び DOM の WRF プロダクトを

用いて DOM の気象会報（ブリーフィング）の内容が大幅に向上された。 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3-4  左から「基礎気象学」、「理論熱帯気象学」、「実務熱帯気象学」、「SATAID」の 

各研修における講師と研修員 
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＜PDM 成果 3 に関する研修＞ 

(1) コンサルタントの実施した研修の記録を以下の表に取り纏めた。 

表 41  気象予報能力向上に関する研修 

研修日 研修時間 研修場所 
参加

人数
指導者 内容 

2015 年 1 月 19 日 14:00-16:00 会議室 11 

内田善久 

野口晉孝 

遠藤肇秀 

 パソコン設置 

 週間降水量気象予報ガイダン

ス（168 時間） 

2015 年 1 月 20 日 16:30-18:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
1 

内田善久 

野口晉孝 

 週間降水量気象予報ガイダン

ス（168 時間） 

2015 年 1 月 21 日 09:00-10:30 会議室 5 
内田善久 

野口晉孝 

 気象予報ガイダンスの入門及

び基礎知識、WRF (NWP Model)

の特徴 

2015 年 1 月 23 日 09:00-10:45 会議室 9 
内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス 

2015 年 1 月 27 日 14:00-16:00 会議室 8 
内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス 

2015 年 1 月 29 日 09:30-11:00 会議室 7 
内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス（地点間及び

地点と約 60km メッシュ） 

 週間降水量気象予報ガイダン

ス（168 時間） 

2015 年 1 月 29 日 14:00-15:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
2 

内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス 

2015 年 1 月 30 日 09:30-11:00 会議室 7 
内田善久 

野口晉孝 

 気象予報ガイダンスに必要な

手続き 

 海上風の予報ガイダンス 

2015 年 7 月 2日 10:30-12:00 会議室 5 
内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス（第１インタ

ーモンスーン期、第 2インター

モンスーン期、北東モンスーン

期、南西モンスーン期） 

2015 年 7 月 7日 09:30-11:30 会議室 5 
内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス（第１インタ

ーモンスーン期、第 2インター

モンスーン期、北東モンスーン

期、南西モンスーン期） 
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2015 年 7 月 10 日 10:45-11:15 会議室 6 
内田善久 

野口晉孝 

 12、24 及び 36 時間の降水量気

象予報ガイダンス（第１インタ

ーモンスーン期、第 2インター

モンスーン期、北東モンスーン

期、南西モンスーン期）の日常

業務 

2016 年 5 月 4日 09:00-12:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
8 

内田善久 

野口晉孝 

山内元宏 

 PPM （ Prefect Prognosis 

Method）による季節予報ガイダ

ンス 

2016 年 5 月 4日 13:30-16:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
8 

内田善久 

野口晉孝 

山内元宏 

 PM（Prefect Prognosis Method）

による季節予報ガイダンス 

2016年11月16日 08:30-10:00 
DOM 気象センター

(NMC) 
6 

内田善久 

野口晉孝 

山内元宏 

 週間気象予報ガイダンス（第１

インターモンスーン期、第 2イ

ンターモンスーン期、北東モン

スーン期、南西モンスーン期）

2016年11月17日 08:30-10:00 
DOM 気象センター

(NMC) 
4 

内田善久 

野口晉孝 

山内元宏 

 週間気象予報ガイダンス（第１

インターモンスーン期、第 2イ

ンターモンスーン期、北東モン

スーン期、南西モンスーン期）

2016年11月17日 08:30-10:00 
DOM 気象センター

(NMC) 
4 

内田善久 

野口晉孝 

山内元宏 

 週間気象予報ガイダンス（第１

インターモンスーン期、第 2イ

ンターモンスーン期、北東モン

スーン期、南西モンスーン期）

2017 年 3 月 16 日 14:00-15:00 
DOM 気象センター

(NMC) 
2 

野口晉孝 

遠藤肇秀 

 パソコン設置（Virtual Machine

を利用した Linux OS のインス

トールと初期設定） 

2017 年 3 月 17 日 14:30-15:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
2 

野口晉孝 

遠藤肇秀 

 パソコン設置（Virtual Machine

を利用した Linux OS のインス

トールと初期設定） 

2017 年 3 月 22 日 14:00-15:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
4 

野口晉孝 

遠藤肇秀 

 週間気象予報ガイダンス（ダウ

ンロード及びGFSデータの重要

な手順） 

2017 年 3 月 28 日 14:00-15:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
5 

内田善久 

野口晉孝 

遠藤肇秀 

 週間気象予報ガイダンス（ダウ

ンロード及びGFSデータの重要

な手順） 

2017 年 3 月 29 日 14:00-15:00 
DOM 気象センター

(NMC) 
5 

内田善久 

野口晉孝 

遠藤肇秀 

 季節予報ガイダンス（ダウンロ

ード及びGFSデータの重要な手

順） 

2017 年 4 月 28 日 14:00-15:00 DOM 気象センター 2 内田善久  WRF 格子点値を用いた短期（コ
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(NMC) 野口晉孝 

遠藤肇秀 

ロンボ：12 時間、24 時間毎の

降水量）気象予報ガイダンスの

ための準自動リナックスプロ

グラムのインストール及び運

用 

 

(2) 長期専門家・短期専門家の実施した研修 

 

 長期専門家「基礎気象学」講義 

スリランカの大学は気象学を専攻する教室を有していないため、DOM の職員が十分な気

象学の基礎知識を得ることが困難である。このため DOM からの要請にもとづき、気象予

報に関わる職員の能力向上のため、長期専門家が 2015 年 1 月から 2016 年 8 月の期間の

毎週 2時間、24 名の予報官、気象官を対象として基礎気象学を講義した。これによって

受講者は学部 4年～修士初年度に相当する気象学の知識を身に着けた。 

 短期専門家「理論熱帯気象学」研修 

海洋研究開発機構(JAMSTEC)の専門家により最新の理論熱帯気象学の研修が行われた。 

 短期専門家「実務熱帯気象学」研修 

気象庁予報部の専門家により気象庁の解析データと専用解析ツールiTacsを使用した実

務熱帯気象学の研修と実習が行われた。 

 短期専門家「SATAID」研修 

上記＜衛星画像解析（SATAID）ソフトの利用に関する訓練＞に記したとおりである。講

師は気象庁予報部及び気象衛星センターの専門家である。 

 「定量的降水算出」及び「定量的降水予報」研修 

気象庁の予報部及び気象研究所から招聘した2名の短期専門家が 2017年 7月 25日開催

の気象防災セミナー（p137）(3.5.(2))において、洪水や土砂災害などの大雨災害に対

処するための気象情報の発表に必要なレ

ーダーや雨量計を利用した定量的降水算

出技術 QPE 及びその応用である定量的降

水予測技術 QPF について発表した。短期

専門家は DOM においても予報官・気象官

を対象として同様の内容の研修を実施し

(写真 3-5)、研修員は大雨災害に対処す

写真 3-5  短期専門家による「QPE」、

「QPF」研修 
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る上でオンラインの降雨観測と、それにもとづく QPE、QPF の重要性を解説した。 

 

(3) 来訪研究者による講演 

最新の気象学の知識に触れる機会が少ない DOM 職員の気象学の知識向上のため、本プロ

ジェクト期間中に DOM を訪問した 4 名の日本の気象学研究者により、本プロジェクト主催

としてDOMにおいて篤志気象講演会を開催した（写真3-6）。表42は講演者のリストである。 

 

表 42  日本の気象研究者による篤志講演会 

講演題目 講演者 所属 講演日 

デジタル気候雨量図 谷田貝亜紀代 名古屋大学教授 2017.1.16 

熱帯における降雨特性 林 泰一 京都大学教授 2015.7.23 

雲物理概要 藤吉康志 北海道大学教授 2015.12.7 

GPS 気象学 津田敏隆 京都大学教授 2017.2.26 

 

 

 

＜PDM 成果 3 に対する所感＞ 

 

PDM 成果 3 に対する取り纏めとして、本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項

及び本プロジェクト終了後DOMが解決又は向上させるべき事項に関して所感として下表に示

した。 

 

 

 

写真 3-6  谷田貝亜紀代、林泰一、藤吉康志、津田敏隆の各氏による篤志気象講演会 
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表 43  PDM 成果 3 に対する所感 

PDM 成果 3：収集した気象データを用いた気象予報能力が向上する。 

本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項 

 求めたい予報値と対応する観測値を用いて、短期予報と週間予報に対する MOS(Model Output 

Statistics)方式による予報ガイダンスの作成ができるようになった。 

 短期降水量予報では、DOM が計算・保存している WRF 予報値を用いて、MOS 方式の予報ガイダン

スから準自動的に降水量を計算し、予測作業を効率的に実施することができるようになった。 

 インド洋西部、コロンボ、スマトラ、ペルー沖、大西洋中部の各熱帯域の 5地点の月平均海面水

温とコロンボの月降水量を用いて、PPM（Perfect Prognosis Method）方式による量的季節予報

の回帰式の作成が可能になった。本作業に伴い、スリランカの降水量がインド洋ダイポール現象

やエルニーニョ現象等の広域海水温現象と関連していることを理解できるようになった。 

 当初、DOM の降水量に相関の高そうな気象要素を数多く取り上げ、その後予測の安定のため、エ

クセルを用いた適切な気象要素数に減少させる変数減少法の手法が利用できるようになった。 

 全球モデルの格子点値のダウンロードができるようになった。Linux の wgrib2（grib2 の圧縮形

式ファイルの解凍ソフト）を利用できるようになった。 

 スリランカでは季節により、特徴的な降水形態が見られるので、北東モンスーン、第 1インター

モンスーン、南西モンスーン、第 2インターモンスーンの季節毎に回帰式を作成した。季節分け

することにより、季節分けのない場合に比べ、短期予報の精度向上が認められた。 

 コロンボとラトゥナプラの週間降水量予報についても季節分けを行い、MOS 方式による週間予報

の量的予報が実施されるようになった。 

 量的予報である降水量の精度検証として、RMSE（2 乗平均平方根誤差）の計算手法を利用できる

ようになった 

本プロジェクト終了後 DOM が解決又は向上させるべき事項 

 本プロジェクトにおいてガイダンスの作成を実施した後に、改良された以下の数値予報モデルの

格子点値が利用可能となっており、将来的には更に精度の高い数値予報モデルの格子点値が公開

されることが期待される。そのため、現在使用している NOAA の GFS（Global Forecast System）

の 0.5 度格子点値に代えて、新たに利用可能となった数値予報モデルの格子点値を WRF モデルの

初期条件及び境界条件として用いたガイダンスを作成し、本プロジェクトで作成した気象予報ガ

イダンスの予報結果と比較しながら、スリランカに最も適した気象予報ガイダンス継続的に検討

する必要がある。 

＜新たに入手可能な短期予報及び週間予報のための格子点値＞ 
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 GSM：日本（気象庁）の広域モデル、格子間隔：0.25 度、データ同化済み 

 GFS：アメリカ（NOAA）の広域モデル、格子間隔：0.25 度、データ同化済み 

 IFS：EC（ECMWF）の広域モデル、格子間隔：8km、データ同化済み 

 WRF モデルを使用せずに、新たに利用可能となった数値予報モデルの格子点値を直接用いた気象

予報ガイダンスを作成し、DOM の WRF モデルを用いた気象予報ガイダンスとの比較により、DOM

の WRF モデルの予報精度を継続的に検証する必要がある。 

 気象予報ガイダンスの精度をより高いものへと発展させるためには、使用する格子点値（予報値）

をできるだけ長期間（最低 2年以上）分、各国の気象機関より継続的に取得し保存する必要があ

る。しかしながらその手間とデータ量は膨大なものになるため、自動的にデータを取得するプロ

グラムの作成と、取得したデータを保存するための大容量データストレージシステムを構築す

る。 

 新たな気象予報ガイダンス開発に要する時間を短縮し且つ予報結果の精度を向上させるために、

各数値予報モデルに含まれる多くの気象要素から予報に最適な要素（予測因子）を的確に選択す

るためのプログラムを開発する。 

 種々の数値予報モデルを用いて気象予報ガイダンスの比較検討を行い、スリランカの気象予報に

最適な数値予報モデルと予測因子が決定した後で、重回帰による気象予報ガイダンスから、日々

の予報値と観測値の誤差を迅速に気象予報に反映させることの出来るカルマンフィルターによ

るガイダンスへ変更する。 

 気象予報ガイダンス運用に必要な各種自動プログラムを作成し維持管理して行くために、リナッ

クスを用いたコンピュータープログラムの操作に関するスキルを向上させる。 

 予報の精度向上と精度評価のために、地上気象観測地点数（自動気象観測システム）を増加させ

る。 
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 PDM 成果 4：警報基準が精緻化する。 

 

PDM に記載の成果 4の活動は以下の通りである。 

4.1 警報の現状をレビューし、課題を特定する。 

4.2DOM、DMC 等との協議を通じて警報基準の改善手法を検討し、大雨、強風、落雷に関する

新たな警報基準を設ける。 

 

プロジェクトにおける実際の活動内容は以下の通りである。 

 

＜警報の実情のレビュー・課題の特定＞ 

 

ベースライン調査にて把握した DOM の警報基準整備の現状を分析し、課題を特定する。特

定した課題を「ベースライン調査報告書」に取り纏めた。 

 DOM との協議及びベースライン調査を通して、以下に列記した向上させるべき課題が特

定され、課題を解決するための活動が実施された。 

 現在全国で同一の基準で注意報・警報を発表している。 

 各種注意報・警報のマークが一般の人に分かりにくい。 

 注意報・警報発表情報が文章主体となっている。 

 ベースライン調査を作成して、JICA 及び DOM に提出した。 

 

＜大雨、強風、落雷に関する新たな警報基準を設ける＞ 

 

DOM、DMC 等との協議を通じて警報基準の改善手法を検討し、大雨･強風に関する新たな警

報基準及び落雷発生に関する新たな基準を設定した。また警報発表のための地域細分も実

施した。作成した警報基準案の内部運用を開始し、適宜、警報基準の修正を行った。 

 

大雨に関する注意報・警報基準を気候区分、地形特性に分けて再設定した。 

 

(1) アプローチ 1：災害事例と降雨データ（AWS または雨量計）を用いた統計解析（雨量観

測所と災害発生地点の距離が 10km 以内の事例を使用） 
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解析に用いたデータ： 

 AWS 時間雨量データ（気象官署・AWS 観測所の計 38 ヶ所） 

 雨量観測所の日雨量データ（約 300 ヶ所） 

 DMC が記録した災害発生情報：462 事例（洪水・地滑り・サイクロンで犠牲者あり） 

解析対象期間： 

1978 年 1 月～2014 年 12 月 

方法： 

 洪水事例を抽出： 462 → 199 事例 

 災害地点と雨量観測所（AWS または雨量計）の距離が 10km 以内の事例を抽出： 

199 → 114 事例 

 災害地点に最も近い雨量観測所における災害発生日から 5 日前までの最大日雨量を

抽出 

 雨量観測所を 2つの気候ゾーンに分類：①乾燥ゾーンと②湿潤ゾーン・中間ゾーン 

 抽出した日雨量データを 2つの気候ゾーン毎に小さい順に並べ替え 

 災害事例を 40％カバーする日雨量を注意報基準値、50％カバーする日雨量を警報基

準値とみなす 

※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 

解析結果： 

＜乾燥ゾーン＞ 

注意報基準：雨量 >   70mm/24h + 50mm/6h 

警報基準：雨量 > 100mm/24h 

＜湿潤ゾーン・中間ゾーン＞ 注意報基準：雨量 > 100mm/24h + 50mm/6h 

警報基準：雨量 > 120mm/24h 

 

(2) アプローチ 2：災害事例と降雨データ（AWS または雨量計）を用いた統計解析（雨量観

測所と災害発生地点の距離は考慮しない） 

解析に用いたデータ： 

 AWS 時間雨量データ（気象官署・AWS 観測所の計 38 ヶ所） 

 雨量観測所の日雨量データ（約 300 ヶ所） 

 DMC が記録した災害発生情報：462 事例（洪水・地滑り・サイクロンで犠牲者あり） 



スリランカ国 気象観測・予測・伝達能力向上プロジェクト 
プロジェクト完了報告書 

 
 

 
91 
 

解析対象期間： 

1978 年 1 月～2014 年 12 月 

方法： 

 洪水事例を抽出： 462 → 199 事例 

 災害地点に最も近い雨量観測所における災害発生日から 5 日前までの最大日雨量を

抽出 

 雨量観測所を 2つの気候ゾーンに分類：①乾燥ゾーンと②湿潤ゾーン・中間ゾーン 

 抽出した日雨量データを 2つの気候ゾーン毎に小さい順に並べ替え 

 災害事例を 40％カバーする日雨量を注意報基準値、50％カバーする日雨量を警報基

準値とみなす 

※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 

解析結果： 

＜乾燥ゾーン＞  注意報基準：雨量 > 70mm/24h + 50mm/6h 

警報基準：雨量 > 100mm/24h 

＜湿潤ゾーン・中間ゾーン＞ 注意報基準：雨量 > 90mm/24h + 50mm/6h 

警報基準：雨量 > 120mm/24h 

 

(3) アプローチ 3：降雨データ（AWS または雨量計）を用いた統計解析（DOM との協議の結

果、日雨量を小さい順に並び替え、99％カバーする雨量値を警報基準値、95％カバー

する雨量値を注意報基準値とみなすこととした） 

解析に用いたデータ： 

 AWS 観測以前の時期： 

20 ヶ所の気象官署で観測された日雨量データ 

 AWS 観測以降の時期： 

20 ヶ所の気象官署に併設された AWS で観測された日雨量データ 

解析対象期間： 

1978 年 1 月～2014 年 12 月 

 

方法： 

 観測対象期間における日雨量データを気象官署毎に小さい順に並べ替え 
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 気象官署毎に全データの 95％、99％をカバーする日雨量を抽出 

 ※日雨量が欠測値（-999）、0.1mm/24h 以下の雨量データは解析に用いない 

 気象官署を 2つの気候ゾーンに分類：①乾燥ゾーンと②湿潤ゾーン・中間ゾーン 

 抽出した日雨量について、気候ゾーン毎に平均値を取り、99％カバーの平均値を警

報基準値、95％カバーの平均値を注意報基準値とみなす 

※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 

解析結果： 

＜乾燥ゾーン＞  注意報基準：雨量 > 55mm/24h 

警報基準：雨量  > 100mm/24h 

＜湿潤ゾーン・中間ゾーン＞ 注意報基準：雨量 > 45mm/24h 

警報基準：雨量 > 85mm/24h 

 

(4) アプローチ 4：降雨データ（AWS または雨量計）を用いた統計解析（DOM との協議の結

果、日雨量を小さい順に並び替え、99％カバーする雨量値を警報基準値、95％カバー

する雨量値を注意報基準値とみなすこととした） 

 

解析に用いたデータ： 

 AWS 観測以前の時期： 

20 ヶ所の気象官署で観測された日雨量データ 

 AWS 観測以降の時期： 

20 ヶ所の気象官署に併設された AWS で観測された日雨量データ 

解析対象期間： 

1978 年 1 月～2014 年 12 月 

方法： 

 観測対象期間における日雨量データを気象官署毎に小さい順に並べ替え 

 気象官署毎に全データの 95％、99％をカバーする日雨量を抽出 

 ※日雨量が欠測値（-999）、0.1mm/24h 以下の雨量データは解析に用いない 

 気象官署を 2つの地形区分に分類：①山岳部と②平野部 

 抽出した日雨量について、地形区分毎に平均値を取り、99％カバーの平均値を警報

基準値、95％カバーの平均値を注意報基準値とみなす 

※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 
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解析結果： 

＜山岳部＞ 注意報基準：雨量 > 35mm/24h 

警報基準：雨量 > 65mm/24h 

＜平野部＞ 注意報基準：雨量 > 50mm/24h 

警報基準：雨量 > 100mm/24h 

 

強風に関する注意報・警報基準を再設定した。 

 

(1) アプローチ 1：災害事例と風速データ（AWS）を用いた統計解析（AWS と災害発生地点

の距離が 10km 以内の事例を使用） 

解析に用いたデータ： 

 20 ヶ所の気象官署に併設された AWS で観測された風速データ（平均風速、最大瞬間

風速の時別値） 

 DMC が記録した災害発生情報：703 事例（強風により犠牲者、家屋全壊・半壊が発生

した事例） 

図 19  成果品（Prospective Warning Criteria [Heavy Rain] ） 
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解析対象期間： 

2009 年 1 月～2014 年 12 月 

方法： 

 災害地点と AWS の距離が 10km 以内の事例を抽出：703 → 144 事例 

 災害地点に最も近いAWSにおける災害発生日から48時間前までの平均風速／最大瞬

間風速の最大値を抽出 

 抽出した AWS 風速データ（144 データ）を小さい順に並べ替え 

 災害事例を 50％カバーする風速値を注意報基準値、95％カバーする風速値を警報基

準値とみなす 

※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 

解析結果： 

注意報基準:  平均風速 > 20km/h, 最大瞬間風速 > 45km/h 

警報基準:  平均風速 > 40km/h, 最大瞬間風速 > 70km/h 

 

(2) アプローチ 2：災害事例と風速データ（AWS）を用いた統計解析（AWS と災害発生地点

の距離は考慮しない） 

解析に用いたデータ： 

 20 ヶ所の気象官署に併設された AWS で観測された風速データ（平均風速、最大瞬間

風速の時別値） 

 DMC が記録した災害発生情報：703 事例（強風により犠牲者、家屋全壊・半壊が発生

した事例） 

解析対象期間： 

2009 年 1 月～2014 年 12 月 

方法： 

 対象となる全災害事例を使用：703 事例 

 災害地点に最も近いAWSにおける災害発生日から48時間前までの平均風速／最大瞬

間風速の最大値を抽出 

 抽出した AWS 風速データ（703 データ）を小さい順に並べ替え 

 災害事例を 50％カバーする風速値を注意報基準値、95％カバーする風速値を警報基

準値とみなす 
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※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 

解析結果： 

注意報基準： 平均風速 > 15km/h, 最大瞬間風速 > 40km/h 

警報基準：  平均風速 > 35km/h, 最大瞬間風速 > 75km/h 

 

(3) アプローチ 3：風速データ（AWS）を用いた統計解析（DOM との協議の結果、風速デー

タを小さい順に並び替え、99％カバーする風速値を警報基準値、95％カバーする風速

値を注意報基準値とみなす） 

 

解析に用いたデータ： 

 20 ヶ所の気象官署に併設された AWS で観測された風速データ（平均風速、最大瞬間

風速の時別値） 

 

解析対象期間： 

2009 年 1 月～2014 年 12 月 

 

方法： 

 観測対象期間における風速データ（平均風速、最大瞬間風速の時別値）を観測所毎

に小さい順に並べ替え 

 観測所毎に全データの 95％、99％をカバーする風速値（平均風速、最大瞬間風速）

を抽出 

※風速値が欠測値（-999）、1m/s 以下の風速データは解析に用いない 

 抽出した風速値について、99％カバーの風速値を警報基準値、95％カバーの風速値

を注意報基準値とみなす 

 

解析結果： 

注意報基準:  平均風速 > 20km/h, 最大瞬間風速 > 35km/h 

警報基準:  平均風速 > 25km/h, 最大瞬間風速 > 45km/h 
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落雷に関する新たな注意報基準を設定した。 

 

(1) アプローチ 1：気象官署の雷観測データと GFS から計算された大気不安定データ（CAPE

と SSI）を用いた統計解析（2つの気候ゾーン、全国における平均値を注意報基準値と

見なすこととした） 

 

解析に用いる指標： 

CAPE と SSI* 

*SSI: ショワルター安定指数 

SSI = T500 - TL 

T500: 500hPa の気温 (°C) 

TL: 850hPa 面にある空気塊を 500hPa 面まで乾燥断熱減率と湿潤断熱減率に沿っ

て持ち上げた場合の気温 (°C) 

*850hPa の気温 T850・湿度 RH850 と 500hPa の持ち上げ気温 TL の対応表

(TL_table.xlsx) を用いることで、SSI の妥当性についても確認した。 

図 20  成果品（Prospective Warning Criteria [Strong Wind] ） 
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（参考） 

大気不安定度の目安 CAPE SSI 

安定 < 0 > 0 

やや不安定（雷雨の可能性） 0 ~ 1000 0 ~ -3 

中程度に不安定（激しい雷雨の可能性あり） 1000 ~ 2500 -3 ~ -6 

非常に不安定（激しい雷雨の可能性あり） 2500 ~ 3500 -6 ~ -9 

極度に不安定（激しい雷雨の可能性あり） > 3500 < -9 

引用元：気象庁ホームページ 

 

解析に用いたデータ： 

 GFS（*）から抽出した CAPE（空気塊を地上から持ち上げ）  

 GFS から計算した SSI （850hPa 気温と湿度、500hPa 気温から計算） 

（*）GFS: NOAA の数値モデル。0.5 度グリッド、6時間毎の解析値データを使用 

(https://www.ncdc.noaa.gov/data-access/model-data/model-datasets/global-forcast-s

ystem-gfs) 

 20 ヶ所の気象官署における雷観測データ  

解析対象期間： 

2015 年 1 月～2016 年 12 月  

方法： 

 気象官署に最も近い GFS グリッドを選定 

 各気象官署において雷観測時刻の直前の GFS グリッド（1.で選定）における CAPE

を抽出し、SSI を 850hPa 気温・湿度、500hPa 気温から計算 

 各気象官署において CAPE と SSI の平均値を計算 

 気象官署を 2つの気候ゾーンに分類：①乾燥ゾーンと②湿潤ゾーン・中間ゾーン 

 2 つの気候ゾーンと全国における CAPE と SSI の平均値を注意報基準値とみなす 

 

解析結果： 

＜乾燥ゾーン＞  注意報基準：CAPE > 1300, SSI < -0.8 

＜湿潤ゾーン・中間ゾーン＞ 注意報基準：CAPE > 1000, SSI < -1.0 

＜スリランカ全域＞  注意報基準：CAPE > 1200, SSI < -0.9 
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(2) アプローチ 2：気象官署の雷観測データと GFS から計算された大気不安定データ（CAPE

と SSI）を用いた統計解析（DOM との協議の結果、大気不安定データを小さい順に並び

替え、2つの気候エリア、全国において 99%カバーする CAPE・SSI を注意報基準値とみ

なすこととした。 

－CAPE と SSI の基準を 99％とした根拠－ 

基準を 100％とすると CAPE と SSI の最大値を取ってしまい、ほぼ注意報が出ない基準

となってしまうため、注意報新設の最初の段階として、極値を代表する 99％を基準と

した。今後 DOM が数年間の落雷事例を蓄積して、99％を 95％に変更したほうがいいの

か等、検証する必要がある。 

解析に用いる指標： 

CAPE と SSI 

解析に用いたデータ： 

 GFS から抽出した CAPE（空気塊を地上から持ち上げ）  

 GFS から計算した SSI （850hPa 気温と湿度、500hPa 気温から計算） 

解析対象期間： 

2015 年 1 月～2016 年 12 月 

方法： 

 気象官署に最も近い GFS グリッドを選定 

 各気象官署において 6時間毎の CAPE と SSI データを小さい順に並べ替え 

 気象官署毎に全データの 99％をカバーする CAPE と SSI を抽出 

※GFS の欠測データ（-9999）は解析に用いない 

 3.で抽出した CAPE と SSI について、気候ゾーン毎と全国の平均値を取り、99％カバ

ーの平均値を注意報基準値とみなす 

※カバーする％の数値については、DOM との協議で決定 

解析結果： 

＜乾燥ゾーン＞  注意報基準：CAPE > 2500, SSI < -3.5 

＜湿潤ゾーン・中間ゾーン＞ 注意報基準：CAPE > 2000, SSI < -3.5 

＜全国＞   注意報基準：CAPE > 2300, SSI < -3.5 
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大雨・強風警報に関して 1雨季（第 1インターモンスーン期）の内部運用を実施した。 

 

検証のフロー： 

大雨については気象官署の 3時間毎の雨量データ、強風についてはコロンボの毎時風速デ

ータを使用し、実際に注意報・警報が発表された時間帯での各アプローチの基準値を検証。 

図 21  成果品（Prospective Warning Criteria [Lightning] ） 

図 22  検証のフロー図 
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大雨検証結果： 

2017 年 5 月 18 日 13:00 に大雨注意報発表 

→アプローチ 3、4の基準値を用いると、14:30 に大雨注意報発表の条件に到達した。 

 

強風検証結果： 

図 23  大雨検証結果 

図 24  強風検証結果 
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20017 年 5 月 18 日 13:00 に強風注意報発表 

→アプローチ 2の基準値を用いると、15:00 に強風注意報発表の条件に到達した。 

 

注意報・警報マーク（大雨・雷・強風・サイクロン・津波）を国民が容易に理解できる

よう、ユニバーサルデザインに準拠したものに改善した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意報・警報発表情報を文字情報から視覚情報に改善した。 

2 ページ目に注意報・警報発表状況の地図情報を追加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 26  成果品（注意報・警報発表情報の改善・追加情報） 

図 25  成果品（Advisory/Warning Signs）
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＜警報基準の運用のモニタリング＞ 

 

大雨･強風に関する新たな警報基準及び落雷発生に関する新たな基準の運用状況を確認し、

今後、活動の際にフィードバックすべき教訓を以下の通り整理した。 

 

 大雨・強風の注意報・警報基準を DOM で運用中であり、今後 DOM が 5 年程かけて気

象観測データおよび災害事例を蓄積し、検証および基準値の見直しを行う。 

 雷注意報については、注意報新設の最初の段階として（極値を代表する）99％を基

準とした。今後 DOM が数年間の落雷事例を蓄積して、最もふさわしい基準値（99%

より 95%がいい、等）を検討する必要がある。 

 DMC が記録した災害発生情報には詳細な情報（位置情報、発生時刻情報等）がなか

ったため、今後正確かつ詳細な災害発生情報を記録するよう DMC に進言する必要が

ある。 

 スリランカでは現在気象レーダーを建設中であり、レーダーにより詳細な降雨観測

データが得られれば、精度が担保された雷注意報基準を作成することが可能である。 

 他の地域で活動する際にも、長期間の気象観測データおよび詳細な災害発生情報を

入手する必要がある。さらに、一般の人が理解しやすい警報マークや警報情報に改

善する事が望ましい。 

 

＜PDM 成果 4 に関する研修＞ 

 

PDM 成果 4に関する研修の記録を以下の表に取り纏めた。 

表 44  警報基準の精緻化に関する研修 

研修日 研修時間 研修場所 
参加

人数
指導者 内容 

2015 年 1 月 27 日 11:00-11:45 会議室 6 
藤井孝成 

内田善久 
 現状の警報基準 

2015 年 1 月 29 日 11:00-11:40 会議室 8 
藤井孝成 

内田善久 

 現状の警報基準気象庁（日

本）の注意報及び警報の紹介

2015 年 1 月 29 日 13:30-14:00 
DOM 気象センター 

(NMC) 
1 藤井孝成  現状の警報基準 

2015 年 2 月 5日  13:00-13:30 会議室 18 藤井孝成 
 気象観測データ及び主な災

害の収集 
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2015 年 7 月 2 日  09:30-10:30 会議室 6 
藤井孝成 

内田善久 

 大雨警報の精緻化 

 新たな警報マークの提案 

2015 年 7 月 10 日 09:45-10:45 会議室 6 
藤井孝成 

内田善久 

 強風警報の検証 

 新たな警報の提案 

2016 年 6 月 29 日 09:00-10:00 
DOM 気象センター 

(NMC) 
10 

藤井孝成 

内田善久 

 大雨警報／注意報基準につ

いての議論 

 大雨警報／注意報の検証 

 雷注意報の検討 

 新たな警報マークについて

の議論 

2016 年 7 月 7日  08:45-09:30 
DOM 気象センター 

(NMC) 
7 藤井孝成 

 大雨警報／注意報基準につ

いての議論 

 日本における雷注意報及び

雷予報についての紹介 

2016 年 7 月 11 日 13:35-14:05 
DOM 気象センター

(NMC) 
7 藤井孝成 

 大雨警報／注意報基準につ

いての議論 

2017 年 3 月 27 日 13:30-14:30 
DOM 気象センター

(NMC) 
5 

藤井孝成 

内田善久 

 大雨警報／注意報基準につ

いての議論 

 強風警報／注意報基準につ

いての議論 

 雷注意報基準についての議

論 

2017 年 5 月 25 日 14:00-15:00 
DOM 気象センター

(NMC) 
5 

藤井孝成 

岩田総司 

 警報／注意報基準の候補の

内部運用及び評価 

 警報発表の改善 

 プロジェクト後の将来の挑

戦 

 

＜PDM 成果 4 に対する所感＞ 

 

PDM 成果 4 に対する取り纏めとして、本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項

及び本プロジェクト終了後DOMが解決又は向上させるべき事項に関して所感として下表に示

した。 
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表 45  PDM 成果 4 に対する所感 

PDM 成果 4：警報基準が精緻化する。 

本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項 

 大雨に関する注意報・警報基準値を、気候区分、地形特性に分けて設定できるようになった。 

 強風に関する注意報・警報基準値を、風速データと DMC が記録した過去の強風災害事例を用いて

設定できるようになった。 

 雷に関する注意報基準値を、CAPE と SSI を用いて設定できるようになった。 

 大雨・強風に関する注意報・警報基準値の検証が、気象観測データと DMC が記録した災害発生情

報を用いて行われるようになった。 

 ユニバーサルデザインに準拠した注意報・警報マークを用いた、視覚情報に改善された注意報・

警報情報を発表できるようになった。 

本プロジェクト終了後 DOM が解決又は向上させるべき事項 

 新しい大雨・強風の注意報・警報基準を DOM で運用中である。その一方、注意報・警報基準は定

期的に見直すべきものであるため、今後 DOM が 5 年程かけて気象観測データと災害事例を蓄積

し、検証および基準値見直しをする必要がある。 

 雷注意報については、注意報新設の最初の段階として（極値を代表するパーセンタイル値）99 パ

ーセンタイル値を基準とした。2 年間のデータで基準値を設定したため、今後 DOM が数年間の落

雷事例を蓄積して、最もふさわしい基準値（99 パーセンタイル値より 95 パーセンタイル値がい

い、等）を検討および基準の見直しをする必要がある。 

 DMC が記録した災害発生情報には詳細な情報（位置情報、発生時刻情報等）がなかったため、今

後正確かつ詳細な災害発生情報を記録するよう DMC に進言する必要がある。 

 雷注意報基準作成の際、気象官署における雷観測データ（詳細な位置情報が存在しない）を用い

たため、スリランカの新レーダーにより詳細な降雨観測データが得られれば、精度が担保された

雷注意報基準を作成することが可能である。 

 今後他の地域で同様の活動を実施する場合、精度の担保された注意報・警報基準を作成するため、

長期間の気象観測データと詳細な災害発生情報を入手する必要がある。さらに、国民が容易に理

解できるため、警報マークおよび警報情報を向上させることが望ましい。 
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 PDM 成果 5：気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

 

PDM に記載の活動は以下の通りである。 

5.1 気象情報の内容を把握し、課題を特定する。 

5.2 気象情報の内容を改善する。 

5.3 船舶への情報提供の発表タイミングを見直す。 

5.4 ウェブサイトの内容を改善する。 

5.5 スマートフォンと互換性のあるウェブサイトを作成する。 

5.6 気象サービスに関する教育材料（防災啓発資料）を作成する。 

 

プロジェクトにおける実際の活動内容は以下の通りである。 

 

＜気象情報の内容把握・課題の特定＞ 

 

ベースライン調査にて把握した DOM の気象情報の内容を分析し、課題の特定を行った。一

般、ビジネス／業務に利用する事業者及び防災関係政府機関等の各利用者に対して需要調

査を行った。特定した課題については、「ベースライン調査報告書」に取り纏めた。具体的

な活動内容は以下の通りである。 

 

 DOM との協議及びベースライン調査を通して、以下に列記した向上させるべき課題が特

定され、課題を解決するための活動が実施された。 

 文字による気象情報が多い 

 グラフ等でビジュアル化された気象情報が少ない 

 既設 DOM ウェブサイトは、英語・シンハラ語・タミル語が混ざって表示されている 

 既設 DOM ウェブサイトは、各種インターネット端末（PC、スマートフォン、タブレット

等）との互換性がない 

 既設 DOM ウェブサイトは、テンプレートの変更ができない 

 気象教育用情報の掲載がない 

 ベースライン調査を作成して、JICA 及び DOM に提出した。 
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＜船舶への情報提供の発表タイミングの見直し＞ 

 

スリランカでは過去に海上風による船舶の転覆による事故が発生し、それ以降、船舶に

対する気象情報の提供の重要性が増していた。DOM による船舶への情報提供の発表タイミン

グをレビューし、改善策の提案を行った。具体的な活動内容は以下の通りである。 

 DOM による船舶への情報提供の発表タイミングに関する協議が実施された。 

 DOM との協議の上、新たな DOM ウェブサイトに船舶向けの気象情報を掲載することが決

められた。 

 適時に利用者へ伝達するための船舶向けの気象情報の向上と DOM の新たなウェブサイトへの

掲載が実施された。 

 

＜気象情報の内容の改善＞ 

 

エンドユーザーである住民が理解しやすい気象情報を提供するよう表現方法の改善を行

った。また DOM は、DMC などの防災関係機関に対して気象情報を確実に発信することが主要

業務であることから、単純に文字や数値として示すだけでなく、視覚的な表現を用いるな

ど工夫し、情報が迅速で正確に伝わるよう留意した。 

 

＜ウェブサイトの内容の改善＞ 

 

C/P と協議の上、使いやすいウェブサイトとなるようコンテンツ及びデザインを整理し、

改善案の取り纏めを行った。 

 

＜各種インターネット端末との互換性を有している新たな DOM ウェブサイトの構築＞ 

 

ベースライン調査において明確となった課題を克服するため、以下に列記した各項目

を満足する、各種インターネット端末（PC、スマートフォン、タブレット等）との互換性

および容易なアップデートが可能な新たな DOM ウェブサイトの構築を本プロジェクトにお

いて実施した。 

 文字情報の削減 

 警報をトップページに配置 
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 重要な情報へのクリックボタンをトップページに表示 

 グラフ等でビジュアル化された情報の提供 

 英語・シンハラ語・タミル語による表示 

 容易な気象情報のアップロード 

 映像による簡単な気象の解説の掲載 

 気象衛星画像の掲載 

 気象レーダー観測網が完成した時点での気象レーダー画像の掲載が可能 

 教育材料（防災啓発資料）の掲載 

 

また、新たな DOM ウェブサイトのデザインの基本方針は、以下の通りである。 

 新たな DOM ウェブサイトのデザイン目標として、Keep It Simple（KIS）とした。 

 行間や文字間、要素間などに適度な空白（ホワイトスペース）を設け、ユーザーが読む

際の負担を減らすウェブサイトとした。 

 ビジュアルコミュニケーション（レイアウト（フォーマット、構成、グリッド）、タイポ

グラフィ（書体の選定、文字の扱い）、色とテクスチャ、アニメーション等）を効果的に

活用したウェブサイトとした。 

 ページを見てすぐに、ページの内容や機能が分かる構造やデザインとした。 

 別のページに移動することが明確なリンクを設けた。 

 画像はテキストより目を引きやすく、太字がプレーンテキストより目立つようにした。 

 

また新たな DOM ウェブサイトの開発における具体的な活動内容は、以下の通りである。 

 

 新たな DOM ウェブサイトの開発の最良策を検討するためのブレインストーミングが実施

された。 

 DOM ウェブサイトのテンプレートが作成された。 

 DOM との協議の上、DOM ウェブサイトのページレイアウト及びデザインが確定した。 

 DOM 及びスリランカ政府組織の全てのウェブを運営維持管理している情報通信技術庁

（ICTA：Information and Communication Technology Agency of Sri Lanka）と協議の
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上、各種インターネット端末（PC、スマートフォン、タブレット等）との互換性および

容易なアップデートを具現させるために最適な CMS（コンテンツ管理システム）である

Joomla 3.4 を採用した。 

 Joomla 3.4 を採用した DOM の新たなウェブサイトの開発を現地業者へ発注した。 

 DOM が新たなウェブサイトの更新を、ICTA（Information and Communication Technology 

Agency of Sri Lanka）に申請した。 

 ICTA が技術的な規定に則って審査を行い、DOM の既存のウェブサイトを新たなウェブサ

イトに更新した。 

 各種インターネット端末（PC、スマートフォン、タブレット等）から動作確認を行い、

テンプレートが適切な互換性を有していることを確認した。 

 ウェブサイト上の DOM が作成したコンテンツが、各種インターネット端末（Windows、Mac 

OS、iPhone、iPad、Android 等)で正常に表示されるための改良/最適化を実施した。 

 各種インターネット端末でアニメ動画を表示やダウンロードできる外部サイト「Save 

Yourself」を構築した。 

 ウェブサイトのフロントページにアニメ動画サイトへアクセスするためのリンクバナー

を配置した。 

 ウェブサイトへの気象衛星（ひまわり 8号）と気象レーダーの画像の配置を実施した。 

 

既設及び新たな DOM ウェブサイトのトップページの画像を以下に添付した。 
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Before 

After 

図 27  既設及び新設 DOM ウェブサイト 
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＜ウェブサイトの作成及び利用状況モニタリング＞ 

 

ウェブページプログラムの作成の現地業者への発注を行った。その後、見直した DOM のウ

ェブサイトの利用状況及び利用者の意見を収集・分析し、ウェブサイトをさらに改善し、プ

ロダクトのアップデート及び維持管理の研修を実施した。DOM のウェブサイトの利用状況及

び利用者の意見を収集・分析し、今後、活動の際にフィードバックすべき教訓の整理及び提

言の取り纏めを行った。具体的な活動内容は以下の通りである。 

 

DOM が ICTA（Information and Communication Technology Agency of Sri Lanka）に対し

て新たなウェブサイトの更新に関する申請を行い、ICTA による技術的審査が実施された。 

 

技術的審査により更新が承認されたことから、2016 年 11 月 25 日に新たなウェブサイトに

更新された。 

 

2016 年 11 月 25 日から 12 月 31 日に稼働テスト及び調整を実施し、2017 年 1 月 1日を新た

な DOM ウェブサイトの公開開始日とした。 

 

新たな DOM ウェブサイトのアクセス数に関する調査の結果は、以下の通りである。 

 

 ベースライン調査時の 1日平均アクセス回数：2,000 

 新たなDOMウェブサイトの目標1日平均アクセス回数（PDM成果指標：30%アップ）： 2,600 

 2017 年 1 月から 7月の 1日平均アクセス回数： 2,692（34.6%アップ） 

 

結果として、PDM 成果指標である「アクセス数が 30%以上増える」を満足させることがで

きた。 

 

表 46  新たな DOM ウェブサイトのアクセス回数 

月 月アクセス総数 日数 1日平均アクセス数

2017 年 1 月のアクセス回数 ： 63,355回 / 31日 ＝ 2,044

2017 年 2 月のアクセス回数 ： 49,379回 / 28日 ＝ 1,764

2017 年 3 月のアクセス回数 ： 53,052回 / 31日 ＝ 1,711

2017 年 4 月のアクセス回数 ： 47,386回 / 30日 ＝ 1,580
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2017 年 5 月のアクセス回数 ： 193,882回 / 31日 ＝ 6,254

2017 年 6 月のアクセス回数 ： 88,156回 / 30日 ＝ 2,939

2017 年 7 月のアクセス回数 ： 75,398回 / 31日 ＝ 2,432

合計 ： 570,608回 / 212日 ＝ 2,692

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
＜気象情報普及のための教材の作成＞ 

 

気象情報を普及・浸透させていくための広報資料（防災教育アニメーション、教育用資料、

DOM のマスコット、ウェブサイトなど）の作成を行った。作成にあたっては、DOM と広報資料

の対象や目的、内容等の十分な協議を行った。具体的な活動内容は以下の通りである。 

 

 広報資料（防災教育アニメーション、教育用資料、DOM のマスコット、ウェブサイトな

ど）を作成するに当たり、DOM との協議・検討が実施された。 

 防災教育用の DOM マスコットをクジャクとすることが決められた。 

 防災教育用アニメーションは、スリランカの気候編、サンダーストームと雷編、大雨と

災害編とすることが DOM との協議により決定された。 

 防災教育用の DOM マスコットがデザインされた。 

 学校生徒配布用のゴム製 DOM マスコット（カドミウム及びホルムアルデヒドフリー）が

3万個作成された。 

図 28  新たな DOM ウェブサイトのアクセス数
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 防災教育用アニメーションの登場キャラクター5体がデザインされた。 

 防災教育用アニメーションの登場キャラクター5 体の名前が、シンハラ語とタミール語

の双方で通用し且つスリランカにおいて馴染みが深い名前に決定された。 

 アニメストーリーの構想・台本が作成された。 

 防災教育用アニメーション 3 編（スリランカの気候編、サンダーストームと雷編、大雨

と災害編）が作成された。 

 ボイステストを通して、英語・シンハラ語・タミル語の 5 キャラクターの声の提供者を

DOM 職員の中から選出した。 

 英語・シンハラ語・タミル語の 5キャラクターの声の吹き込みが実施された。 

 防災教育用アニメーション 3 編（スリランカの気候編、サンダーストームと雷編、大雨

と災害編）が完成した。 

 

＜気象情報普及のための教材：防災教育アニメーション及び DOM マスコット＞ 

 

本プロジェクトにおいて、防災教育用アニメーショ

ン 3編（スリランカの気候編、サンダーストームと雷

編、大雨と災害編）の英語・シンハラ語・タミル語版

が、右に示した作成フローに沿って作成された。 

アニメーション作成フロー 

ストーリーの構想 

↓ 

キャラクターデザイン 

↓ 

ストーリーの台本作成 

↓ 

ストーリーの絵コンテ作成 

↓ 

アニメーション作成 

↓ 

キャラクター音声のオーディション 

↓ 

キャラクター音声の録音 

↓ 

BGM 及び効果音 

↓ 

完成 

図 29  防災教育アニメーションのストーリーの絵コンテ 図 30  防災教育アニメーション 

作成フロー 
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ボイステストを通して、英語・シンハラ語・タミル

語の 5キャラクターの声の提供者を DOM 職員の中から

選出し、声の吹き込みが実施された。 

 

 

 

 

 

オープンクラス（出前授業）の終了時に学校生徒

に配布するためのゴム製 DOM マスコット（カドミウ

ム及びホルムアルデヒドフリー）が作成された。 

 

 

 

＜アニメ動画サイトへアクセスするためのリンクバナー＞ 

 

新たな DOM ウェブサイトのフロン

トページにアニメ動画サイトへアク

セスするためのリンクバナーを配

置した。 

 

 

 

 

図 31  防災教育アニメーションの 5 キャラクター 

図 32  アニメ動画サイトへアクセスするためのリンクバナー 
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＜オープンクラス（出前授業）＞ 

 

防災教育用アニメーション 3編を使ったオープンクラス（出前授業）がコロンボ、カルタ

ラ、ヌワラエリアの各県にて 14 回実施された。オープンクラスを受講した 2,922 名の生徒・

参加者に対して理解度テストを防災教育用アニメーションの上映前、上映後に実施して、理

解度を把握した。その結果、上映前の理解度テストの平均は 52 点、上映後の平均は 80 点、

防災教育用アニメーションによるオープンクラスの実施効果が確認された。 

表 47  オープンクラス（出前授業）実績 

No. 実施日時 実施場所 学校名 
上映された

バージョン

上映

回数
学年 

参加 

人数 

テスト 

平均点 

上映

前 

上映

後 

1 
2017/03/08 

14:00-15:00 
DOM 講堂 

Siridhamma 

College, Galle 
シンハラ語 1 8 209 52 81

2 
2017/03/10 

10:00-11:00 

Ananda Girl's 

College, Colombo 

Ananda Girl's 

College 
シンハラ語 1 8 217 60 92

3 
2017/03/30  

09:00-10:30 

National Youth 

Corps, Walapana, 

Nuwara Eliya 

National Youth 

Corps, Walapana, 

Nuwara Eliya 

シンハラ語 1 A-D 123 55 91

4 
2017/03/30 

11:30-13:00 

Nandarama 

College, Nuwara 

Eliya 

Nandarama College, 

Nuwara Eliya 
シンハラ語 1 6-11 121 47 74

5 
2017/03/31 

09:00-10:30 

T.B.M. Herath 

Secondary 

College, Nuwara 

Eliya 

T.B.M. Herath 

Secondary College, 

Nuwara Eliya 

シンハラ語 1 6-11 306 46 77

6 
2017/03/31 

12:00-13:30 

Kalagamwatta 

Navodya School, 

C.S, Nuwara Eliya 

Kalagamwatta 

Navodya School, 

C.S, Nuwara Eliya

シンハラ語 1 6-12 246 43 68

7 
2017/03/31 

15:30-17:30 

Community Centre, 

Kandayaya, Nuwara 

Eliya. 

（一般住民向け） シンハラ語 1 － 75 － －

8 
2017/04/26 

10:00-11:30 

Princess of Wales 

girls school. 

Colombo 

Princess of Wales 

girls school. 

Colombo 

シンハラ語 1 8-9 440 62 89

9 2017/05/19 Walagedara Navoya Walagedara Navoya シンハラ語 1 9-11 258 68 93
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10:45-12:10 School, 

Mathugama, 

Kalutara 

School, Mathugama, 

Kalutara 

10 
2017/05/23 

09:40-11:10 

Holy Trinity 

Central College, 

Nuwara Eliya 

Holy Trinity 

Central College, 

Nuwara Eliya 

タミル語 1 8-13 487 51 80

11 
2017/05/23 

15:25-16:35 

Maskeliya 

Plantation P.L.C. 

Troup Estate 

Dispensary & 

Maternity Ward, 

Talawakelle, 

Nuwara Eliya 

Barathy Maha 

Vithyalayan, 

Talawakelle, 

Nuwara Eliya（紅茶

農園労働者及びそ

の児童向け） 

タミル語 1 
6, 

8-13 
51 47 71

12 
2017/05/23 

17:15-18:00 

Talawakelle Tea 

Estate P.L.C. 

Holyrood Estate 

Training Centre 

（紅茶農園労働者

向け） 
タミル語 1 － 64 － －

13 
2017/05/24 

09:20-11:00 

St. Xiver's 

College, Nuwara 

Eliya 

St. Xiver's 

College, Nuwara 

Eliya 

タミル語 1 6-13 255 37 60

14 
2017/05/24 

11:20-12:20 

St. Xiver's 

College, Nuwara 

Eliya 

St. Xiver's 

College, Nuwara 

Eliya 

シンハラ語 1 1-11 70 － －

   合計    2,922 52 80 

 
＜気象情報普及のための教材：ビューフォート風力階級＞ 

 

 ラミネート加工したビューフォート

風力階級（陸上版及び海上版）の英

語・シンハラ語・タミル語版が作成

された。本報告書の「添付資料」に

ビューフォート風力階級（陸上版及

び海上版）を添付した。 

 DOM を訪れた（見学や研修受講）学

校教員、政府職員、軍の気象業務担

当関係者、海外からの気象組織職員

等に配布された。 
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＜気象観測者のための雲の状態表（スリランカ版）＞ 

 

WMO では、気象資料の交換に

あたり個々の雲形でなく空全体

の特徴を表すものとして「雲の

状態」を観測し、通報すること

としている。これまで DOM が参

考にしていた雲の状態表の写真

は、主に WMO や NOAA が中緯度で

撮影したものであるが、コンサ

ルタントチームにより、スリラ

ンカで撮影された雲の写真を用

いた DOM オリジナルの「気象観

測者のための雲の状態表（スリ

ランカ版）」の作成を試みた。し

かしながら、右図に示した赤枠

内の 4 つの雲をプロジェクト期

間中に写真に収めることができ

なかったことから、他国で撮影

された雲写真を代用することと

したが、今後、4 つの雲を写真

に撮って、DOM オリジナルの「気

象観測者のための雲の状態表」

を完成させることを DOM に依頼

した。 

 

 

 

 

図 33  気象観測者のための雲の状態表（スリランカ版） 
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＜PDM 成果 5 に関する研修＞ 

 

PDM 成果 5に関する研修の記録を以下の表に取り纏めた。 

表 48  気象情報の伝達方法や内容の改善に関する研修 

研修日 研修時間 研修場所 
参加

人数
指導者 内容 

2015 年 4 月 7日 10:30-11:00 プロジェクト室 2 
岩田総司

R. Zaman
 アニメーション作成計画 

2015 年 4 月 7日 11:00-12:00 
データ処理・保管部

会議室 
1 根來都子

 Joomla の現在の作業プロセ

スについての理解 

2015 年 4 月 8日 15:45-16:15 プロジェクト室 1 
岩田総司

R. Zaman

 洪水や地すべりが発生しやす

い地域の理解のための現地訪

問準備 

2015 年 4 月 9日 08:30-18:30 Colombo～Kalutara 1 

岩田総司

R. Zaman

根來都子

 洪水や地すべりの理解のため

の現地訪問(Kalutara 県) 

2015 年 4 月 10 日 13:00-13:50 
データ処理・保管部

会議室 
1 

根來都子

岩田総司

R. Zaman

 ウェブデザイン改善のための

議論 

2015 年 4 月 10 日 14:00-15:15 会議室 5 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション作成（ストー

リ、プロット、キャラクター

等） 

2015 年 4 月 15 日 14:10-14:40 Mr.Premalalの執務室 1 

岩田総司

R. Zaman

根來都子

 アニメーション作成（ストー

リ、プロット、DOM マスコッ

ト等） 

2015 年 4 月 15 日 15:30-16:00 Mr.Premalalの執務室 1 
岩田総司

根來都子
 スリランカの気候の理解 

2015 年 4 月 17 日 8:30-9:00 プロジェクト室 2 

岩田総司

R. Zaman

根來都子

 スリランカの気候の理解 

2015 年 4 月 21 日 10:30-12:00 
データ処理・保管部

会議室 
7 

根來都子

岩田総司

 ウェブサイトについてのブレ

インストーミング 

2015 年 6 月 22 日 13:00-14:00 
データ処理・保管部

会議室 
1 根來都子

 Joomla!を利用したコンテン

ツの現状の進捗についての情

報交換 

2015 年 6 月 24 日 11:00-16:00 
データ処理・保管部

会議室 
1 

根來都子

内田善久
 Joomla! 運用の情報交換 

2015 年 6 月 26 日 09:30-10:00 Mr.Mahesh の執務室 1 岩田総司
 乾燥エリアの気候の理解のた

めの Polonnaruwa 県の貯水シ
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ステム訪問の準備 

2015 年 6 月 30 日 15:00-15:30 
データ処理・保管部

会議室 
1 根來都子

 携帯電話によるウェブテンプ

レート（案）のアクセス情報

の提供 

2015 年 7 月 2-3 日 - 
Colombo～ 

Polonnaruwa 
1 岩田総司

 アニメーションで使われてい

る専門的な情報の議論 

 乾燥エリアの気候の理解のた

めの Polonnaruwa 県の貯水シ

ステム訪問 

 Polonnaruw 県の災害の理解

のための DOM 地方気象観測所

のへの訪問 

2015 年 7 月 6日 14:30-15:30 
データ処理・保管部

会議室 
2 根來都子  共有サーバーの設定 

2015 年 7 月 9日 10:00-11:00 会議室 12
根來都子

内田善久

 新ウェブサイトのためのウェ

ブサイト（テンプレート案）

及びコンテンツの配置 

2015 年 7 月 9日 11:00-11:15 会議室 12
岩田総司

内田善久

 アニメーションで使われてい

る DOM マスコット及び他の 4

キャラクターの議論 

2015 年 7 月 6-10 日 各日 30 分 
プロジェクト室、DOM

気象センター（NMC）
1 岩田総司

 アニメーションで使われてい

る専門的な情報の議論 

2015 年 7 月 6-10 日 各日 15 分 
Mr.Premalal’の執務

室、予報センター 
1 

岩田総司

内田善久
 DOM マスコットの議論 

2015 年 12 月 3 日 11:00-11:15 プロジェクト室 1 岩田総司

 当月のアニメーション作成の

ワークプランに関するミーテ

ィング 

2015 年 12 月 9 日  10:00-10:15 
DOM 気象センター 

（NMC） 
1 岩田総司

 アニメーションエピソード 3

で使われる DOM の警報色につ

いてのミーティング 

2015 年 12 月 14 日 14:30-15:00 
DOM 気象センター 

（NMC） 
3 

岩田総司

内田善久

 アニメーションの 5 キャラク

ターの名前選定のミーティン

グ 

2015 年 12 月 15 日 16:30-17:00 
DOM 気象センター 

（NMC） 
1 

岩田総司

内田善久

 アニメーションの 5 キャラク

ターの名前の最終選定のミー

ティング 

 アニメーションのエピソード

１～3 までの 3 つの絵コンテ

についてのミーティング 

2015 年 12 月 16 日 14:00-14:30 研修・航空課及び降雨 3 岩田総司  アニメーションのエピソード
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15:00-15:30 課 １～3 までの 3 つの絵コンテ

についてのミーティング 

2015 年 12 月 17 日 10:30-11:00 
研修・航空課及び降雨

課 
2 岩田総司

 アニメーションのエピソード

１～3 までの 3 つの絵コンテ

についてのミーティング 

2015 年 12 月 17 日 16:00-16:30 プロジェクト室 1 岩田総司

 アニメーションのエピソード

１～3 までの 3 つの絵コンテ

についてのミーティング 

2016 年 6 月 10 日  09:50-16:40 DOM スタジオ 4 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 13 日  09:40-16:00 DOM スタジオ 3 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 14 日  09:45-15:50 DOM スタジオ 2 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 14 日  11:00-12:00 
DOM 気象センター 

（NMC） 
3 

内田善久

山内元宏

 ウェブサイトのコンテンツ及

び配置についての議論 

2016 年 6 月 16 日  09:45-12:30 DOM スタジオ 2 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 17 日  09:40-15:10 DOM スタジオ 3 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 17 日  10:30-12:00 
DOM 気象センター 

(NMC) 
9 

内田善久

山内元宏

 ウェブサイトのコンテンツ及

び配置についての議論 

2016 年 6 月 20 日  10:00-16:00 DOM スタジオ 3 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 21 日  10:05-16:10 DOM スタジオ 2 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 22 日  10:10-14:25 DOM スタジオ 2 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 23 日  09:30-12:00 DOM スタジオ 1 
岩田総司

R. Zaman

 アニメーション（エピソード

1～3、英語／シンハラ語／タ

ミル語）の発声指導及び録音

2016 年 6 月 28 日  14:00-16:00 会議室 12 岩田総司  パワーポイントを利用した描



スリランカ国 気象観測・予測・伝達能力向上プロジェクト 
プロジェクト完了報告書 

 
 

 
120 

 

画方法 

2016 年 6 月 29 日 10:00-11:30 
DOM 気象センター 

(NMC) 
20

内田善久

山内元宏

 新たな DOM ウェブサイトの運

用研修 

2016 年 6 月 29 日 10:30-11:30 
DOM 気象センター 

（NMC） 
3 山内元宏

 新たな DOM ウェブサイトの運

用研修 

2016 年 6 月 30 日 14:00-15:30 
DOM 気象センター 

（NMC） 
7 岩田総司

 パワーポイントを利用した描

画方法 

2017 年 3 月 29 日  10:00-13:00 コンピューター課 6 
内田善久

遠藤肇秀

 新たな DOM ウェブサイトの運

用研修 

2017 年 5 月 30 日  15:00-16:00 
DOM 気象センター 

（NMC） 
6 岩田総司

 パワーポイントを利用した描

画方法 

 

＜PDM 成果 5 に対する所感＞ 

 

PDM 成果 5 に対する取り纏めとして、本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項

及び本プロジェクト終了後DOMが解決又は向上させるべき事項に関して所感として下表に示

した。 

 

表 49  PDM 成果 5 に対する所感 

PDM 成果 5：気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

本プロジェクトにより DOM が実施可能となった事項 

 新たなウェブサイトを作成する際の手順や配慮すべき点等を理解し、ウェブサイト作成作業を自

ら推し進めることができるようになった。 

 コンテンツ管理システムの最新版である Joomla 3.4 を使用して作成された DOM ウェブサイトに

おいて、掲載されている予警報や気象情報等の更新及び掲載項目の追加・削除・修正ができるよ

うになった。 

 防災アニメーションを使ったオープンクラスを実施できるようになった。 

 学校以外にもオープンクラスの実施場所を拡大することができるようになった。（例：紅茶農園

労働者の研修センター、診療所など） 

 声優が出来る職員および声優を指導する職員が確保できた。 

 パワーポイントの図形描画の機能を使って、簡単なグラフィックを描画できるようになった。 

本プロジェクト終了後 DOM が解決又は向上させるべき事項 
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 ウェブサイト利用者の意見を収集・分析し、必要に応じたウェブサイトの改善を継続して実施す

ること。 

 現在、DOM ウェブサイトの修正・更新は DOM 本局のコンピューター課以外の場所からは不可能で

あるが、より迅速に対応する事を考慮して他の場所からも修正・更新することが可能となるよう

に ICTA と交渉し、実現すること 

 ICTA と交渉し、DOM ウェブサイトへのアクセスに対するレスポンス速度の向上を図ること。 

 DOM 講堂でも、定期的に防災アニメーションを使ったオープンクラスを実施すること。 

 教育へのアクセスが低い地域でもオープンクラスを実施すること。 

 オープンクラス開催に必要な予算を毎年確保すること。 

 スリランカオリジナル「雲の状態表」の残り 4つの雲を撮影し、差し替え、完成させること。 
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4. プロジェクトにおいて実施した現地研修記録 

 

本プロジェクトにおいて実施した現地研修記録を以下の表にまとめた。各 PDM の成果に

対する詳細な現地研修記録は、前記の通りである。 

 
表 50  プロジェクトにおいて実施した現地研修記録 

PDM の成果 
研修 

実施回数 

研修 

受講者数 

合計 

研修時間 

1. 気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する 20 回 計 110 名 61 時間 30 分

2. 様々な種類の気象データの送受信能力が強化する 5 回 計 30 名 13 時間 

3. 収集した気象データを用いた気象予報能力が向上する 22 回 計 116 名 35 時間 15 分

4. 警報基準が精緻化する 11 回 計 79 名 9 時間 50 分

5. 気象情報の伝達方法や内容が改善される 44 回 計 155 名 88 時間 35 分

合計 102 回 490 名 208時間10分

 
 

5. プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓（業務実施方法、運

営体制等） 

 

本プロジェクトを実施運営する上で直面した課題と、課題に対して DOM 側と我々でとっ

た対応及びそれらに基づく教訓を整理した。また、今後、同様のプロジェクトを実施する

際に留意すべき課題と提案を記載した。加えて、各成果毎に、本プロジェクト実施運営上

の課題と、課題解決のための工夫及び得られた教訓を以下に整理した。また特筆すべきこ

とは、本プロジェクトの実施期間中に、多々、DOM の積極的な協力を得られたことから、特

段、大きな問題もなく円滑に実施することができた。感謝の意を表したい。 

 
表51  本プロジェクト全体の実施運営上の課題及び課題解決のための工夫及び得られた教訓 

対応項目 本プロジェクトを実施運営する上での課題、対応及び教訓 

プロジェクト実施中の柔

軟な対応 

本プロジェクトの実施期間中に、「ス」国の2015年の大統領選挙及び総選

挙による大統領や政府高官の交代、DOM長官の心臓手術による長期休暇等

があったが、これらの状況に柔軟に対応すべく、DOM C/Pと我々が常に

協力し合い、柔軟にプロジェクト活動の調整を行い対応することができ

た。これはプロジェクト活動期間中に構築することができた良好な相互

の友好関係の賜物と考えている。 
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活動の持続性の確保 

 

プロジェクト活動やそのアウトプットは、プロジェクト終了後に「ス」

国側で継続して実施されること、あるいは活用されることが期待されて

いる。そのために、プロジェクト活動をコンサルタントチームだけが実

施するのではなく、DOM C/Pが主体的に実施し、コンサルタントチーム

はDOM C/Pによる活動を支援する形を心がけた。また各成果のアウトプ

ットは、プロジェクトの成果という位置付けではなく、DOMの各種ガイド

ライン、システムという位置付けを得ることで、持続性の確保に努めた。

必要予算の確保 

技術協力プロジェクトでは、本来はプロジェクトに必要な資金は被援助

国側が負担することになっている。予算措置は通常、前年の8月末までに

スリランカ財務・計画省（Ministry of Finance and Planning：MOFP）

に提出する年間予算要求に組み込むことが必要である。（「ス」国の会計

年度は1月1日から12月31日である）。本プロジェクトにおいては、「ス」

国の年間予算要求提出時期に合わせて、DOMとコンサルタントチームで、

次年度に必要となる予算額を明確にして、DOMが怠りなく必要な予算の確

保を行ってくれたことから、幸いにも予算上の大きな問題は発生しなか

った。本プロジェクトを通じて、JICAによる技術協力プロジェクトがど

のようなものであるかは、DOM C/Pは良く理解してくれたものと考えら

れる。 

同様のプロジェクトを実

施運営する上での今後の

課題・提案 

良いプロジェクト形成の1つの形は、先方のニーズをきちんと把握したう

えで、日本としてできることを提案し、先方政府がそれを望んで要請し

たプロジェクトであると言える。本プロジェクトは、時間をかけて「ス」

側のニーズを把握した上で、日本が支援できる内容を検討した結果から

生み出された、理想的な形である。今後、同様のプロジェクトを実施す

る場合には、日本が何を支援できるのか、日本が支援した結果、出てく

るアウトプットはどのようなものかを、先方と十分に摺合せることが重

要であると認識した。 

 
 
本プロジェクト実施について、各 PDM の成果毎の実施運営上の課題、それを克服するた

めの工夫及び得られた教訓等を次表にまとめた。 
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  コンサルタントチーム 

   

  JICA 長期専門家 

 

表 52  プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓 

PDM 成果 プロジェクト実施運営上の課題 克服するための工夫／得られた教訓

1. 気象観測機器の

保守点検・校正の

能力が向上する。 

1.プロジェクト開始当初、JICA はプロ

ジェクト予算不足のため議事録（ROD）

に示されている必要機器の調達を部分

的に削除する方針であった。これに対

して、DOM から、プロジェクトの円滑

な遂行上、ROD にある全機器の調達の

要望があった。 

1.再検討の結果JICAはRODに記された

機器全ての調達に必要な予算を配分す

ることとし、プロジェクト第 1 期及び

第 2 期においてすべての機器を調達し

た。 

2.DOM には気象観測及び測器の保守点

検・校正に関する規則・ガイドライン・

マニュアル、点検簿類が体系的に整備

されていない。 

2.気象観測及び測器の保守点検・校正

に関する規則・ガイドライン・マニュ

アル類を体系的に整備した。 

地上気象観測及び保守点検のガイドラ

イン・マニュアルの整備はコンサルタ

ント専門家が、測器校正に関するガイ

ドライン・マニュアルの整備は長期専

門家が担当した。 

3.DOM は 2009 年に機器メーカーから提

供された AWS 点検簿及び独自に作成し

た AWS 保守点検マニュアルに基づき

AWS 機器の保守点検作業を開始した。

その後落雷や鳥害対策に関してマニュ

アル及び点検簿の改定が必要となった

が、点検簿の元ファイル（Word ファイ

ル等）が入手できずマニュアル及び点

検簿の改訂が懸案となっていた。 

3.既存のマニュアルと点検簿を Word

ファイル形式で改めて作成し、現在の

状況に基づいた改定を行った。マニュ

アル及び点検簿の改定箇所は、DOM 本

局で定期的に開催される”Officers in 

Charge Meeting”（気象観測所長会議）

において周知することとした。 

 

4.DOM は気圧計のトレーサビリティを

確保に必要な気圧計校正用気圧調整器

を有していなかった。DOM の温度計検

定装置（恒温槽）が能力不足であった。

DOM では温度計に関してこれまで氷点

（0℃）検査が実施されていなかった。

4.プロジェクト第 2 期に気圧調整器、

恒温槽、かき氷器を追加調達し（コン

サルタント担当）、気圧と温度に関して

測器のトレーサビリティを確立した

（長期専門家担当）。 

5.DOM ではこれまで測器の校正は事務

室内で行われており、効率的な校正作

業が実施できなかった。 

5. 気象測器のトレーサビリティを継

続的に確保する見地から、測器校正室

を新設することとし、DOM と JICA の双

方の経費によって測器校正室を設置
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し、運用を開始した。 

6.高層観測の観測スケジュールの見直

しについては、ラジオゾンデ観測とパ

イロットバルーン観測の実情を調査

し、現在週 3 回のラジオゾンデ観測を

最低毎日実施する等を DOM に勧告し

た。 

6.長期専門家による勧告後もラジオゾ

ンデ観測の毎日実施の目途が立たない

こと、及び調査の結果水素ガス取扱い

の安全対策が不十分なことがわかっ

た。 

このため、気象庁から高層観測の短期

専門家を招へいし、現地調査を実施す

とともに、短期専門家による高層気象

観測に関する研修を実施した。 

これらによって、DOM におけるラジオ

ゾンデ観測の高層気象観測業務の改善

についての報告書を DOM に提出した。

2. 様々な種類の気

象データの送受

信能力が強化す

る。 

1.自動気象観測システム（AWS)のデー

タ通信手段を VSAT から IP-VPN に変更

することに関して、コンサルタント専

門家が IP-VPN の実用化試験を実施し

た。その後 DOM が IP-VPN 回線を通信会

社と契約するため約 1.7 年を要し、そ

の間 AWS 観測データのリアルタイム伝

送が停止した。 

1.DOM に対して、IP-VPN の契約を早期

に締結し AWS 観測データのリアルタイ

ム伝送を回復させるよう再三申し入

れ、2017 年 7 月に IP-VPN の契約が完

了し、同月から IP-VPN へのデータ通信

手段の変更作業が開始された。 

2.GRS/MSS の更新に際して、機器の通

関手続きに DOM が予想した以上の期日

を要したため、その後の機器設置調整

工事、研修の実施に期日的な支障をき

たした。 

2.予定日程内に機器設置調整と研修を

実施したが、DOM が航空気象データの

受信と実機による実習を要望したた

め、追加の実習を実施した。 

3.GTS/MSS の更新にあたり DOM からイ

ンド気象局へ気象二進データの配信を

要望したが、実現しなかった。 

3.日本気象庁からの情報にもとづき、

インド気象局の GTS 担当と連絡を取る

ことによって、気象二進データの受信

が可能となった。 

3. 収集した気象デ

ータを用いた気

象予報能力が向

上する。 

1.DOM 予報センターでは、4 チーム（1

チームの構成は、予報官：1、観測官：

3、通信官：3、予報官補佐：1）により、

1日 2交代（日勤・夜勤・2休日）で気

象予報を実施しているため、研修日と

休日が重なる同センター職員は研修に

出席できない。 

1.休日における研修のための超過勤務

及び研修に出席できなかった職員への

個別研修を行い、職員の間で研修の習

得レベルに格差が生じないように配慮

した。 
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4. 警報基準が精緻

化する。 

1.強風注意報・警報の改善については

注意報と警報の基準値を決定したが、

強風による災害事例の詳細な発生位置

情報や発生時刻情報がなく（日付の

み）、また風の観測ネットワークの空間

密度が強風災害を捉えるには不十分で

あることから、強風災害と最大風速（強

風）との関係を調べることが困難であ

った。 

大雨・強風・雷に共通して言えること

は、より精度の高い解析を行うために

は、多くの災害事例を蓄積し、なお発

生位置や発生時刻の正確な情報を記録

する必要がある。その一方で、降雨・

風向風速・雷等の気象観測について空

間的により密に行うことが必要であ

る。 

雷注意報については、数値モデルの他

に気象衛星観測データの赤外雲画像を

SATAID によって解析し、雲頂温度の情

報を活用することも有効であると考え

る。 

2.雷注意報の新設については、数値モ

デル（GFS）解析値に基づいて設定した。

しかし数値モデルの解像度は予報の地

区区分にくらべ粗く（約 50km 格子）、

実際の大気状態を適切に表現できない

場合がある。 

5. 気象情報の伝達

方法や内容が改

善される。 

1.防災啓蒙アニメーションを 3 言語で

録音する際、同じセンテンスを話す長

さが言語間で大きく異なるが、キャラ

クターの口の動きは 1 種類のため、そ

れに合わせて録音するのに困難を伴っ

た。 

1.英語・シンハラ語・タミル語の 3 ヶ

国語が理解できる数少ない DOM 職員の

監修の下、会話の内容が変わらない範

囲でスクリプトの修正および声優（DOM

職員）への適切な指示を行った。 

2.改良された DOM ウェブサイトは運用

を開始した。スリランカ情報通信技術

庁（ICTA、DOM を含む政府機関すべて

のウェブサイトを運営管理）の技術者

が夜間に障害対応ができないことがあ

る。また空港気象事務所から METAR 等

の航空気象情報を DOM ウェブサイトに

入力できない。 

2.大雨警報、津波警報などの夜間の発

令に支障をきたさないために、DOM の

ウェブサイトの夜間障害対応が常時可

能となるよう、DOM から ICTA に申し入

れるよう要望した。空港気象事務所に

DOM ウェブサイト入力用 PCを設置する

よう DOM に要望した。 
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6. 各成果の達成度 

本プロジェクト終了時の成果達成状況は下表に示した通りである。 

 

  コンサルタントチーム 

   

  JICA 長期・短期専門家 

   

表 53  成果の達成状況 

プロジェクト目

標 
指標 プロジェクト目標に対して達成された内容 

より正確でタイ

ムリーな気象情

報が、国民や防

災関連機関に提

供される 

1. 観測器のトレーサビリ

ティ（準器の有無、点

検・校正頻度） 

本プロジェクトでは当初目標のとおり、準器と校正器具の

調達と校正技術に関する研修の実施によって、気圧と温度

の気象測器についてはトレーサビリティが確立した。校正

の頻度と手法については「気象測器校正ガイドライン」を

定め、各測器の校正手順は「気象測器校正マニュアル」を

整備して規格化した。これらによって DOM は新しい校正作

業を定常業務として開始した。 
2. 観測の欠測値の割合 2016年1月よりVSAT通信衛星の利用ができなくなったこと

から、36 ヶ所の自動気象観測装置（1ヶ所は未設置、もう 1

ヶ所はコロンボ）の観測データのリアルタイムによる欠測

率は、100%であったが、IP-VPN の利用によりリアルタイム

の観測データ欠測率は、10％程度に改善される計画である。

3. 選定された地上気象観

測所における降雨予報

の精度 

DOM の地域数値モデル（WRF）の数値予報値を用いて 2 地点

（コロンボ、ラトゥナプラ）の 12、24、36 時間先の降雨の

ガイダンス予報を実施し、降雨予報の精度を向上させる準

備が整った。 

4. 選定された地上気象観

測所における試行ベー

スの週間予報の実施数

コロンボ及びラトゥナプラ：米国 NOAA の GFS 数値予報値を

用いてベースでガイダンス(MOS: Model Output Statistics)

による試行ベースの週間予報を 2017 年 1 月～7 月の期間実

施した。 

成果 指標 成果に対しする達成率とその内容 

1.  

気象観測機器の

保守点検・校正

の能力が向上す

る 

1-1  

AWS の点検・修理（部品交

換）のマニュアルの改訂が

完了している 

自動気象観測装置の点検・修理（復旧）に必要となる以下

の既存マニュアルの改訂が完了した。 

1) 清掃点検報告書を含む清掃及び点検手順書 

2) 定期保守管理記録簿 

3) 装置故障時の基本点検手順書 

4) 装置復旧のためのセンサー部品交換手順書 
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1-2  

DOM の関係職員の 70%が

AWS の点検・修理の研修を

受講している 

29 名の技術者及び各観測所の担当責任者（関係職員の 81%）

が、点検、修理の研修を受講した。 

2.  

様々な種類の気

象データの送受

信能力が強化す

る 

2-1  

DOM において、AWS のデー

タが完全に受信できてい

る 

2016年1月よりVSAT通信衛星の利用ができなくなったこと

から、36 ヶ所の自動気象観測装置（1ヶ所は未設置、もう 1

ヶ所はコロンボ）の観測データのリアルタイムによる欠測

率は、100%であったが、IP-VPN の利用によりリアルタイム

の観測データ欠測率は、10％程度に改善される計画である。

2-2  

DOM において、GTS 経由の

バイナリーデータが完全

に受信できている 

インド気象局からの GTS 経由のバイナリーデータが DOM に

おいて完全に受信できている。 

3.  

収集した気象デ

ータを用いた気

象予報能力が向

上する 

3-1  

4名以上のDOMの関係職員

が予報ガイダンスを使用

する能力を持っている 

予報官 15 名が気象予報ガイダンスを使用する能力を持っ

た。 

3-2  

4名以上のDOMの関係職員

が海上風の短期予報を行

う能力を持っている 

予報官15名が気象予報ガイダンスを使用して海上風の短期

予報を行う能力を持った。 

4.  

警報基準が精緻

化する 

4-1  

過去の災害実績を踏まえ

て新たに警報基準が作成

された地域の数 

 大雨警報/注意報：湿潤・中間地域/乾燥地域（2 地域）、

平野地域/山岳地域（2地域） 

 強風警報/注意報：全国一律（1地域） 

 雷注意報：湿潤・中間地域/乾燥地域（2地域） 

5.  

気象情報の伝達

方法や内容が改

善される 

5-1  

作成された気象業務の教

育マテリアルの数 

 防災教育用の DOM マスコット 

 防災教育用アニメーション 

1) スリランカの気候（言語：英語、シンハラ語、タミ

ル語） 

2) サンダーストームと雷（言語：英語、シンハラ語、

タミル語） 

3) 大雨と災害（言語：英語、シンハラ語、タミル語）

 ビューフォート風力階級図 

1) 陸上版（言語：英語、シンハラ語、タミル語） 

2) 海上版（言語：英語、シンハラ語、タミル語） 

計：6マテリアル 

5-2  

DOM のウェブサイトの月

単位のアクセス数が 30%

以上増える 

DOMの一日当りのウェブサイトアクセス数が34.6％/増加し

た。(プロジェクト開始時と 2017 年 1 月～7月の平均値の比

較) 

 



スリランカ国 気象観測・予測・伝達能力向上プロジェクト 
プロジェクト完了報告書 

 
 

 
129 

 

7. 上位目標の達成に向けての提言 

＜コンサルタントチームによる提言＞ 

本プロジェクトの PDM に示されている上位目標は、「気象災害による被害の軽減への寄与

を念頭に、DOM の提供する気象情報が、国民や防災関係機関に適切に利用される」となって

いる。そのためには、精度の高い気象予警報を発表して、自然災害による被害軽減に資す

ることが重要となり、結果として、「ス」国民の DOM の気象情報に対する信頼の向上が必要

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ス」国において大雨により引き起される突風、洪水及び地滑り等の被害を軽減するに

は、まず DOM が観測により的確に気象状況を把握し、精度の高い気象予警報を発表するこ

とが重要で、更には各防災関連機関が相互に連携し、各自の役務を果たすことが不可欠で

ある。特に、DOM は、精度の高い予警報を作成して各組織へ迅速に伝達する役割を有してお

り、DOM からの情報は、各防災関連機関の初動のトリガーとなっている。そのため DOM の気

象観測体制をより一層強化して、気象観測データを確実に DOM 本局の NWC へ送り、そこで

解析・処理を行い、それらの観測データを予報に反映して、DOM の気象予警報の量的（＝発

表頻度）、質的（＝精度）向上が強く求められている。上位目標の達成に向けての提言は、

以下の通りである。 

 

（1） 人的資源開発 

 継続的な訓練および関連する人材育成プログラムを通じて、より適格な技術者の育

成を行う。 

 気象災害の理解と知識のレベルを上げるためのタイムリーな研究を行う。 

救助・ 

被災者支援 

災害復旧 

活動 

軍 警察  

赤十字社 ＮＧＯ  

国際救助機関等 

気象 

予警報作成 

DOM 本局（NWC） 

気象予警報 

伝達 

マスメディア 首相府 

各政府機関 赤十字社 

各国大使館 

危難命令 

支援要請 

地方政府 

気象観測 

DOM 気象観測所 

AWS 

図 34  強化すべき「ス」国の気象予警報の伝達と防災関連機関との連携 
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（2） 自然災害の予防と管理 

 効果的な自然災害防止及び管理のため、防災管理機関及びマスメディアと連携を取

り、国民に継続的な防災啓発活動を行う。 

 気象予報及び警報発令、災害発生、情報普及から避難に至るまでの異なる段階によ

る有効で一貫した災害防止計画を構築する。 

 政府及び民間の災害管理機関及び災害発生危険地域の住民を含む全ての関係者に

対して、防災活動に係る知識と情報をより広く普及する手段を確保する。 

 国民への警報やその他の情報の普及を確実に行うため、発表は重複して行う。 

 効果的な自然災害防止及び管理のため、防災管理機関との連携を取り、地方自治体

を通じて、国民、特に危険地域の住民に継続的な防災教育を行う。 

 マスメディア（TV、ラジオ、新聞）、首相府、災害管理省、灌漑・水資源管理省、

運輸省、農業省、民間航空省、保健省、漁業・水産資源省、港湾・高速道路省、警

察、消防、その他政府関連機関、赤十字等の協力体制を一層強化する。 

 DOM の気象情報・データ及び予警報のマスメディア（TV、ラジオ、新聞）、首相府、

災害管理省、灌漑・水資源管理省、運輸省、農業省、民間航空省、保健省、漁業・

水産資源省、港湾・高速道路省、警察、消防、その他政府関連機関、赤十字等によ

る活用を促進する。 

 

＜長期専門家による提言＞ 

（1） 地上気象観測の近代化 

 DOM 地方気象観測所における現行の地上気象観測における手動観測と自動観測の

変更運用は、財政的にも人的資源の点でも DOM には大きな負担である。 

 現行の AWS を利用して自動観測への移行を計画すべきである。 

 総合的な計画を立案するため、最初は何か所かの観測所で自動観測の試験運用を

実施する。 

 並行して、完全自動化を実施するための観測員の研修を実施する。 

 完全自動化の技術が確立したところで、すべての観測所において完全自動化運用

を開始する。 
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（2） DOM の機構改革 

 地上気象観測の自動化及び二重偏波ドップラーレーダーの設置と連動して、DOM の

機構改革と人材の再教育と再配置を計画すべきである。 

 現行の DOM の地方気象観測所の役割を、現行の観測のみから一般市民への気象防

災情報の伝達基地とすることを検討すべきである。 

 

（3） 人材育成 

 これまで DOM は部内研修、JICA グループ研修、海外大学修士課程留学等を通じて

人材育成に努力してきた。こうした人材育成は DOM の職員の資質に応じて今後も

継続、強化されるべきである。 

 災害事例における気象解析についての研究や部内セミナーを通して、最新の気象

学の知識を習得すべきである。 

 

（4） 規則類の整備 

 DOM の気象業務の法的根拠の確立及び標準化を整備するため、DOM の業務全般に関

する法律（気象業務法）、各気象業務に関する規則類とマニュアル類を整備すべき

である。 
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8. DOM が自然災害による被害軽減に資するための提言 

「ス」国の自然災害の 9割以上は気象に起因していることから、「ス」国で唯一気象情報

を提供している DOM の役割は極めて重要である。災害による被害の軽減という目標達成に

対し、DOM がより貢献するには、気象観測・予報の精度を上げ、災害の危険性が高まる前に

気象状況を把握し、早い段階で予警報を発出して、的確に国民へ伝達することが最重要課

題である。 

そのため、DOM が今後、更に自然災害による被害軽減に資するための PDM の各成果毎の提

言を下表にとりまとめた。 

表 54  上位目標の達成に向けての提言 

PDM 成果 提言 

1. 気象観測機器の保守点

検・校正の能力が向上す

る。 

 今回のプロジェクトで得た知識・技術を生かし、気象観測・測

器保守点検を担当する職員の技術研修を実施する。 

 世界気象機関（WMO)の地区測器センター（Regional Instrument 

Center：RIC）と密接な協力関係を結ぶとともに、国内での測

器校正を継続的に実施し、気象測器（気圧、気温）のトレーサ

ビリティを継続的に確保する。 

 湿度・風・降水量に関して、DOM 標準器・校正装置を導入し測

器のトレーサビリティを確立する。 

 RIC-Tsukuba 等部外機関との連絡用に、DOM Instrument 

Division にインターネット回線（局内 LAN）を設置する必要

がある。 

 予算と人的資源を考慮しつつ、ラジオゾンデ観測の毎日実施を

開始する。 

2. 様々な種類の気象データ

の送受信能力が強化する。 

 

 観測露場の保全（動物の侵入防止等)、観測室の環境向上(空

調の整備）を進める。 

 自動気象観測システム（AWS）の継続的運用を図るため、電子

工担当職員の技術訓練、機器故障・問題点への対処方法の確

立、部品・消耗品の定期的な部品交換及び交換修理記録を徹

底する。 

 GTS/Message Switching System（MSS）の安定的運用を図るた

め、新人職員への技術研修、メーカーによる定期点検を実施

する。 
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3. 収集した気象データを用

いた気象予報能力が向上

する。 

・ 次世代の予報業務を担う人材を継続的に雇用するとともに、

DOM 内での予報技術研修の実施、海外での研修への参加、修

士・博士課程の取得の支援により、優れた予報担当者の育成に

努める。 

・ 局地数値予報 WRF モデルの精度評価を実施し実運用をめざす

ととともに、WRF モデル/全球数値モデルデータを使用した気

象ガイダンスを実用化する。 

・ WRF モデルの精度評価および改善のため WRF 計算終了後、毎日

格子点値を蓄積・保存する。 

・ 最新の気象学知識と気象データを取り入れ、予報会報を含む予

報作業全般を継続的に改良する。 

・ 各地の気象状況をリアルタイムで把握し防災業務に活用する

とともに、数値予報やガイダンスの精度を評価するため、全

AWS 地点の観測データを DOM 本局に遅延なく送信する。 

4. 警報基準が精緻化する。 

・ 継続的な気象災害データベース（災害発生時刻、災害発生位置、

被害状況、気象状況、気象情報伝達状況）を作成する。 

・ 気象災害を引き起した気象現象についての調査研究を進める。

・ これらによって気象災害に関わる予報作業を改善するととも

に、継続的に警報基準の検証や見直しが行える人材を育成す

る。 

5. 気象情報の伝達方法や内

容が改善される。 

・ 自然災害リスク軽減のため、防災情報の伝達について防災管理

機関及びマスメディアとの連携を促進し、改善する。 

・ 国民に継続的な防災啓発活動を行う。 

・ 国民がより容易に気象情報を得られるよう、DOM ウェブサイト

を継続的に改良する。 

・ これらに必要な人材を育成する。 

・ コロンボ市内及び地方において継続的にオープンクラスを実

施する。 

・ オープンクラスを実施できる人材を継続的に育成する。 

・ DOM が毎年 2 回開催するモンスーンフォーラムを通じて、DOM

の気象情報伝達方法や内容に対するステークホルダーの意見

を定期的に交換し、常に改善に努める。 

・ オープンクラスやモンスーンフォーラムを通じて、リニューア

ルされた DOM ウェブサイトの周知に継続的に努める 

・ 大規模な気象災害（洪水、土砂災害等）が発生した際には、発

生当時の気象状況を解説した「異常気象報告（仮名）」を速や

かに（１日以内）作成し、関係機関に配布するとともに、DOM

ウェブサイトに掲載する。 
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9. コンサルタントチーム総括・長期専門家所感（今後の支援の方向

性） 

＜コンサルタントチーム総括＞ 

DOM の提供する気象情報が、気象災害による被害の軽減に寄与するためには、正確で定量的

な気象情報の提供が求められている。 

本プロジェクトにおいては、NOAA が公開している GFS の格子点値を初期条件及び境界条件

とした DOM の WRF モデルの予測値を用いて短期予報ガイダンスを作成しながら、気象予報ガ

イダンスの仕組み、作成方法及び精度検証方法等に関する研修を実施した。これらの研修を

通して DOM の気象予報ガイダンスに関する理解は深まったものと自負している。しかしなが

ら、今後、気象予報ガイダンスによる予報結果を DOM の発表する気象予報に効果的に活用す

るためには、DOM の WRF モデルの更なる精度向上を目指す必要がある。 

WRF モデルは、NOAA とアメリカ国立大気研究所（NCAR、National Center for Atmospheric 

Research）を中心に開発され、2006 年に公開された気象狭域数値予報モデルであり、現在で

は 3次元同化や 4次元同化も開発されている。予報可能な範囲は数ｍから数千kmであり、予

報モデル本体だけでなく、前処理、データ同化および後処理のプログラムも公開され、全て

無料で自由に使用出来る事から、多くの国の気象局や研究機関で使用されている。DOM は、

WRF の運用を試験的に行ってはいるものの、WRF の持っている多様な機能を活用し精度の高

い予報結果を得るには至っていない。このような状況は他の途上国の気象局においても、

ほぼ同様である。データ同化機能やプログラムのアップデート手法を習得することにより

DOM の WRF モデルの精度向上に貢献する事を推奨する。 

更に、本プロジェクトの終了後の2018 年より、我が国の無償資金協力による「気象観測レ

ーダー整備計画」が実施される計画となっている。この気象レーダーにより観測されるデー

タを WRF モデルに取り込む事で、更なる精度の向上も期待できることから、今後の支援の方

向性としては、WRF モデルを中心とした下表に示した技術協力プロジェクトの実施が、DOM の

能力向上及び「ス」国の自然災害による被害の軽減のためには有効であると考える。 

表 55 今後の支援の方向性（案） 

項目 内容 

WRFモデル

の精度向上 

WRF モデルの最新バージョンへの更新 

 WRF モデル本体システムの更新 

 WRF モデルの前処理システムの更新 
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＜長期専門家＞ 

本プロジェクトを実施する過程で、現状の DOM の気象業務の問題点と今後の課題が明らか

になった。本プロジェクト期間中の 3 年間で 400 名以上のスリランカ人の生命が洪水や土砂

災害により失われた。このことを考慮すると、現在の DOM の業務において最も必要とされる

ことは、降雨観測の飛躍的改善と、それにもとづく正確で高水平分解能を有する大雨情報の

リアルタイムの発表である。このためには大雨をもたらす積乱雲の水平スケールに対応した

空間分解能を有するリアルタイム降雨監視システムの導入が必要である。 

幸いにも JICA の支援により 2020 年にスリランカに整備される気象レーダーは二重偏波機

能を有する予定である。同レーダーの雨量測定精度は在来型気象レーダーのそれに比べて飛

躍的に向上し、大雨に関する正確なリアルタイムでの情報を提供することが可能となる。そ

のため本プロジェクトに引き続き、同レーダーの運用・管理及びレーダー観測データの利活

 WRF モデルのデータ同化システムの導入 

WRF モデルの基礎的設定の改善 

 格子間隔の改善（高解像度化） 

 格子間隔に対応した計算時間の設定 

 計算領域の拡大 

WRF モデルの稼動方法の改善 

 初期値の改善 

AWS、気象レーダー、高層観測及び気象衛星の 4種のデータの 3次元データ同化 

 初期条件および側面境界条件の改善 

格子間隔の小さい（解像度の高い）格子点データの取込み 

計算結果の処理方法 

 格子点データの画像処理システムを用いたスリランカ周辺の数値予報図の作成 

 WRF モデルの予報結果を用いた各種ガイダンスの自動稼動処理の実施 

気象レーダ

ープロダク

トの利用 

マスメディアに対する気象レーダーデータ（レーダー動画）の利用及び解釈、解説方法

に関するワークショップの実施 

民間航空局に対し、気象レーダーデータ（降水強度及びドップラーデータ）の利用及び

解釈に関するワークショップの実施 

気象レーダープロダクトの解説 

気象レーダーデータの気象業務への利用方法 

デジタル画

像気象情報 

気象レーダー画像の拡充実地研修（キャッチメントエリアの設定、気象レーダー画像上

の地図に地図記号の追加等） 

気象予報 

気象レーダーデータ（大雨）及び既設自動気象観測システムデータを用いた短時間予

報（0.5～1 時間） 

気象レーダーデータを用いた予報ブリーフィングの実地研修 
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用に関する新しい JICA 技術協力プロジェクトを実施し、大雨災害に対する全く新しい気象情

報の作成を図るべきである。 

一方、気象レーダー等の技術的整備と並行して、日本政府からの協力のもと、DOMが近代化

計画立案、機構の改革、人材育成、法律の整備等の気象業務の行政的局面を強化するために

力を注ぐことが、今後の DOM の発展には特に重要であると考える。 

正確な雨量情報の発信は気象防災行政の第一歩であるから、DOM は関連防災機関に対して関

係機関の雨量計の校正の実施、雨量データ利用の指導によって、雨量情報の品質管理を強化

することが必要である。さらに、日本気象庁から技術的協力を得て雨量データを使った「壌

雨量指数」、「河川雨量指数」、「内水氾濫指数」といった降雨防災プロダクトの開発計画を中

期的目標に設定することも必要である。こうした努力によって DOM は関連防災機関に対して

イニシアチブを確保することができるであろう。 

最後に、本プロジェクトの実施にあたって日本の気象庁から受けた多大なご支援につい

て言及したい。プロジェクト開始前の準備調査に始まりプロジェクト終了直前の「SATAID」

研修まで続いた。プロジェクト活動 1 における測器校正、測器のトレーサビリティの確立

では気象庁の支援なしでは今回の成果を得られなかった。また 7 回の短期専門家の派遣、

２回の国別研修、気象防災セミナーの開催に関しても気象庁の多くの職員のお力をお借り

した。多忙な本来業務の中にありながら、本プロジェクトのために時間を割きお知恵を貸

していただいた気象庁総務部国際室を始め、観測部、予報部、地球環境・海洋部の各担当

者の方々に、長期専門家として心よりお礼を申し上げる。 

一方プロジェクトを終了するにあたり、本プロジェクトの活動にはさらに気象庁の協力

が得られた可能性があったのではなかったかと感じている。まず活動 1 について観測デー

タの品質管理の導入、活動 2 では新 GTS/MSS の設置におけるインド気象局とスリランカ気

象局間の GTS 接続（実際には計画外ではあったが気象庁のお力をお借りした）が挙げられ

る。さらに活動 3 では世界トップ水準にある気象庁の数値予報技術や最新ガイダンスに関

する研修の実施、活動 4 では気象庁が長年の実績をもとに近年実現した警報・注意報の地

区細分化、活動 5 では DOM ウェブサイトの更新に気象庁のウェブサイトの機能を参考とす

るなどが考えられる。 

近年気象庁は国際協力推進をその重点施策のひとつとして掲げている。こうした状況を

背景に、JICA は JMA との協力関係を進展させ、今後の気象技術協力プロジェクトの立案に

は、技術的協力にとどまらず、組織の強化や改革などの行政的分野への支援も取り入れる

ことを希望する。 
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10. 合同調整委員会の会議及びセミナーの開催記録 

開催された合同調整委員会（JCC：Joint Coordinating Committee）を下表に記した。 

 

表 56  合同調整委員会の会議開催記録 

日付 参加者 開催場所 内容 

2014 年 

10月 14日 

災害管理省：3名 

スリランカ気象局：3名 

JICA スリランカ事務所：4名 

JICA 長期専門家：1名 

JICA 短期専門家（コンサルタン

ト）：4名 

災害管理省 

（Ministry of 

Disaster 

Management）

・ プロジェクトワークプランの説明 

・ PDM コンサルタント案の承認 

・ 第 1 期活動内容の説明 

・ プロジェクトで調達する機材内容 

2016 年 

11月 18日 

災害管理省：1名 

スリランカ気象局：2名 

JICA スリランカ事務所：2名 

JICA 長期専門家：1名 

JICA 短期専門家（コンサルタン

ト）：6名 

災害管理省 

（Ministry of 

Disaster 

Management）

・ プロジェクト進捗説明及び第 2 期活動

内容の説明 

・ プロジェクトで作成した成果品紹介

（防災教育用アニメーション”Save 

Yourself”、ビューフォート風力階級

図等） 

・ 新しい DOM のウェブサイトの紹介 

・ プロジェクトの円滑実施に係る課題

2017 年 

5 月 2 日 

災害管理省：1名 

スリランカ気象局：2名 

JICA 長期専門家：1名 

JICA 短期専門家（コンサルタン

ト）：3名 

災害管理省 

（Ministry of 

Disaster 

Management）

・ 各成果の達成度進捗状況の報告 

・ プロジェクト目標の達成度進捗状況

の報告 

・ 上位目標の達成に向けての提言案の

紹介 

2017 年 

7 月 26 日 

災害管理省：1名 

スリランカ気象局：6名 

JICA 本部：2名 

JICA 長期専門家：1名 

JICA 短期専門家（コンサルタン

ト）：4名 

災害管理省 

（Ministry of 

Disaster 

Management）

・ 各成果の達成度の確認 

・ プロジェクト目標の達成度の確認 

・ 上位目標の達成に向けての提言 

 

気象防災セミナーの開催（長期専門家アレンジ） 

本プロジェクトを終了するにあたり、気象防災セミナー「スリランカにおける大雨災害

対策を焦点とする次世代気象業務」を 2017 年 7 月 25 日に開催した（写真 10-1）。ここでは

スリランカの防災関連機関に本プロジェクトの成果を発表するとともに、現在 JICA が取り

組んでいるスリランカの減災施策枠組作り、及び今年度から始まった DOM への無償資金協

力「気象観測ドップラーレーダーシステム整備計画」に関連して、大雨災害に対応するた
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めの DOM の最適な次世代気象業務を議論することを目的とした。セミナーのプログラムを

表 57 に示す。 

このセミナーではスリランカ防災省、同防災センター、国立建築研究所、灌漑省などの

防災関係機関からの 45 名の参加者のもと、DOM 職員、気象庁から 2名の短期専門家、「防災

行政アドバイザー」としてスリランカ防災省に滞在している長期専門家、及び本プロジェ

クト長期専門家が日本における大雨災害に対する施策、関連する気象観測予報業務を紹介

するとともに、JIA 国際協力専門員により DOM の将来施策について提言が示された。 

 

表 57  気象防災セミナー「大雨災害対策を焦点とする次世代気象業務」プログラム 

Time Session Speaker/Facilitator 

9:00 – 9:20 Participant registration  

9:20 – 9:30 Opening speech Mr. S. Miyanawala 

(Secretary, MDM) 

9:30 – 9:40 Weather services in disaster risk reduction of Sri 

Lanka and purpose of the seminar 

Mr. Y. Inoue 

(Acting Director of 

Disaster Risk Reduction 

Team 1, JICA) 

9:40 – 9:55 Achievement of the Weather Project during this three 

years and the target of this seminar 

Mr. S. Premalal 

(Director General, DOM) 

9:55 – 10:10 Weather services of DOM for heavy rainfall disaster Ms. Anusha Warnasuriya 

(DOM) 

10:10 – 10:30 Tea break 

With Video show of the disaster prevention awareness 

video for children “Save Yourself” 

Mr. Y. Uchida and Mr. Iwata

(JICA Consultant Expert, 

DOM) 

10:30 – 10:50 Disaster management system in Japan focusing on 

flooding and landslides  

Mr. T. Nagai 

(JICA Long-term Expert, 

写真 10-1 気象防災セミナー「大雨災害対策を焦点とする次世代気象業務」 
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MDM) 

10:50 – 11:10 History of the weather services for heavy rainfall 

disaster in JMA 

Dr. M. Ishihara 

(JICA Long-term Expert, 

DOM) 

11:10 – 11:40 Necessity of Quantitative Precipitation Estimation 

(QPE) for monitoring rainfall disaster using dual 

polarization Doppler radars 

Dr. A. Adachi 

(Meteorological Research 

Institute, JMA) 

11:40 – 12:10 Importance of Quantitative Precipitation Forecast 

(QPF) using observation networks and numerical models

Mr. K. Nagata 

(JMA HQs) 

12:10 – 12:30 Comments on strengthening the relationship between 

DOM and relevant organizations to establish the next 

generation rainfall disaster management in Sri Lanka

Mr. S. Premalal(DOM) 

 

12:30 – 13:00 Road map to the next generation weather services 

focusing on rainfall disaster mitigation in Sri Lanka

Mr. K. Akatsu 

(Senior Advisor, JICA  HQs)

13:00 – 13:10 Closing remarks Mr. F. Tanaka 

(Chief Representative,  

JICA Sri Lanka Office)  

13:10 – Lunch  

MDM: Ministry of Disaster Management 災害管理省 

DOM: Department of meteorology 気象局 

NBRO: National Building Research Institute 国立建築研究所 

JICA: Japan International Cooperation Agency 日本国際協力機構 

JMA: Japan Meteorological Agency 日本気象庁 
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添付資料 1 

PDM（最新版、変遷経緯） 

  



 

 

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の変遷 

 
 
■第 1回目変更（2014年 10月 14日） 

従前 PDMの記述をより、成果指標などを具体的なものにするための変更がコンサルタント

側より提案され、2014 年 10 月 14 日に開催された合同調整委員会（Joint Coordinating 

Committee：JCC）において承認された。 

 

 

次頁以降に従前 PDM、変更箇所を青文字にした PDM（1回目変更）を添付した。 



 

 

従前 PDM 

プロジェクトの要約 指標 測定方法 外部条件 

上位目標： 

気象災害による被害の軽減への寄与を念頭に、スリラ

ンカ気象局の提供する気象情報が、国民や防災関係機

関に適切に利用される。 

1. DOMの改善された気象情報の一部また

は全部を活用して実施された防災の

ための土木工事の実施件数 

2. DOMの改善された気象情報の一部また

は全部を活用して作成された地域社

会レベルの早期警報システム、ハザー

ドマップ又は避難計画の策定件数 

- 災害管理センター（Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関の年報 

- 災害管理センター（Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関に対す

るインタビュー 

- マスメディアと通した気象予報の伝

達 

 

プロジェクト目標： 

より正確でタイムリーな気象情報が、国民や防災関連

機関に提供される。 

 

1. 観測器のトレーサビリティ（準器の有

無、点検・校正頻度） 

2. 観測の欠測値の割合 

3. 選定された地上気象観測所における

降雨予報の精度 

4. 選定された地上気象観測所における

試行ベースの週間予報の実施数 

- スリランカ気象局の年間管理報告書 

- JCCの会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書 

- スリランカ気象局のウェブサイト 

政府の方針における

災害軽減に対する優

先順及びスリランカ

気象局を含む関係機

関の強化が、大きな変

更なく継続される。 

 

成果： 

1. 気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。 

2. 様々な種類の気象データの送受信能力が強化す

る。 

3. 収集した気象データを用いた気象予報能力が向上

する。 

4. 警報基準が精緻化する。 

5. 気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

1.1 AWSの点検・修理（部品交換）のマニ

ュアルの改訂が完了している。 

1.2 DOMの関係職員の○○%が AWSの点

検・修理の研修を受講している。 

2.1 DOMにおいて、AWSのデータが完全に

受信できている。 

2.2 DOMにおいて、GTS経由のバイナリー

データが完全に受信できている。 

3.1 ○○名以上の DOMの関係職員が予報

ガイダンスを使用する能力を持って

いる。 

3.2 ○○名以上の DOMの関係職員が海上

風の短期予報を行う能力を持ってい

- スリランカ気象局の年間管理報告書 

- JCCの会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書 

- スリランカ気象局のウェブサイト 

- 気象機材の維持管理マニュアル（案） 

- 気象機材の維持管理研修の記録 

- 自動気象観測システムのデータ送信

記録 

- 短期予報の研修の記録 

- 週間予報の研修の記録 

気象設備維持管理に

必要な予算が、2015

年及び 2016年に DOM

に配分される。 



 

 

る。 

4.1 過去の災害実績を踏まえて新たに警

報基準が作成された地域の数 

5.1 作成された気象業務の教育マテリア

ルの数 

5.2 DOMのウェブサイトの月単位のアクセ

ス数が○○%以上増える。 

- 警報基準（案） 

- 気象サービスに関する教育材料 

 

活動 投入 外部条件 

1.1 気象測器の保守点検・校正に関する課題を分析し、

特定する。 

1.2 気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点

検・校正チームを組織する。 

1.3 気象測器のトレーサビリティを確立する。 

1.4 気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研

修を実施する。 

1.5 気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書

（SOP）をレビューし、改定する。 

1.6 自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマ

ニュアルをレビューし、改定する。 

1.7 自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を

実施する。 

1.8 高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改

善する。 

2.1 自動気象観測所と気象局本局間の観測データの送

受信状況をレビューし、課題を特定する。 

2.2 自動気象観測所と気象局本局間の観測データ送受

信方法のバックアップ手段を検討する。 

2.3 GTS/MSSの現状を把握し、課題を特定する。 

2.4 GTS/MSSの機器を更新し、処理内容を向上する。 

＜日本側＞ 

 

長期専門家 

- チーフアドバイザー／気象業務 

 

短期専門家 

- 気象観測 

- 衛星データ分析 

 

コンサルタントの派遣する専門家 

- 総括／気象予報／気象ガイダンス 

- 気象観測技術 

- データ管理／情報技術 

- 気象情報伝達 

- ウェブサイト制作 

- 業務調整／気象予報補助 

 

施設及び機材 

- デスクトップ・パソコン／ノート・パ

ソコン 

- WMO情報システム(WIS)用デスクトッ

プ・パソコン 

- 観測データダウンロード用ノート・パ

＜スリランカ側＞ 

 

プロジェクト管理者 

- プロジェクトダイレクター 

- プロジェクトマネージャー 

 

カウンターパート 

 

- DOMの関連部署からのカウンター

パート職員 

 

設備及び機材 

 

- DOM本局内の長期専門家及びその

他専門家の為の業務スペース 

- 事務用家具、設備及び機材 

 

DOMによる予算手配 

 

- 管理費及び現地業務実施費用 

 

 

 

プロジェクトの研修

に参加する適切なカ

ウンターパートが確

保されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

3.1 天気予報の現状をレビューし、課題を特定する。 

3.2 予報精度の検証技術を含め、短期予報(36時間先)

及び週間予報のための予報ガイダンスの開発に関

する研修を実施する。 

3.3 選定した地点における降水量の短期予報及び週間

予報のための予報ガイダンスを作成する。 

3.4 衛星データを用いた海上風の短期予報の訓練を実

施する。 

3.5 衛星画像解析（SATAID） ソフトの利用に関する訓

練を実施する。 

3.6 季節予報の手法の現状をレビューし、評価する。 

3.7 各種気象データを総合化した気象予報作成の改善

に関する OJTを実施する。 

4.1 警報の現状をレビューし、課題を特定する。 

4.2 気象局、DMC等との協議を通じて警報基準の改善手

法を検討し、大雨･強風に関する新たな警報基準、

雷に関する新たな基準を設ける。 

5.1 気象情報の内容を把握し、課題を特定する。 

5.2 気象情報の内容を改善する。 

5.3 船舶への情報提供の発表タイミングを見直す。 

5.4 気象サービスの教材の提供を含め、本局のウェブサ

イトの内容を改善する。 

5.5 スマートフォンと互換性のあるウェブサイトを作

成する。 

5.6 気象情報普及教育のための材料（ウェブサイト、CD

や冊子など）を作成する。気象測器の保守点検・校

正の実情をレビューし、課題を特定する 

ソコン 

- 予報会報用モニター 

- プリンター複合機 

- 可搬型点検機器（気温及び気圧） 

- 基準器（電気式気温計及び気圧計） 

- AWSのスペア・パーツ（デスクトップ・

パソコン含） 

- GTS/MSS装置（添付・調整・初期操作

指導を含む） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

PDM（1回目変更） 

プロジェクトの要約 指標 測定方法 外部条件 

上位目標： 

気象災害による被害の軽減への寄与を念頭に、DOMの提

供する気象情報が、国民や防災関係機関に適切に利用

される。 

1. DOM の改善された気象情報の一部また

は全部を活用して実施された防災のた

めの土木工事の実施件数 

2. DOM の改善された気象情報の一部また

は全部を活用して作成された地域社会

レベルの早期警報システム、ハザード

マップ又は避難計画の策定件数 

- 災 害 管 理 セ ン タ ー （ Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関の年報 

- 災 害 管 理 セ ン タ ー （ Disaster 

Management Centre：DMC）、建築研究

所、水産局及び他の関係機関に対す

るインタビュー 

- マスメディアを通した気象予報の伝

達 

 

プロジェクト目標： 

より正確でタイムリーな気象情報が、国民や防災関連

機関に提供される。 

 

1. 観測器のトレーサビリティ（準器の有

無、点検・校正頻度） 

2. 観測の欠測値の割合 

3. 選定された地上気象観測所における

降雨予報の精度 

4. 選定された地上気象観測所における

試行ベースの週間予報の実施数 

- DOMの年間管理報告書 

- JCCの会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書 

- DOMのウェブサイト 

政府の方針における

災害軽減に対する優

先順及び DOM を含む

関係機関の強化が、大

きな変更なく継続さ

れる 

 

成果： 

1. 気象観測機器の保守点検・校正の能力が向上する。 

2. 様々な種類の気象データの送受信能力が強化す

る。 

3. 収集した気象データを用いた気象予報能力が向上

する。 

4. 警報基準が精緻化する。 

5. 気象情報の伝達方法や内容が改善される。 

1.1 AWS の点検・修理（部品交換）のマ

ニュアルの改訂が完了している。 

1.2 DOMの関係職員の 70%が AWSの点検・

修理の研修を受講している。 

2.1 DOMにおいて、AWSのデータが完全に

受信できている。 

2.2 DOMにおいて、GTS経由のバイナリー

データが完全に受信できている。 

3.1 4 名以上の DOM の関係職員が予報ガイ

ダンスを使用する能力を持っている。 

3.2 4 名以上の DOM の関係職員が海上風の

短期予報を行う能力を持っている。 

4.1 過去の災害実績を踏まえて新たに警

- DOMの年間管理報告書 

- JCCの会議議事録 

- プロジェクトの業務進捗報告書 

- 短期専門家の業務報告書 

- コンサルタントチームの業務報告書 

- DOMのウェブサイト 

- 気象機材の維持管理マニュアル（案） 

- 気象機材の維持管理研修の記録 

- 自動気象観測システムのデータ送信

記録 

 

- 気象予報ガイダンス（36 時間まで及

気象設備の維持管理

に必要な予算が、2015

年及び 2016 年に DOM

に配分される。 



 

 

 

報基準が作成された地域の数 

5.1 作成された気象業務の教育マテリア

ルの数 

5.2 DOM のウェブサイトの月単位のアク

セス数が 30%以上増える。 

び 168時間先）の研修記録 

 

- 警報基準（案） 

- 気象サービスに関する教育材料 

活動 投入 外部条件 

1.1 気象測器の保守点検・校正に関する課題と分析し、

特定する。 

1.2 気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点

検・校正チームを組織する。 

1.3 気象測器のトレーサビリティを確立する。 

1.4 気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研

修を実施する。 

1.5 気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書

（SOP）をレビューし、改定する。 

1.6 自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマ

ニュアルをレビューし、改定する。 

1.7 自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を

実施する。 

1.8 高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改

善する。 

2.1 自動気象観測所とDOM本局間の観測データの送受信

状況をレビューし、課題を特定する。 

2.2 自動気象観測所とDOM本局間の観測データ送受信方

法のバックアップ手段を検討する。 

2.3 GTS/MSSの現状を把握し、課題を特定する。 

2.4 GTS/MSSの機器を更新し、処理内容を向上する。 

3.1 天気予報の現状をレビューし、課題を特定する。 

＜日本側＞ 

 

長期専門家 

- チーフアドバイザー／気象業務 

 

短期専門家 

- 気象観測 

- 衛星データ分析 

 

コンサルタントの派遣する専門家 

- 総括／気象予報 

- 気象ガイダンス 

- 気象観測技術 

- データ管理／情報技術 

- 気象情報伝達 

- ウェブサイト制作 

- 業務調整／気象予報補助 

 

施設及び機材 

- ノート・パソコン 

- 観測データダウンロード用ノート・パ

ソコン 

- 予報会報用モニター 

- プリンター複合機（モノクロレーザ

ー） 

＜スリランカ側＞ 

 

プロジェクト管理者 

- プロジェクトダイレクター 

- プロジェクトマネージャー 

 

カウンターパート 

 

- DOM の関連部署からのカウンター

パート職員 

 

設備及び機材 

 

- DOM 本局内の長期専門家及びその

他専門家の為の業務スペース 

- 事務用家具、設備及び機材 

 

DOMによる予算手配 

 

- 管理費及び現地業務実施費用 

 

 

 

 

 

プロジェクトの研修

に参加する適切なカ

ウンターパートが確

保されている。 

 

 

 

 

 

 



 

 

3.2 予報精度の検証技術を含め、短期予報(36 時間先ま

で 12時間毎の降水量)及び週間予報(7 日目)のため

の気象予報ガイダンスの開発に関する研修を実施

する。 

3.3 選定した地点における短期予報(36 時間先まで 12

時間毎の降水量)及び週間予報(7 日先)のための気

象予報ガイダンスを作成する。 

3.4 選定した地点における海上風の気象予報ガイダン

スを作成する。 

3.5 衛星画像解析（SATAID）ソフトの利用に関する訓練

を実施する。 

3.6 季節予報の手法の現状を検証し、改善する。 

3.7 各種気象データを総合化した気象予報作成の改善

に関する OJTを実施する。 

4.1 警報の現状をレビューし、課題を特定する。 

4.2 DOM、DMC等との協議を通じて警報基準の改善手法を

検討し、大雨、強風、落雷に関する新たな警報基準

を設ける。 

5.1 気象情報の内容を把握し、課題を特定する。 

5.2 気象情報の内容を改善する。 

5.3 船舶への情報提供の発表タイミングを見直す。 

5.4 ウェブサイトの内容を改善する。 

5.5 スマートフォンと互換性のあるウェブサイトを作

成する。 

5.6 気象サービスに関する教育材料（防災啓発資料）を

作成する。 

- カラー・インクジェット・プリンター 

- 可搬型点検機器（気温、気圧、湿度及

び風向風速） 

- 基準器（電気式気温計及び気圧計） 

- AWSのスペア・パーツ 

- ラミネート加工用機材 

- ウェブサイト制作用ノート・パソコン 

- ウェブサイト制作用ソフトウェア 

- 追加避雷設備 

- オープンクラス用音響装置 

- オープンクラス用プロジェクター 

- プロジェクター用交換ランプ 

- オープンクラス用電源延長ケーブル 

- GTS/MSS 装置（据付・調整・初期操作

指導を含む） 

 



 

 

 

 

添付資料 2 

業務フローチャート 

  



2-1-2 業務フローチャート 
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詳細活動計画 

  



 

 

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

ベースライン調査：キャパシティーアセスメント

気象観測機器の維持管理状況及び職員の維持管理能力の把握

AWSサイトとスリランカ気象局本局間の観測データ送受信の現状

GTSメッセージスイッチングシステムの現状の把握

気象予報に関する能力の特定

気象情報普及（啓発活動を含む）及び伝達技術に関す能力の特定

気象観測機器の維持管理及び校正能力が向上する

気象測器の保守点検・校正に関する課題を分析し、特定する

気象観測機器の校正に必要な機器を調達し、保守点検・校正チームを組織する

気象測器のトレーサビリティを確立する

気象測器及び自動気象観測装置の校正に関する研修を実施する

気象測器及び自動気象観測装置の標準作業手順書（SOP）をレビューし、改定する

自動気象観測装置の点検及び修理（部品交換）のマニュアルをレビューし、改定する

自動気象観測装置の点検及び修理に関する研修を実施する

高層気象観測の観測スケジュールをレビューし、改善する

各種気象データの送受信能力が強化される

自動気象観測所と気象局本局間の観測データの送受信状況をレビューし、課題を特定する

自動気象観測所と気象局本局間の観測データ送受信方法のバックアップ手段を検討する

GTSメッセージスイッチングシステムの現状を分析し、改善すべき課題を特定する

GTSメッセージスイッチングシステムが更新される

収集した気象データを用いた気象予報能力が向上する

天気予報の現状をレビューし、課題を特定する

予報精度の検証技術を含め、短期予報(36時間先)及び週間予報のための予報ガイダンスの開発に関する研修を実施する

選定した地点における降水量の短期予報及び週間予報のための予報ガイダンスを作成する

選ばれた地点の海上風の気象予報ガイダンスの作成

SATAID操作に関する研修が実施される

季節予報手法の見直しと改善が実施される

各種気象データを利用した気象予報の向上に関する研修が実施される

精緻な警報基準に改善する

現状が把握され改善すべき課題が特定される

防災関連機関（DOM、DMC、水産省等）との協議を通して大雨・強風・雷に関する新たな基準が作成される

DOMの気象情報伝達方法・内容が改善される

スリランカ気象局本局の気象情報内容を精査し、改善すべき課題を特定する

気象情報の内容が改善される

船舶に対する気象情報発信のタイミングが見直される

現状のWebページの内容における問題点を特定する

スマートフォン向けウェブサイトの作成

マスメディアへの対応に関する研修の実施

DOMによりウェブサイトへのプロダクトのアップデート及び維持管理が実施される

プロダクトアップデートの研修

Webページ内のプロダクトのアップデート作業マニュアルの作成

気象、気候及び災害に関する広報資料（災害啓発のための教材）を作成する

ステークホルダーに対するオープンクラスが開催される

年1回のセミナーの開催

研修員受入れ

本邦研修

2015年度 2017年度2016年度

第1年次 第2年次

＜長期専門家の担当業務＞

＜長期専門家の担当業務＞

＜短期専門家の担当業務＞

＜短期専門家の担当業務＞
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専門家派遣実績（要員計画）（最新版） 

  



 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 人月

番号 担当業務 氏名 所属 格付 現地 国内 現地 国内 現地 国内

計画案 2.00 - 4.30 - 6.30 -

実績 2.00 - 4.20 - 6.20 -

計画案 2.00 - 4.50 - 6.50 -

実績 2.00 - 4.43 - 6.43 -

計画案 2.00 - 4.00 - 6.00 -

実績 2.00 - 4.07 - 6.07 -

計画案 0.00 - 0.00 - 0.00 -

実績 0.00 - 0.40 - 0.40 -

計画案 2.00 - 2.70 - 4.70 -

実績 2.00 - 2.70 - 4.70 -

計画案 2.00 - 3.60 - 5.60 -

実績 2.00 - 3.60 - 5.60 -

計画案 1.40 - 3.80 - 5.20 -

実績 1.40 - 3.20 - 4.60 -

計画案 0.50 - 1.00 - 1.50 -

実績 0.50 - 1.00 - 1.50 -

11 .90 - 23 .90 - 35 .80 -

11 .90 - 23 .60 - 35 .50 -

計画案 - 0.30 - 0.35 - 0.65

実績 - 0.30 - 0.45 - 0.75

計画案 - 0.45 - 0.60 - 1.05

実績 - 0.45 - 0.60 - 1.05

計画案 - 0.25 - 0.20 - 0.45

実績 - 0.25 - 0.20 - 0.45

計画案 - 0.10 - 0.15 - 0.25

実績 - 0.10 - 0.15 - 0.25

計画案 - 0.25 - 0.85 - 1.10

実績 - 0.25 - 0.85 - 1.10

計画案 - 0.10 - 0.15 - 0.25

実績 - 0.10 - 0.35 - 0.45

計画案 - 0.00 - 2.60 - 2.60

実績 - 0.00 - 2.60 - 2.60

- 1 .45 - 4 .90 - 6 .35

- 1 .45 - 5 .20 - 6 .65

報告書

凡例 IMC：国際気象コンサルタント ※報告書の記号 G/R1

JWA：日本気象協会　　 W/P

B/R

M/S2

F/R1

G/R2

M/S3

M/S4

M/S5

F/R2

：業務完了報告書（第1期）

：業務計画書（第2期）

：Monitoring Sheet Ver. 3

：Monitoring Sheet Ver. 4

：Monitoring Sheet Ver. 5

：プロジェクト完了報告書

：ワークプラン(W/P)／Monitoring Sheet Ver.1

：ベースライン調査報告書

：Monitoring Sheet Ver. 2

業務調整／気象予報補助

計画案　小計

JWA

：業務計画書（第1期）

月

JWA

3

第1期
第1期

3

2

3

5

第2期

気象ガイダンス

気象観測技術

総括／気象予報

藤井 孝成

内田 善久

岩田　総司

合計

人月 人月

現
地
業

務

1

4

2

IMC野口 晉孝

データ管理／情報技術 JWA

IMC

4

7

IMC

業務調整／気象予報補助

気象情報伝達

Rashid ZAMAN

6

ウェブサイト制作

JWA***

***

IMC

総括／気象予報 ***

ウェブサイト制作

国

内
作
業

4

5

6

7

1

3

2

実績　小計

IMC

JWA

計画案　小計

5

4

提出時期

2

***気象ガイダンス

***

IMC

IMC

3

気象観測技術

実績　小計

3

JWA

データ管理／情報技術

気象情報伝達

***

根來　都子
山内　元宏

3

2014年（平成26年） 2015年（平成27年） 2016年（平成28年）

3

3

5

***

2017年（平成29年）

第2期

気象観測技術 4

3 遠藤　肇秀 IMC

年次

年

G/R1
W/P

F/R2

：国内作業

：現地業務

18

21

18

21

21

15

18

18

18

21

18

18

18

18

15

18

21

21

18

21

18

18

18

21

1515 15

21

18

18

21

18

21

21

21

21

21

21

21

21

18

18

18

18

18

21

21

21

21

21

21

21

21

21

18

18

2

3

3

1

3

3

2

3

3

2

2

3

2

2

3

2

26 26 

2

3

3

3 1

2

2 2

2

2

1

1

2

2

2 1

18

18

18

18

18

19

19

22

21 

2 1 1

3 2

3 2

2

2

2

B/R M/S2 F/R1 G/R2 M/S3 M/S4 M/S5

23

23

20

21

21

21

21

21

15

2

3

3

1

5

21 21 30 22 17 8

21 21 21 21 31 8

21 21 18 24 31 7

21 20 13 13

18 24 26 15

21 21 30 24

19 11

1 2 2 2

3 3 3 1 2

2 2

2

3 3 2 2 5 2

2 5

26 5 9 12

7

10

11

14

18 7

1

1

2
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研修員受入れ実績  



 

研修員受入れ実績 

 

(1) コンサルタントチームがアレンジした本邦研修 

＜研修名＞ 

第１回研修：気象予報・情報普及研修 

第２回研修：気象予報 

 

＜研修対象者及びその職務内容＞ 

本研修を受講する職員は、DOM 予報部門担当者を対象とした。 

 

＜研修内容及び研修日程＞ 

各研修の研修内容及び研修日程を以下に示した。 

 

 第１回研修 

 

表    気象予報・情報普及研修の研修内容 

気象予報・情報普及研修 

 研修期間 2016 年 2 月 29（月）から 2016 年 3 月 15 日（水）（16 日間） 

１．研修の概要 

研修実施場所 
JICA 中部国際センター、岐阜大学、東京消防庁本所都民防災教育セ

ンター及び日本テレビ、気象庁、JICA 東京国際センター 

研修対象者 

DOM の現職気象予報官 4名 

Mr. JAYASEKERA Siri Ranjith （Director of Forecasting & 

Decision support） 

Mr. KARUNANAYAKE Athula Kumara（Deputy Director, Training 

Division） 

Ms. JAYAKODY Preethika Madhavi（Meteorologist） 

Mr. PEIRIS Thammahetti Mudalige Nandalal（Meteorologist） 

２．研修内容 

1. 局地気象予報モデルの原理の習得・波浪予報モデルの原理の習得 

2. 乱流を中心とした接地境界層の気象の理解 

3. 気象と身体の熱収支についての理解 

4. 気圧配置型と局地気象についての理解・気圧配置分類法の習得 

5. 気象情報普及 

 

 



 

研修日程は下表の通りである。 

表    気象予報・情報普及研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

1 2月 28日（日） 【移動】コロンボ→中部国際空港  

2 2月 29日（月） JICA 規定ブリーフィング・オリエンテーション
JICA 中部国際センター（名古

屋） 

3 3 月 1 日（火） 局地気象予報モデル１ 岐阜大学 

4 3 月 2 日（水） 局地気象予報モデル２ 岐阜大学 

5 3 月 3 日（木） 波浪予報モデル 岐阜大学 

6 3 月 4 日（金） 接地境界層の気象・乱流 岐阜大学 

7 3 月 5 日（土） 休日（豪雪地帯の見学：白川郷）  

8 3 月 6 日（日） 休日  

9 3 月 7 日（月） 
再生可能な自然エネルギーの活用（風力発電・

太陽光発電） 
岐阜大学 

10 3 月 8 日（火） 気象と身体の熱収支 岐阜大学 

11 3 月 9 日（水） 日本の局地気象１ 岐阜大学 

12 3月 10日（木） 日本の局地気象２ 岐阜大学 

13 3月 11日（金） 気圧配置型の分類と地域の気象（作業） 岐阜大学 

14 3月 12日（土） 【移動】岐阜→東京  

15 3月 13日（日） 休日  

16 3月 14日（月） 
住民に対する防災教育について 

東京消防庁本所都民防災教育セ

ンター（押上） 

民間放送局による気象情報提供サービス 日本テレビ（新橋） 

17 3月 15日（火） 

気象庁表敬訪問 気象庁（大手町） 

JICA 評価会 
JICA 東京国際センター（幡ヶ

谷） 

18 3月 16日（水） 【移動】成田国際空港→コロンボ  

 

 

気象予報モデル１ 研修風景     白川郷見学 



 

 第２回研修 

表    気象予報研修の研修内容 

気象予報研修 

１．研修の概要 

研修期間 2017 年 3 月 9日（木）から 2017 年 3 月 23 日（木）（15 日間） 

研修実施場所 
JICA 中部国際センター、岐阜大学、筑波大学、気象庁、JICA 東京国

際センター 

研修対象者 

DOM の現職気象予報官 4名 

Ms. WARNASOORIYA Anusha Rashanthi Patabedi (Deputy Director)

Mr. RATHUGAMAGE Malith Prasanna Fernando (Meteorologist) 

Mr. PREMATHILAKE Jayasinghe Sepalage D. S. (Meteorologist) 

Mr. KUMARA Athdath Waduge Susantha Janaka (Meteorologist) 

２．研修内容 

1. Linux、WRF 及び WRF データ同化のインストールと動作確認 

2. WRF 及び WRF データ同化の設定とサンプルデータを用いた試験稼働 

3. SWAN による海洋波浪推算 

4. GrADS（Grid Analysis and Display System）を用いた格子点データの可視化及び

気圧配置型分類 

5. 高所気象観測とデータ収集 

 

研修日程は下表の通りである。 

表    気象予報研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

１ 3 月 7 日（火） 【移動】コロンボ発  

2 3 月 8 日（水） 【移動】中部国際空港着  

3 3 月 9 日（木） 
JICA ブリーフィング 

【移動】名古屋→岐阜 
JICA 中部 

4 3月10日（金） Linux 及び WRF のインストールと動作確認 岐阜大学 

5 3月11日（土） 休日  

6 3月12日（日） 休日  

7 3月13日（月） 
WRF の設定とサンプルデータを用いた試験稼

働 
岐阜大学 

8 3月14日（火） WRF 出力を用いた SWAN による海洋波浪推算 岐阜大学 

9 3月15日（水） WRF 出力の可視化と解析 岐阜大学 

10 3月16日（木） 
東南アジアの局地気候変化 

【移動】岐阜市内→高山市内 
岐阜大学 

11 3月17日（金） 
気象観測機器設置・操作実習 

【移動】高山市内→岐阜市内 

高山試験地（岐阜大学流域圏科

学研究センター） 

12 3月18日（土） 【移動】岐阜→東京→つくば  

13 3月19日（日） 休日  



 

14 3月20日（月） データ同化の解説 筑波大学 

15 3月21日（火） 
サンプルデータを用いた WRF モデル用データ

同化システムの試験稼働 
筑波大学 

16 3月22日（水） 試験稼働結果の検証、モデル調整方法の講義 筑波大学 

17 3月23日（木） 

【移動】つくば→東京 

気象庁表敬訪問 

評価会 

 

気象庁 

JICA 東京 

18 3月24日（金） 【移動】成田→コロンボ  

 

RF 出力を用いた SWAN による海洋波浪推算  サンプルデータを用いた WRF モデル用

データ同化システムの試験稼働  

 
気象庁表敬訪問 

 

 

 
(2) 長期専門家がアレンジした国別研修 

＜研修名＞ 

第 1回研修：気象測器校正 

第 2回研修：気象観測 



 

 

＜研修対象者及びその職務内容＞ 

第 1回研修：DOM 気象測器、電子技術担当者を対象とした。 

第 2回研修：DOM 気象観測担当者を対象とした。 

 

＜研修内容及び研修日程＞ 

各研修の研修内容及び研修日程を以下に示した。 

  

 第１回研修 

プロジェクトの活動 1.3「気象測器のトレーサビリティを確立する」の一環として 4

名の DOM 職員（測器課、電子技術課）を 2016 年 2 月に気象庁気象測器検定試験センタ

ー（WMO の RIC-Tsukuba）に 2週間派遣し、測器検定の技術を習得させた。この国別研

修とともに、2017 年 1 月と 6 月に RIC-Tsukuba から派遣された短期専門家による「気

象測器研修 1」、「気象測器研修 2」により、DOM の測器課職員は当初の目標どおり気圧

と温度の測器については自らの力で校正を実施する能力を獲得し、習得した知識・技術

をもとに新しい測器校正業務を開始した（写真 2-1）。 

 

研修の内容は下表のとおりである。 

 

表   気象測器校正研修の研修内容 

気象測器校正研修 

 研修期間 2016 年 2 月 8（月）から 2016 年 2月 19 日（金）（12 日間） 

１．研修の概要 

研修実施場所 
気象庁観測部気象測器検定試験センター(WOM RIC-Tsukuba) 

気象庁観測部、東京管区気象台 

研修対象者 

DOM の気象測器・電子技術担当職員 4名 

 Ms. WEERAPPERUMAGE DONA Liliyan Malani  

(Meteorological Officer/Officer-in charge, Instrument 

Division) 

 Mr. METTASINGHE Napagoda Achchillage 

    (Meteorological Officer Class -1/Instrument Division) 

 Mr. PRIYADHARSENA Wannakuwattawaduge Prasanna Kelum 

 (Electronic Engineering/Electronic Engineering Division)

 Mr. HATHTHOTUWA GAMAGE Prasanna Ranga Kumara 

 (Telecommunication & Radar Technical Officer/Electronic 



 

Engineering Division) 

２．研修内容 
1. 気象測器の検定手法を習得する。 

2. 地上気象観測の現場を見聞する。 

 

研修日程は下表のとおりである。 

表    気象測器校正研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

1 2 月 7 日（日） 【移動】コロンボ→成田国際空港  

2 2 月 8 日（月） 
JICA 規定ブリーフィング・オリエンテーション

研修オリエンテーション 

JICA 筑波国際センター 

気象測器検定試験センター 

3 2 月 9 日（火） 測器検定業務、湿度、雨量計、風速計検定 気象測器検定試験センター 

4 2月 10日（水） 温度計検定、ラジオゾンデ見学、気圧計検定 気象測器検定試験センター 

5 2月 11日（木） 祝日 気象測器検定試験センター 

6 2月 12日（金） 
気象庁露場見学、観測業務講義、観測予報現業

室見学 
気象庁本庁 

7 2月 13日（土） 文化視察（東京）  

8 2月 14日（日） 文化視察（鎌倉）  

9 2月 15日（月） 温度計校正（氷点）、乾湿湿度計による点検 気象測器検定試験センター 

10 2月 16日（火） 温度計校正（液槽） 気象測器検定試験センター 

11 2月 17日（水） 気圧計校正 気象測器検定試験センター 

12 2月 18日（木） 気圧計、温度計校正実習 気象測器検定試験センター 

13 2月 19日（金） 
気圧計、温度計校正マニュアル作成 

評価会、終了証授与 

気象測器検定試験センター 

JICA 筑波国際センター 

14 2月 20日（土） 【移動】成田国際空港→コロンボ  

 

 第２回研修 

DOM が今後気象観測の近代化を進める上で必要となる最新の知識を DOM の副部長から

地方気象官署長までの広い層の職員に習得させるため、研修人員を当初計画の 4 名か

ら 8名に増員して、気象庁観測部職員、同高層気象台職員、京都大学教授（気象観測専

門）、気象測器メーカー社員を講師として 2017 年 2 月に 2 週間の研修を実施した。研

修の最後には研修生全員によって、今後の DOM における気象観測の近代化を進めてい

く上での問題点と課題を整理し、その対処案を報告書としてとりまとめ、帰国後 DOM 長

官に提出した。 

 

研修の内容は下表のとおりである。 



 

表    気象観測研修の研修内容 

気象観測研修 

 研修期間 2017 年 2 月 13（月）から 2016 年 2 月 24 日（水）（12 日間） 

１．研修の概要 

研修実施場所 

JICA 東京国際センター 

気象庁観測部、東京管区気象台 

気象庁観測部気象測器検定試験センター(WOM RIC-Tsukuba) 

気象庁高層気象台 

明星電気伊勢崎工場 

研修対象者 

DOM の気象観測・通信担当職員 8名 

 Mr. A. G. M. M. Wimalasooriya 

（Deputy Director in charge of meteorological 

instruments） 

 Mr. P. A. A. Priyantha 

（Meteorologist, Computer Division）. 

 Ms. K. G. P. S. Wijerathne 

(Meteorological Officer, CI I, Radar Division) 

 Ms. G. R. L. Palihapitiya 

(Meteorological Officer, CI I, National Meteorological 

Centre) 

 Mr. D. M. Podibanda 

(Meteorological Officer, CI I, Kurunegala Regional 

Office) 

 Ms. M. B. Iranganie 

(Meteorological Officer, CI I, Puttalam Regional Office) 

 Ms. T. D. Malani 

(Communication Officer, CI I, Communication Divison) 

 Mr. W. A. T. K. Palitha de Silva 

(Telecommunication & Radar Technical Officer, CI I, 

Electronic Divison) 

２．研修内容 
DOM における気象観測の近代化を計画するための気象観測に関する最新の知識を習得

する。 

 

研修日程は下表のとおりである。 

表    気象観測研修の研修日程 

  研修内容 研修場所 

1 2月 12日（日） 【移動】コロンボ→成田国際空港  

2 2月 13日（月） 
JICA 規定ブリーフィング・オリエンテーション

研修オリエンテーション 
JICA 東京国際センター 

3 2月 14日（火） 気象観測に必要な気象学 JICA 東京国際センター 



 

マニュアル地上観測 

4 2月 15日（水） 自動地上気象観測 JICA 東京国際センター 

5 2月 16日（木） 自動気象観測の運用、観測データの品質管理等 気象庁観測部 

6 2月 17日（金） 
気象庁露場見学、観測現業室見学 

レーダー等リモートセンシング観測 
気象庁本庁 

7 2月 18日（土） 文化視察（鎌倉）  

8 2月 19日（日） 【移動】東京→熊谷  

9 2月 20日（月） 

地方気象台業務 

気象観測測器製作 

【移動】伊勢崎→東京 

熊谷地方気象台 

明星電気伊勢崎工場 

10 2月 21日（火） 

気象衛星観測 

空港気象ドップラーレーダー 

【移動】東京→つくば 

気象庁観測部 

羽田航空地方気象台 

11 2月 22日（水） 

高層気象観測 

気象測器検定 

【移動】つくば→東京 

高層気象台 

気象測器検定試験センター 

12 2月 23日（木） 
スリランカの気象観測の現状分析 

スリランカの気象観測の近代化計画議論 
JICA 東京国際センター 

13 2月 24日（金） 
スリランカの気象観測の近代化計画案作成 

評価会、終了証授与 
JICA 東京国際センター 

14 2月 25日（土） 【移動】成田国際空港→コロンボ  
 
研修参加者の写真を下に示す。 

 

  国別研修「測器研修」（左）と同「気象観測」（右）の研修員、研修講師、研修監理員 
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供与機材・携行機材実績  



プロジェクトにおいて購入した機材 

 

本プロジェクトの実施のために調達された機材は下表の通りである。 

(1) コンサルタント調達機材 

表  プロジェクトにおいて購入した機材（コンサルタント調達機材） 

No. 機材 メーカー名 モデル名 目的 数量 導入場所 購入日 

1 ワイヤレスルーター D-Link DWR-113 
インターネットアクセス用

（予報室） 
1 DOM 本局 2014年10月4日 

2 
ラミネート加工用機材（A3

サイズ） 
BIOSYSTEM SOUL 330C 

気象情報プロダクトの配

布用 
1 DOM 本局 2015年1月15日 

3 
プリンター（A3インクジ

ェットタイプ） 
HP Officejet 7110 

研修資料及び各種プロダ

クト等の印刷用 
2 DOM 本局 2015年1月16日 

4 
ウェブサイト制作用ノート

PC 
DELL 

Inspiron 5000 

(17inch) 

ウェブサイト制作の研修

用 
1 DOM 本局 2015年1月16日 

5 
気象予報ガイダンス研修用

ノートPC 
DELL 

Inspiron 5000 

(15inch) 

気象予報ガイダンス研修

用 
7 DOM 本局 2015年1月17日 

6 
観測データ・ダウンロード

用ノートPC 
DELL 

Inspiron 5000 

(15inch) 

気象予報ガイダンス研修

用 
1 DOM 本局 2015年1月17日 

7 予報会報用モニター SHARP 他 SHPLC60LE650 他 予報会報用 1 DOM 本局 2015年1月19日 

8 追加避雷設備 - - AWSの避雷設備強化 3 

Polonnarumwa 観測所、

Aralaganwill 観測所、

Ratnapura 観測所 

2015年1月30日 

9 プリンター／コピー複合機 CANON IR2545 

研修資料及び各種プロダ

クト等のコピー及び印刷

用 

1 DOM 本局 2015年3月13日 



10 
ウェブサイトテンプレート

プログラム 

JB TECH 

ENGINEERING 

（Joomla 3.4 対応

版） 
ウェブサイト制作 1 DOM 本局 2015年6月21日 

 AWSスペアパーツ       

 - データロガー 明星電気 113115-001  2   

 - 風向風速計 ヴァイサラ WMT-700  4   

 - 気温計 明星電気 MES-39457  1   

11 - 雨量計 明星電気 MES-39459 既存AWSの維持管理用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

 - 気圧計 ヴァイサラ PTB-330A  1   

 - 湿度計 ヴァイサラ HMT-333  1   

 - 湿度計感部用キャップ ヴァイサラ DRW010281SP  10   

 - 日射計 英弘精機 MS402  1   

12 基準器（電気式温度計） チノー 
CAB-F201-2、R900-

F25AD 
既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

13 基準器（電気式気圧計） ヴァイサラ PTB330TS、M170 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

14 
可搬型点検機器（可搬型

AWS） 

ヴァイサラ、デレ

ーコ他 
PTB330A、DLM 他 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2015年7月8日 

15 レーザーポインター コクヨ ELP-G10 研修及びオープンクラス用 1 DOM 本局 2015年12月1日 

16 オープンクラス用音響装置 
ヤマハ、エレクト

ロボイス他 
Stagepass 400i 他 オープンクラス用 1 DOM 本局 

2015年12月14

日 

17 
オープンクラス用プロジェ

クター（スクリーン付） 
エプソン他 EB-W04 他 オープンクラス用 1 DOM 本局 2016年5月7日 

18 クーラーボックス ライオンスター 22L 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月2日 

19 電源延長ケーブル ケーブルリール 30m オープンクラス用 1 DOM 本局 2016年7月4日 

20 氷削器 
中部コーポレーシ

ョン 

Hatsuyuki 

HA-110S 
既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月22日 

21 温度計検査槽 トーマス科学 Celsius100L 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月22日 

22 気圧計校正治具 第一科学 V1 型 既存気象測器の校正用 1 DOM 本局 2016年7月22日 

 AWSスペアパーツ       



 - データロガー 明星電気 113115-001  2   

 - 気温計 明星電気 MES-39457  3   

 - 雨量計 小笠原計器 RS-102N1  3   

 - 気圧計 ヴァイサラ PTB-330A  3   

23 - 湿度計 明星電気 MES-39458 既存AWSの維持管理用 3 DOM 本局 2016年7月22日 

 - 湿度計感部用キャップ ヴァイサラ DRW010281SP  10   

 - 日射計 英弘精機 MS402  3   

 - 避雷器（電源用） 森長電子 ALPK-VNJ2P  2   

 - 避雷器（LAN 用） サンコーシャ LAN-100IS  2   

 - GPS アンテナ ポジション GA-08R (3M) BNC  2   

24 
プリンター（A3インクジ

ェットタイプ） 
HP Officejet 7110 

研修資料及び各種プロダ

クト等の印刷用 
1 DOM 本局 2016年11月5日 

25 
プリンター（A3インクジ

ェットタイプ） 
HP Officejet 7110 

研修資料及び各種プロダ

クト等の印刷用 
1 DOM 本局 

2016年11月11

日 

26 ハードディスク（4T） 
Western Digital 

Corporation (WD)
MY PASSPORT WRFデータ保管用 1 DOM 本局 2017年4月6日 

27 プロジェクター台 
Shonzon Screen 

Works 

Portable Tripod 

Projector 

プロジェクターを適切な

置き場所に素早く設置す

るため 

1 DOM 本局 2017年5月29日 

  



(2) 長期専門家調達機材 

表  プロジェクトにおいて購入した機材（長期専門家調達機材） 

No. 機材 メーカー名 モデル名 目的 数量 導入場所 購入日 

1 カメラ Nikon 

D3300 Camera with 

18-55mm VR II 

Lens 

プロジェクト活動の記録 1 DOM 本局 2015年1月7日 

2 ノートパソコン HP 

Pavilion 15-

P022tu Core i3-

4030U Notebook 

研修資料作成 １ DOM 本局 2015年1月16日 

3 マルチ機能プリンター Canon 

iC MF 8580 CDW 

Multi Functional 

Machine 

プロジェクト活動用資料

印刷 
１ DOM 本局 2015年2月5日 

4 プロジェクター Epson 
Epson Multi- 

Media Projector
研修資料投影 １ DOM 本局 2015年3月12日 

5 自動車 Toyota 

Hilux 4WD Double 

Cab including 

canopey 

気象観測所調査等 １ DOM 本局 2015年3月31日 

6 GPS受信器 Garmin GPS eTrex 30 気象測器緯度経度測定 １ DOM 本局 
2015年10月15

日 

7 冷凍庫 Candy Chest Freezer 温度計氷点検査用氷製造 1 DOM 本局 2015年6月21日 

8 エアコン Panasonic S24RKH%6938905133 DOM 研修室冷房 2 DOM 本局 
2016年8月 

3､11日 

9 エアコン Panasonic S24RKH%6938905133
DOM 気象測器検定室 

冷房用 
2 DOM 本局 

2016年12月12

日 

10 デジタル気圧計 Vaisala 
PTB330TS & 

Indicator M170 
気圧計副準器 1 DOM 本局 2017年3月17日 



11 プリンター Canon 
ImageCLASS LBP-

8100n 

GTS/MSSターミナル 

天気図印刷用 
1 DOM 本局 2017年8月 

 

 

(3) JICA 調達機材 

表  プロジェクトにおいて購入した機材（JICA 調達機材） 

No. 機材 メーカー名 モデル名 目的 数量 導入場所 購入日 

1 
GTSメッセージスイッチシ

ステム 

ESS Weathertech 

Pty Ltd. 

GTS Message Switch 

System 
気象情報の送受信用 1 

DOM 本局、コロンボ国際

空港及びマッタララジャ

パクサ国際空港 

2015年12月18

日 

2 
ヒマワリキャスト受信局シ

ステム 
Delairco Japan KK

HimawariCast 

Reception System

静止衛星ひまわり8号デ

ータの受信 
１ 

DOM 本局、コロンボ国際

空港 
2017年8月16日 
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合同調整委員会議事録等  
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第 3 回合同調整委員会議事録  

















 

 

 

 

 

第 4 回合同調整委員会議事録 
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